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北
海
道
開
拓
の
玄
関
口
と
し
て
栄
え
た
我
が
ま
ち
小
樽
。

本
州
と
の
人
や
物
資
の
交
流
が
盛
ん
に
行
わ
れ
、港
を
中
心
に

ニ
シ
ン
番
屋
、石
造
り
の
倉
庫
群
、運
河
な
ど
が

次
々
と
造
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

北
海
道
で
初
の
鉄
道
も
敷
か
れ
、

本
州
の
金
融
機
関
が
次
々
と
進
出
し
ま
し
た
。

と
き
は
明
治
か
ら
大
正
時
代
。

こ
の
頃
、小
樽
で
は
た
く
さ
ん
の
工
場
や
商
店
が
産
声
を
上
げ
ま
し
た
。

水
産
加
工
品
、船
の
部
品
や
修
繕
、生
活
物
資
、食
料
品
な
ど

小
樽
の
発
展
を
支
え
る
工
業
や
商
業
が
開
花
の
時
を
迎
え
て
い
た
の
で
す
。
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市
制
百
年
を
迎
え
た
令
和
四
年　
　

。

人
々
の
生
活
や
社
会
環
境
は
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
が
、

小
樽
商
人
の
熱
意
や
努
力
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

創
業
百
年
を
超
え
る
長
寿
企
業
と
と
も
に
、

小
樽
は
次
の
百
年
に
向
か
っ
て
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
す
。



小樽市長寿企業表彰事業
記念誌発行に寄せて

小樽市長　迫  俊 哉

ご
あ
い
さ
つ

　

こ
の
た
び
、
本
市
の
長
寿
企
業
と
し
て
表
彰
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
企
業
の
皆
様
に
は
、
長
き
に
わ
た
り
事
業
を
継

続
し
、
本
市
の
発
展
を
支
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
心

か
ら
敬
意
を
表
し
ま
す
と
と
も
に
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　

本
表
彰
事
業
は
、
小
樽
市
制
１
０
０
周
年
を
記
念
し
、
本

市
と
と
も
に
１
０
０
年
以
上
歩
ん
で
き
た
老
舗
企
業
の
こ
れ

ま
で
の
功
績
を
讃
え
る
も
の
で
あ
り
、
市
内
60
社
の
企
業
を

表
彰
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
時
代
と
と
も
に
経
営
を
取

り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変
化
す
る
中
で
、
創
業
者
の
思
い
を

受
け
継
ぎ
、
１
０
０
年
と
い
う
長
い
年
月
に
わ
た
っ
て
事
業

を
継
続
す
る
こ
と
は
容
易
な
こ
と
で
は
な
く
、
本
市
に
こ
れ

だ
け
多
く
の
長
寿
企
業
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
大
変
誇
ら
し

く
感
じ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
今
後
、
皆
様
の
背
中
を
追
っ

て
さ
ら
に
多
く
の
長
寿
企
業
が
本
市
に
誕
生
す
る
こ
と
を
期

待
し
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
、
本
市
は
市
制
１
０
０
周
年
を
迎
え
、
次
の
１
０
０

年
に
向
け
て
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。
本
市
は
人

口
減
少
や
少
子
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
持

続
的
に
発
展
し
て
い
く
た
め
に
は
、
居
住
地
・
観
光
地
・
投

資
先
と
し
て
の
魅
力
を
更
に
磨
き
上
げ
「
選
ば
れ
る
ま
ち
」

と
な
る
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
長
き
に
わ
た

る
努
力
や
創
意
工
夫
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
本
市
を
支
え
て

い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
に
は
、
引
き
続
き
本
市
の
発
展
に
お

力
添
え
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
長
期
化
や
物
価
高
騰
な
ど
様
々
な
課
題
に
直
面

し
て
い
る
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
ま
た
、
社
会
情
勢
や
人
々
の

価
値
観
の
変
化
、
新
し
い
技
術
の
登
場
な
ど
、
今
後
も
経
営

を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
わ
っ
て
い
く
も
の
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
で
皆
様
が
長
い
歴
史
の
中
で
培
っ

て
き
た
ノ
ウ
ハ
ウ
や
経
験
を
強
み
に
、
様
々
な
課
題
や
変
化

に
対
応
し
、
よ
り
一
層
躍
進
さ
れ
ま
す
こ
と
を
ご
期
待
申
し

上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
こ
の
た
び
表
彰
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様

の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
及
び
関
係
者
の
皆
様
の
ご
活
躍
と
ご

健
勝
を
心
か
ら
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
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長
寿
企
業
の
ご
紹
介

大
正
十
一
年
に
市
制
が
施
行
さ
れ
た
小
樽
市
に
は

百
年
以
上
の
歴
史
を
有
す
る
数
多
く
の
企
業
が
あ
り
ま
す
。

長
年
の
功
績
に
感
謝
し
長
寿
企
業
と
し
て
表
彰
す
る
と
共
に
、

こ
こ
に
、歩
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
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◆ 

有
限
会
社 

丸
イ
伊
藤
染
舗

◆ 

株
式
会
社 

カ
ネ
ツ
渡
辺
商
店

◆ 

モ
リ
カ
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産
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株
式
会
社

◆ 
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ト
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株
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◆ 
小
樽
市
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ア
ー
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ヤ
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株
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寺
山
神
佛
具
店

◆ 

ヘ
ア
ー
サ
ロ
ン
タ
カ
ハ
シ

◆ 

株
式
会
社 

山
谷
建
築
店

◆ 

小
樽
倉
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株
式
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社
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有
限
会
社 

水
昌
堂

◆ 

〆
ヨ
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中
機
工 

株
式
会
社

◆ 

株
式
会
社 

新
倉
屋

◆ 

株
式
会
社 

岩
永
時
計
店

◆ 

医
療
法
人 

長
谷
川
歯
科
医
院

◆ 

株
式
会
社 

山
本
工
業
所

◆ 

株
式
会
社 

荒
田
商
会

◆ 

有
限
会
社 

本
間
木
工
品
製
作
所

◆ 

社
会
福
祉
法
人 

小
樽
育
成
院

◆ 

曲
イ
田
中
酒
造 

株
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会
社

◆ 

株
式
会
社 

丸
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岡
島
商
店
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株
式
会
社 

大
八
栗
原
蒲
鉾
店
有

限
会
社 

フ
レ
ン
ド
商
会

◆ 

飴
谷
製
菓
株
式
会
社

◆ 

有
限
会
社 

奥
村
松
月
堂

◆ 

小
樽
船
用
品 

株
式
会
社

◆ 

医
療
法
人
原
田
歯
科
医
院

◆ 

株
式
会
社 

大
川
鉄
工
所

◆ 

株
式
会
社
ホ
ン
ダ
モ
ー
タ
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金
ヶ
﨑
商
会
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株
式
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ミ
ツ
ウ
マ

◆ 

河
辺
石
油
株
式
会
社

◆ 

北
斗
印
刷
株
式
会
社

◆ 

有
限
会
社
山
城
屋
生
花
店

◆ 

有
限
会
社 

小
樽
大
正
湯

◆ 

北
海
道
中
央
バ
ス
株
式
会
社

◆ 

ホ
ッ
カ
ン
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
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株
式
会
社

◆ 

大
ワ
大
和
水
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株
式
会
社
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北
海
道
信
用
金
庫

◆ 

柳
川
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◆ 

有
限
会
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神
仏
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温
泉

070809101112131415161718192021222324252627

長寿企業一覧

※令和4年度｢小樽市長寿企業表彰事業」にて表彰した企業のみを紹介しており、小樽市内の創業100年以上の企業の全てを網羅しているものではありません。
※創業年順に掲載しています。

◆ 

有
限
会
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マ
ル
イ
酒
井
鉄
工
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◆ 

小
樽
公
衆
浴
場
商
業
協
同
組
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◆ 

株
式
会
社 

丸
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有
限
会
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矢
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工
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有
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ア
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イ
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テ
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株
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東
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◆ 
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用
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会
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◆ 
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カ
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デ
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社
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大
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大
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水
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◆ 

柳
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◆ 
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仏
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有
限
会
社

　
  

丸
イ
伊
藤
染
舗

　

明
治
２
年
初
代
・
伊
藤
與
吉
は
愛
知
県
か
ら
来

道
。
旗
章
指
物
お
よ
び
、
古
着
の
悉
皆
屋
を
営
み

始
め
た
こ
と
が
当
社
創
業
の
始
ま
り
で
す
。
明
治

27
年
、
２
代
目
芳
太
郎
は
札
幌
大
火
を
機
に
小
樽

へ
店
を
移
転
し
ま
す
。

　

以
来
、
大
漁
旗
工
場
と
し
て
１
４
０
年
以
上
の

歴
史
を
有
し
ま
す
。
現
在
は
堺
町
の
元
北
酒
連
倉

庫
を
改
装
し
、
店
舗
兼
工
場
と
し
て
営
ん
で
い
ま

す
。
代
々
受
け
継
い
だ
昔
な
が
ら
の
手
染
め
の
技

法
と
、
現
代
の
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
合
わ
せ
持
ち
、

染
め
も
の
を
は
じ
め
、
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
・
Ｔ
シ
ャ

ツ
・
タ
オ
ル
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
グ
ッ
ズ
、
ト
ロ

フ
ィ
ー
・
盾
・
メ
ダ
ル
な
ど
の
記
念
品
を
製
作
し

て
い
ま
す
。

　　　

当
社
は
こ
れ
ま
で
時
代
の
変
化
に
合
わ
せ
、
柔

軟
に
現
代
技
術
を
取
り
入
れ
て
き
ま
し
た
。
平
成

27
年
に
は
Ｕ
Ｖ
印
刷
機
、
レ
ー
ザ
ー
プ
ロ
ッ
タ
ー
、

ガ
ー
メ
ン
ト
プ
リ
ン
タ
ー
を
導
入
し
、
ス
マ
ホ

ケ
ー
ス
・
シ
ョ
ッ
プ
カ
ー
ド
・
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
へ

の
印
刷
、
彫
刻
、
カ
ッ
ト
な
ど
が
効
率
的
に
で
き

る
体
制
を
整
え
ま
し
た
。
Ｔ
シ
ャ
ツ
な
ど
布
物
へ

の
直
接
印
刷
も
可
能
で
す
。
平
成
12
年
に
は
伝
統

手
染
め
と
現
代
技
術
の
合
わ
せ
技

後
継
者
育
成
に
力
を
入
れ
る

商店を彩った手仕事旗
伝統を守りながら技術を継承 1869年

明治2年

創 業

〒047-0027
小樽市堺町1番10号
【TEL】0134-27-2611
【FAX】0134-33-8333
【HP】http://hataito.cho-chin.com

技
術
を
後
世
に
伝
え
る
た
め
に
「
N 

P 

O
法
人 

北

海
道
職
人
義
塾
大
學
校
」
の
立
ち
上
げ
に
参
加
し
、

“

小
樽
職
人”

の
後
継
者
育
成
に
も
貢
献
し
て
お

り
ま
す
。

　

今
後
も
新
た
な
発
想
、
工
夫
、
そ
し
て
忍
耐
力

を
駆
使
し
て
モ
ノ
づ
く
り
の
可
能
性
を
追
求
し
、

「
価
値
あ
る
仕
事
の
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
」
を
目
指
し

て
い
き
ま
す
。

代表取締役
伊藤 晴竹

有限会社丸イ伊藤染舗
●沿革
明治  2年　初代・伊藤與吉が悉皆屋を開業
明治24年　2代目芳太郎小樽花園町に店舗を構える
大正 3年　3代目末吉小樽染物業組合結成
昭和22年　4代目吉郎染色講習会で指導
昭和37年  有限会社丸イ伊藤染舗　設立
昭和56年　5代目一郎代表取締役就任 
平成27年　6代目晴竹代表取締役就任

昭和27年頃の店舗

昭和3年夏の
伊藤染舗前
(花園第一大通り
の歩道にて）

大正10年〜
昭和元年頃の
花園第一大通り
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株
式
会
社

  

カ
ネ
ツ
渡
辺
商
店

　

元
治
元
年
、
石
川
県
羽
咋
郡
に
生
ま
れ
た
渡
邉

久
松
が
18
歳
の
こ
ろ
、
一
攫
千
金
を
夢
見
て
北
前

船
に
乗
り
、
商
業
で
栄
え
た
小
樽
に
向
か
っ
た
こ

と
が
当
社
の
始
ま
り
で
す
。
秋
田
県
沖
で
船
が
転

覆
す
る
と
い
う
困
難
に
遭
い
な
が
ら
も
、
久
松
は

無
事
に
小
樽
に
到
着
し
、
雑
貨
や
小
間
物
を
売
る

小
さ
な
店
を
構
え
ま
し
た
。
そ
の
後
、
経
営
が
軌

道
に
乗
り
奥
澤
村
に
大
き
な
店
舗
を
構
え
株
式
会

社
を
設
立
。
石
川
県
よ
り
建
材
を
運
ば
せ
、
よ
り

丈
夫
な
建
物
に
し
た
そ
う
で
す
。
昭
和
29
年
、
昭

和
天
皇
が
北
海
道
行
幸
で
小
樽
を
訪
れ
た
際
に

は
、
市
か
ら
の
注
文
で
パ
ン
を
用
意
す
る
こ
と
に

な
り
、
平
野
製
パ
ン
に
特
別
上
等
な
食
パ
ン
を
焼

い
て
も
ら
い
宿
泊
先
に
お
届
け
し
た
と
こ
ろ
、
大

変
お
気
に
召
し
て
い
た
だ
い
た
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。　

　　　

ま
た
、
昭
和
30
年
代
に
は
、
北
海
道
コ
カ
・
コ
ー

ラ
ボ
ト
リ
ン
グ
株
式
会
社
の
社
長
と
協
力
し
、
コ

カ
・
コ
ー
ラ
の
魅
力
を
伝
え
よ
う
と
、
高
校
を
訪

れ
試
飲
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の

努
力
が
実
り
、
小
樽
の
若
者
に
コ
カ
・
コ
ー
ラ
の

美
味
し
さ
が
広
ま
り
ま
し
た
。
同
社
の
社
長
は

店
に
訪
れ
、「
小
樽
市
の
コ
カ
・
コ
ー
ラ
人
気
は

一
攫
千
金
を
夢
見
た
初
代

店
舗
を
絞
り
地
域
に
根
づ
い
た
商
店
に

これからも末永く
地域に愛される商店として 1882年

明治15年

創 業

〒047-0013
小樽市奥沢1丁目20番6号
【TEL】0134-33-5533
【FAX】0134-33-5533

潮
音
頭
の
リ
ズ
ム
の
ご
と
く
市
民
の
心
を
虜
に
し

た
」
と
４
代
目
社
長
信
夫
と
楽
し
そ
う
に
話
し
て

い
た
そ
う
で
す
。
昭
和
の
中
ご
ろ
に
は
、
洋
食
レ

ス
ト
ラ
ン
や
居
酒
屋
な
ど
の
多
角
経
営
を
し
て
い

た
時
期
も
あ
り
ま
し
た
が
、
現
在
は
酒
、
タ
バ
コ
、

雑
貨
な
ど
の
販
売
を
１
店
舗
で
行
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
地
域
の
み
な
さ
ま
に
愛
さ
れ
る
よ
う
に
、

長
く
続
け
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

株式会社カネツ渡辺商店
●沿革
明治15年　初代・渡邉久松が小樽へ渡り父・恒右ェ門
　　　　　の名義で小売店開業
明治24年　株式会社設立。代表者が恒右ェ門から
　　　　　2代目久松へ
大正  8年　代表久太郎就任
大正12年　店舗拡大のため現在地へ移転
昭和35年　4代目代表取締役信夫就任
昭和47年　レストラン開業。以降居酒屋なども経営
令和  3年　代表取締役社長洋子就任

店舗外観（昭和10年頃）

小樽まつり（昭和20年頃の店舗前にて）

3代目久太郎と妻タカ
(昭和27年）

小樽で初バイクを購
入、女店員が配達
(昭和35年頃）

代表取締役社長
渡 邉 洋子
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森川増次郎商店登録票　(昭和2年頃） 昭和19年の出資証券

森川商店登録票　（昭和23年頃） 森川魚網染料製造所登録票　(昭和23年頃）

　

当
社
は
、
定
置
網
や
カ
ゴ
な
ど
漁
業
資
材
の
製

造
、
加
工
、
販
売
を
主
と
し
た
海
洋
・
漁
業
の
関

連
会
社
で
す
。
初
代
・
森
川
増
次
郎
が
滋
賀
県
か

ら
小
樽
へ
と
渡
っ
て
き
た
の
が
、
明
治
16
年
。
そ

の
と
き
は
呉
服
店
を
営
ん
で
い
た
よ
う
で
す
が
、

明
治
37
年
に
は
漁
網
を
中
心
に
漁
業
関
係
資
材
の

製
造
販
売
を
始
め
ま
す
。
明
治
41
年
に
は
2
代
目

清
次
郎
が
、
山
田
町
の
山
田
小
学
校
を
買
収
、
漁

網
工
場
を
建
設
し
ま
す
。
亜
麻
撚
糸
、
亜
麻
漁
網

な
ど
の
製
造
販
売
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

そ
の
後
工
場
が
火
事
で
焼
け
、
新
た
な
工
場
を
緑

町
に
新
設
し
ま
す
。
昭
和
23
年
に
は
、
販
売
部
門

を
株
式
会
社
森
川
商
店
（
堺
町
）
に
、
漁
網
製
造

部
門
を
森
川
漁
網
株
式
会
社
（
港
町
）
と
し
て
発

足
さ
せ
ま
す
。

　

そ
の
後
は
釣
り
具
関
係
の
小
売
業
や
、
各
種
保

険
の
代
理
店
業
、
新
巻
鮭
・
す
じ
こ
・
い
く
ら
な

ど
道
内
名
産
品
産
地
直
送
販
売
な
ど
新
規
事
業
に

積
極
的
に
参
入
。
昭
和
53
年
に
は
オ
タ
ル
ア
ツ
ミ

株
式
会
社
を
設
立
し
、
建
築
資
材
や
住
宅
設
備
資

材
の
販
売
も
行
う
よ
う
に
な
り
ま
す
。
平
成
に
な

る
と
グ
ル
ー
プ
会
社
5
社
を
企
業
合
併
。
現
在
の

漁
網
販
売
部
と
製
造
部
を
法
人
化

保
険
や
食
、
住
宅
へ
と
事
業
を
広
げ
る

漁網製造販売から営業内容を拡大
お客様の要望に応える総合商社に 1883年

明治16年

創 業

〒047-0027
小樽市堺町2番10号
【TEL】0134-33-4101
【FAX】0134-33-4106
【HP】https://big-morikawa.com/

モ
リ
カ
ワ
産
業
株
式
会
社
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
社
は
こ
れ
か
ら
も
あ
ら
ゆ
る
可
能
性
を
追

究
、
柔
軟
な
発
想
と
行
動
力
を
持
っ
て
、
新
し
い

技
術
や
商
品
の
開
発
に
邁
進
し
、
お
客
様
の
ご
要

望
に
誠
実
に
応
え
ら
れ
る
総
合
商
社
と
し
て
進
ん

で
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

代表取締役社長
森川 令

●沿革
明治16年　初代・森川増次郎が滋賀県より渡道。
　　　　   呉服店を営む
明治37年　漁業関係資材の製造販売を開始
昭和  2年　2代目清次郎が増次郎を襲名継承する
昭和23年　3代目正七が代表取締役社長に就任
昭和47年　4代目正一が代表取締役社長に就任
令和  2年　5代目令が代表取締役社長に就任

モリカワ産業株式会社

モ
リ
カ
ワ
産
業

　
　
　

  

株
式
会
社
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小樽本店（年代不明）

小樽で電話が
開通した際の
壱番札

創業者　名取高三郎

ナ
ト
リ 

株
式
会
社

　

初
代
・
名
取
高
三
郎
は
安
政
５
年
、
山
梨
県
の

貧
し
い
農
家
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
高
三
郎
は
困
窮

を
抜
け
出
そ
う
と
、
北
海
道
の
金
物
業
の
草
分
け

的
存
在
で
あ
る
叔
父
・
今
井
喜
七
に
従
っ
て
金
物

商
に
精
を
出
す
よ
う
に
な
り
ま
す
。
明
治
８
年
、

新
潟
で
仕
入
れ
を
し
て
船
で
小
樽
へ
初
上
陸
。
以

来
、
ニ
シ
ン
漁
で
に
ぎ
わ
う
漁
場
な
ど
に
鋸
類
を

売
り
歩
き
、
春
先
に
は
新
潟
か
ら
小
樽
へ
渡
り
、

秋
口
に
は
山
梨
へ
帰
る
行
商
生
活
を
送
っ
て
い
ま

し
た
。
よ
く
店
を
守
り
商
売
を
伸
ば
し
て
き
た
こ

と
か
ら
、
喜
七
は
店
を
一
切
、
高
三
郎
に
任
せ
る

こ
と
と
し
、明
治
17
年
に
「
㊤ 

名
取
高
三
郎
商
店
」

を
創
業
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　　

北
海
道
の
開
拓
事
業
と
と
も
に
発
展
し
た
小
樽

で
基
盤
を
作
り
、
明
治
末
か
ら
第
２
次
大
戦
開
戦

ま
で
に
は
セ
メ
ン
ト
販
売
事
業
に
進
出
。
戦
後
の

高
度
成
長
期
か
ら
円
高
不
況
時
ま
で
の
弊
社
成
長

期
に
は
札
幌
に
本
社
を
移
転
し
、
セ
メ
ン
ト
生
コ

ン
の
み
な
ら
ず
ガ
ラ
ス
サ
ッ
シ
や
鋼
材
も
併
営
す

る
建
材
の
総
合
商
社
と
し
て
全
道
に
販
売
網
を
展

開
す
る
に
至
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
平
成
20
年
に

は
太
平
洋
セ
メ
ン
ト
株
式
会
社
の
連
結
子
会
社
と

金
物
行
商
か
ら
店
を
持
つ
ま
で

各
種
建
設
資
材
の
販
売
を
行
う

積み上げた信頼と技術
全道の街づくりに建設資材で貢献 1884年

明治17年

創 業

〒047-0031
小樽市色内1丁目1番8号
【TEL】0134-22-0001
【FAX】0134-22-6000
【HP】https://natori-co.jp/index.html

な
り
、
現
在
は
札
幌
本
社
ほ
か
４
事
業
所
体
制
を

敷
き
、
主
に
旭
川
を
含
む
道
央
お
よ
び
道
南
地
域

で
太
平
洋
セ
メ
ン
ト
グ
ル
ー
プ
の
製
品
を
主
力
と

し
て
、
各
種
建
設
資
材
の
販
売
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。
今
後
も
歴
史
に
裏
打
ち
さ
れ
た
信
頼
の
も
と
、

北
海
道
の
発
展
に
貢
献
し
て
ま
い
り
ま
す
。

代表取締役社長
生田 考

●沿革
明治17年　㊤名取高三郎商店創業
明治33年　色内町に店舗・倉庫を新築
昭和35年　株式会社名取商店に改組
昭和38年　本社を札幌に移す
昭和46年　本店所在地を小樽から札幌に変更
昭和47年　ナトリ株式会社に改称
平成24年　本店所在地を札幌から小樽に変更

ナトリ株式会社

金像印ショベル看板
（特約店に配布された看板）
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小
樽
市

　
  

漁
業
協
同
組
合

　

当
組
合
は
、明
治
19
年「
小
樽
郡
漁
業
組
合
」（
銭

函
か
ら
堺
町
ま
で
）
と
「
高
島
郡
漁
業
組
合
」（
色

内
か
ら
祝
津
ま
で
）
が
設
立
さ
れ
、
明
治
24
年
両

組
合
が
合
併
し
「
小
樽
高
島
両
郡
漁
業
組
合
」
と

な
り
、
業
務
を
開
始
し
た
こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。

そ
の
後
、
中
小
の
組
合
と
吸
収
合
併
を
繰
り
返
し
、

昭
和
24
年
「
小
樽
市
漁
業
協
同
組
合
」
と
な
り
業

務
を
開
始
し
ま
す
。
昭
和
28
年
に
は
製
氷
冷
凍
工

場
の
建
設
に
着
手
す
る
な
ど
、
市
場
と
製
氷
冷
凍

工
場
を
中
心
に
事
業
を
推
進
す
る
体
制
を
整
え
ま

し
た
。
昭
和
41
年
に
は
「
小
樽
市
忍
路
漁
業
協
同

組
合
」
と
合
併
し
、
現
在
に
至
り
ま
す
。

　　　　

当
組
合
は
北
海
道
の
日
本
海
側
中
央
部
に
位
置

し
、
小
樽
市
一
円
の
海
岸
線
を
有
し
て
い
ま
す
。

海
岸
の
形
状
は
、
砂
地
、
岩
礁
、
転
石
と
変
化
に

富
ん
で
お
り
、
四
季
折
々
に
40
種
類
以
上
の
魚
介

類
が
漁
獲
さ
れ
、
市
内
外
・
道
外
へ
と
広
く
流
通

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
漁
業
資
源
を
維
持
す
る

た
め
、
ニ
シ
ン
、
ヒ
ラ
メ
、
サ
ケ
、
サ
ク
ラ
マ
ス

の
稚
魚
、
ウ
ニ
、
ア
ワ
ビ
、
ナ
マ
コ
の
種
苗
放
流

な
ど
行
い
、
資
源
管
理
型
漁
業
の
確
立
に
取
り
組

ん
で
お
り
ま
す
。
漁
業
を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き

相
互
扶
助
か
ら
生
ま
れ
た
発
展

小
樽
の
漁
業
を
未
来
に
繋
げ
る

小樽の漁業を円滑に推進・発展
質の高い海の幸を全国に届ける 1886年

明治19年

創 業

〒047-0031
小樽市色内3丁目5番18号
【TEL】0134-22-5133
【FAX】0134-22-5173
【HP】http://jf-otaru.jp

く
変
化
す
る
中
、
当
組
合
は
基
本
理
念
で
あ
る
自

主
・
自
立
、
相
互
扶
助
、
大
同
団
結
の
精
神
を
基

に
歩
ん
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
新
し
い
時
代
の
適

切
な
漁
業
秩
序
を
確
立
し
、
担
い
手
育
成
と
と
も

に
漁
業
者
一
人
ひ
と
り
の
経
営
安
定
、
健
全
な
組

合
運
営
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

代表理事組合長
嶋 秀樹

小樽市漁業協同組合
●沿革
明治19年　小樽郡漁業組合と高島郡漁業組合設立
明治24年   両組合合併。小樽高島両郡漁業組合開始
昭和24年　小樽市漁業協同組合として業務開始
昭和28年　製氷冷凍工場と事務所の建設に着手
昭和53年　祝津漁港完成
平成  5年　塩谷漁港完成
平成  7年　新市場兼総合事務所竣工

製氷冷凍工場（2階事務所併設）操業開始（昭和28年）

初代組合長理事　村田為吉

婦人部会結成（昭和32年）

祝津沖において初のホタテ貝の
天然採苗・中間育成の試験事業
に着手（昭和54年）
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ヘアーサロン・モトヤマ

ヘ
ア
ー
サ
ロ
ン
・

          

モ
ト
ヤ
マ

　

石
川
県
で
家
族
が
床
屋
を
や
っ
て
い
た
と
聞

く
、
初
代
・
本
山
清
吉
が
小
樽
に
渡
っ
て
き
た
の

は
明
治
19
年
ご
ろ
。
当
時
小
樽
で
化
粧
品
な
ど
を

扱
う
小
間
物
屋
と
し
て
成
功
し
て
い
た
、
親
戚
関

係
の
村
住
家
を
頼
っ
て
手
宮
に
移
住
し
た
の
が
創

業
の
始
ま
り
で
す
。
清
吉
は
色
内
1
丁
目
運
河
公

園
近
く
に
「
明
治
軒
」
を
開
業
。
し
か
し
大
火
に

遭
い
、
明
治
後
期
、
2
代
目
玉
吉
は
清
吉
と
と
も

に
駅
前
中
央
通
り
色
内
1
丁
目
に
移
転
し
、
店
名

を
「
本
山
理
髪
館
」
と
し
ま
し
た
。
当
時
、
小
樽

の
ど
こ
の
理
髪
店
に
も
住
み
込
み
の
従
業
員
が
お

り
「
本
山
理
髪
館
」
に
も
玉
吉
と
清
吉
の
ほ
か
に

5
～
6
人
の
従
業
員
を
雇
っ
て
住
ま
わ
せ
て
い
ま

し
た
。
常
連
客
に
は
街
の
偉
い
役
人
の
方
々
も
多

く
、
出
世
を
望
む
男
性
た
ち
に
「
自
分
も
い
つ
か

は
本
山
で
調
髪
し
て
み
た
い
」
と
言
わ
れ
る
ほ
ど

だ
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　　

昭
和
に
な
り
3
代
目
志
良
は
父
の
玉
吉
、
叔
父

の
幸
吉
と
従
業
員
を
か
か
え
、
改
名
し
た
「
本
山

理
容
所
」
を
経
営
。
終
戦
後
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
し

て
は
、
ア
メ
リ
カ
兵
が
今
で
も
店
で
使
っ
て
い
る

ド
イ
ツ
製
の
鏡
が
気
に
入
り
2
枚
持
ち
帰
っ
た
と

市
民
が
憧
れ
る
存
在
の
店

4
代
目
慶
三
が
継
承
し
て
61
年

親子4代バトンをつないで136年
本山家が守ってきた理容店 1886年

明治19年

創 業

〒047-0031
小樽市色内1目6番23号
【TEL】0134-23-5454
【FAX】0134-23-5454

い
う
話
で
す
。
昭
和
38
年
に
4
代
目
慶
三
が
店
を

継
承
。
3
代
目
志
良
に
は
息
子
が
3
人
お
り
、
長

男
・
次
男
は
有
名
大
学
を
卒
業
後
一
流
企
業
へ
就

職
。
3
男
の
慶
三
が
跡
を
継
ぐ
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
慶
三
は
、
代
々
取
り
組
ん
で
き
た
北
海
道
理

容
衛
生
生
活
同
業
組
合
小
樽
支
部
の
活
動
に
お
い

て
も
、
現
在
も
監
査
役
を
務
め
て
お
り
ま
す
。

　

こ
こ
ま
で
続
け
て
来
ら
れ
ま
し
た
の
も
、
ご
先

祖
と
お
越
し
い
た
だ
い
た
お
客
様
の
お
か
げ
と
感

謝
申
し
上
げ
、
今
後
も
精
進
し
て
参
り
ま
す
。店主

本山 慶三

●沿革
明治19年　　初代・本山清吉が明治軒開店
明治後期頃　2代目玉吉が清吉とともに色内に移転し
               　本山理髪館に改名
昭和12年　　3代目志良が玉吉とともに本山理容所
　　　　　　に改名
昭和38年　　4代目慶三がヘアーサロン・モトヤマ  
               　に改名

2代目　本山玉吉 3代目　本山志良

賞状（明治43年）

創業者　本山清吉

明治後期の店舗
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営業願（明治21年10月）

現在の主な取扱商品

株
式
会
社 

前
堀

　

富
山
県
か
ら
移
住
し
て
き
た
初
代
・
堀
岡
長
二

郎
が
、
明
治
21
年
、
港
町
に
て
銅
器
商
を
創
業
し

た
こ
と
が
当
社
の
始
ま
り
で
す
。
現
在
は
主
に
銑

鉄
、
鉄
鋼
一
次
・
二
次
製
品
、
カ
ラ
ー
ト
タ
ン
、

各
種
線
材
な
ど
を
扱
う
鉄
材
卸
売
企
業
で
す
。
鉄

鋼
業
界
が
「
鉄
は
国
家
な
り
・
産
業
の
コ
メ
な
り
」

と
言
わ
れ
王
道
を
歩
ん
だ
時
代
、
そ
し
て
バ
ブ
ル

崩
壊
後
、
重
厚
長
大
が
過
去
の
遺
物
と
化
し
た
時

代
、
当
社
も
こ
れ
ら
幾
多
の
変
遷
と
共
に
あ
り
、

今
日
の
経
営
基
盤
を
確
立
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

小
樽
市
の
本
社
と
営
業
所
の
ほ
か
、
札
幌
、
旭
川
、

室
蘭
と
４
つ
の
重
要
都
市
に
拠
点
を
構
え
、
道
内

全
域
の
鋼
材
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
お
り
ま
す
。

　

当
社
の
大
き
な
特
色
と
し
て
、
支
店
全
て
の
倉

庫
に
在
庫
を
持
ち
、
自
社
便
に
よ
る
迅
速
な
配
送

体
制
を
敷
い
て
い
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
か

つ
て
は
一
般
的
だ
っ
た
鋼
材
卸
売
業
者
に
よ
る
自

社
配
送
も
、
現
在
そ
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
会
社
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
自
社
便
配

送
は
、
各
支
店
が
地
域
の
お
客
様
に
密
着
し
た
き

め
細
か
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
、

今
で
は
６
０
０
～
７
０
０
社
の
得
意
先
様
か
ら
支

築
き
上
げ
た
確
か
な
経
営
基
盤

地
域
の
需
要
に
素
早
く
応
え
る

繁栄と淘汰の時代に柔軟に対応
街を支える老舗鋼材商 1888年

明治21年

創 業

持
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。
創
業
以
来
一
貫
し
て
お

客
様
本
位
の
サ
ー
ビ
ス
に
徹
し
て
き
た
当
社
は
、

平
成
30
年
に
は
１
３
０
周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
先
代
が
築
き
あ
げ
た
暖
簾
に
安
住
す

る
こ
と
を
現
に
戒
め
、
こ
れ
か
ら
も
北
海
道
の
発

展
と
共
に
歩
み
続
け
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

株式会社前堀
●沿革
明治21年　初代・堀岡長二郎が銅器商を創業
明治30年　前堀銅鉄合資会社を設立
大正13年　前堀商店に改組
昭和15年　有限会社前堀商店に改組
昭和30年   株式会社前堀商店に改組
平成  7年　資本金10,000,000円
平成21年   株式会社前堀に商号変更

〒047-0031
小樽市色内3丁目9番8号
【TEL】0134-22-4171
【FAX】0134-22-4105

代表取締役
佐 藤 優
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有
限
会
社

　
  

寺
山
神
佛
具
店

　

寺
山
神
佛
具
店
は
、
長
年
小
樽
の
地
に
根
ざ
し

た
店
と
し
て
地
元
の
方
々
に
親
し
ま
れ
て
ま
い
り

ま
し
た
。
創
業
は
明
治
22
年
。
初
代
・
寺
山
仁
三

郎
が
「
寺
山
商
店
」
と
い
う
名
前
で
堺
町
に
店
を

開
い
た
の
が
始
ま
り
で
す
。
当
時
は
、
仏
壇
、
仏

具
以
外
に
漆
器
も
扱
っ
て
い
た
と
伝
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
後
、
稲
穂
町
の
丸
井
今
井
小
樽
店
の

向
か
い
に
出
店
（
昭
和
2
年
）。
稲
穂
町
は
、
商

業
施
設
や
サ
ン
モ
ー
ル
一
番
街
の
お
か
げ
で
小
樽

の
中
心
街
と
し
て
大
い
に
賑
わ
っ
て
い
た
場
所
。

丸
井
今
井
小
樽
店
は
そ
の
中
心
的
な
存
在
で
し

た
。
現
在
の
店
舗
は
、
こ
の
当
時
の
も
の
で
、
95

年
を
超
え
る
建
物
と
な
り
ま
し
た
。

　　

昭
和
12
年
に
は
、
北
海
道
開
拓
70
年
を
記
念
し

た
北
海
道
大
博
覧
会
が
小
樽
花
園
公
園
や
海
岸
埠

頭
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
店
も
仏
壇
を
出
品
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
小
樽
の
産
業
の
一
翼
を
担
う
店

と
し
て
広
く
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
昭
和
52
年
に
は
店
舗
を
改
装
。
当
時
の
趣
を

残
し
な
が
ら
、
明
る
く
現
代
的
な
店
舗
に
生
ま
れ

変
わ
り
ま
し
た
。

　

現
在
の
当
店
は
、
線
香
の
品
揃
え
道
内
一
を
目

堺
町
か
ら
丸
井
今
井
の
向
か
い
に
出
店

線
香
は
道
内
一
の
品
揃
え

気軽に立ち寄りたくなる
神仏具店を目指して 1889年

明治22年

創 業

〒047-0032
小樽市稲穂1丁目3番地7号
【TEL】0134-23-0366
【FAX】0134-23-9188

指
し
、
ど
な
た
で
も
気
軽
に
立
ち
寄
っ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
な
店
舗
づ
く
り
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
地
域
の
皆
様
と
と
も
に
、
長
い
歴
史
を
未

来
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。代表取締役

寺山 善明

●沿革
明治22年　初代・寺山仁三郎が堺町にて起業
大正12年　稲穂町に丸井今井小樽店が移店
昭和 2年　丸井今井小樽店の向かいに出店
昭和12年　北海道大博覧会に仏壇を出品
昭和52年　店舗改装、現在に至る

有限会社寺山神佛具店

昭和52年に改装するまでの店舗
堺町での起業時の店舗
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ヘ
ア
ー
サ
ロ
ン

          

タ
カ
ハ
シ

　

初
代
・
髙
橋
熊
五
郎
が
量
徳（
現
潮
見
台
）に「
亀

甲
床
」
を
開
業
。
熊
五
郎
は
大
正
15
年
に
亡
く
な

り
、
昭
和
２
年
、
２
代
目
熊
市
が
入
船
に
店
舗
を

移
し
ま
す
。
３
代
目
一
央
は
シ
ベ
リ
ア
か
ら
帰
還

後
、
株
式
会
社
ミ
ツ
ウ
マ
理
容
部
を
営
業
し
て
い

ま
し
た
が
昭
和
20
年
、
熊
市
が
亡
く
な
り
そ
の
後
、

入
船
の
「
亀
甲
床
」
を
長
橋
に
移
転
す
る
こ
と
に

な
っ
た
こ
と
を
機
に
株
式
会
社
ミ
ツ
ウ
マ
理
容
部

を
退
職
。
一
央
、
一
央
の
弟
、
住
み
込
み
の
職
人

た
ち
と
と
も
に
「
髙
橋
理
容
所
」
を
開
業
し
ま
す
。

４
代
目
の
私
は
神
奈
川
県
厚
木
の
理
髪
店
で
修
行

し
な
が
ら
、
１
年
間
、
新
宿
の
理
容
学
校
へ
も
通

い
、
５
年
間
の
関
東
暮
ら
し
を
経
て
小
樽
へ
と
戻

り
ま
し
た
。
父
の
一
央
が
店
で
倒
れ
た
の
が
平
成

元
年
。
店
を
引
き
継
ぐ
に
あ
た
り
現
在
の
名
前
に

変
更
し
ま
し
た
。

　　

平
成
５
年
、
道
路
拡
張
に
と
も
な
い
店
舗
を
道

路
向
い
に
移
転
。
以
来
30
年
近
く
、
親
子
代
々
、

長
く
お
付
き
合
い
の
あ
る
常
連
客
の
皆
様
に
ご
愛

顧
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
苫
小
牧
や
倶
知
安
な

ど
道
内
各
地
、
ま
た
東
京
に
お
住
ま
い
で
、
小
樽

へ
帰
っ
て
き
た
と
き
必
ず
寄
っ
て
下
さ
る
方
々
の

亀
甲
床
か
ら
髙
橋
理
容
所
に

こ
れ
か
ら
も
夫
婦
で
現
役
を
続
行

131年続く伝統の技術とサービス
遠くから常連客が通う老舗 1891年

明治24年

創 業

〒047-0036
小樽市長橋2丁目18番11号
【TEL】0134-23-4414
【FAX】0134-23-4414

た
め
に
も
、
長
く
妻
と
と
も
に
こ
の
店
を
守
っ
て

い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
理
容
業
界
で
は
、

北
海
道
理
容
生
活
衛
生
同
業
組
合
小
樽
支
部
の
区
長

や
後
志
地
区
会
長
な
ど
も
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

現
在
は
道
本
部
の
理
事
も
兼
務
し
て
お
り
ま
す
。
引

き
続
き
、
北
海
道
の
理
容
業
界
の
た
め
に
も
働
き
、

貢
献
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

店主
髙橋 一之

ヘアーサロンタカハシ
●沿革
明治24年　初代・髙橋熊五郎が亀甲床を開業
昭和  2年　2代目熊市が入船に移転開業
昭和24年　3代目一央小樽ミツウマ理容部にて営業
昭和30年　3代目一央現在の場所に髙橋理容所開業
昭和63年  4代目一之がヘアーサロンタカハシに
               改名し現在に至る

創業者　髙橋熊五郎
（大正5〜7年）

昭和54年頃

昭和30年頃（3代目一央の妻アサ子） 現在の店内
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株
式
会
社

　
　

  

山
谷
建
築
店

　

創
業
者
で
あ
る
山
谷
文
吉
は
滋
賀
県
よ
り
来
樽

し
、
山
谷
家
の
養
子
と
し
て
入
籍
。
滋
賀
県
人
会

よ
り
発
注
さ
れ
る
建
設
工
事
を
受
け
て
、
明
治
25

年
に
屋
号
を
「
み
つ
わ
山
谷
」
と
し
、
事
業
を
起

こ
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
２
代
目
興
吉
が
事
業
を
継
承
し
、
大
正

13
年
に
３
代
目
憲
二
に
交
代
し
た
後
、
昭
和
初
期

に
オ
タ
モ
イ
に
巨
大
リ
ゾ
ー
ト
施
設
「
オ
タ
モ
イ

遊
園
地
」
が
誕
生
。
そ
の
中
核
施
設
と
し
て
断
崖

絶
壁
に
建
て
ら
れ
た
高
級
料
亭
「
龍
宮
閣
」
の
建

設
に
弊
社
が
関
わ
っ
た
と
先
代
か
ら
聞
い
て
お
り

ま
す
。
ま
た
そ
の
ほ
か
に
、
昭
和
11
年
に
設
立
さ

れ
た
小
樽
保
証
牛
乳
株
式
会
社
事
務
所
で
、
歴
史

的
建
造
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
「
小
樽
ミ
ル
ク
・

プ
ラ
ン
ト
」
や
、
北
海
道
最
古
の
料
亭
「
海
陽
亭
」

施
工
に
も
関
わ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　　　

現
在
は
５
代
目
と
な
り
、
土
木
一
式
工
事
、
建

築
一
式
工
事
、
大
工
工
事
、
と
び
・
土
工
・
コ
ン

ク
リ
ー
ト
工
事
を
中
心
に
営
業
を
続
け
て
お
り
ま

す
。
長
橋
中
学
校
屋
内
運
動
場
の
耐
震
補
強
ほ
か

改
修
工
事
や
、
市
営
住
宅
外
壁
等
改
修
工
事
、
小

樽
年
金
耐
震
改
修
工
事
な
ど
、
地
元
の
公
共
施
設

小
樽
繁
栄
の
代
表
建
築
に
従
事

地
域
の
建
築
・
修
繕
工
事
を
担
う

小樽の歴史的建造物施工に参加
先代が築いた暖簾を守り続ける 1892年

明治25年

創 業

〒047-0021
小樽市入船2丁目11番7号
【TEL】0134-24-0251
【FAX】0134-27-3885

や
民
家
の
修
繕
工
事
な
ど
の
実
績
が
あ
り
ま
す
。

　

今
後
は
経
営
効
率
化
を
進
め
る
と
と
も
に
、
地

域
に
根
ざ
し
た
企
業
と
し
て
御
愛
顧
い
た
だ
け
る

よ
う
、
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

代表取締役
山谷 憲弘

株式会社山谷建築店
●沿革
明治25年　初代・山谷文吉、建築工事業を開業
不      明　2代目興吉が事業を継承
大正13年　3代目憲二が事業継承
昭和24年　株式会社山谷建築店設立、憲二代表
               取締役就任
昭和48年  4代目憲太郎取締役に就任
平成29年   5代目憲弘代表取締役に就任

契約証（大正14年）

創業者　山谷文吉
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小
樽
倉
庫

       　

株
式
会
社

　

当
社
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
商
品
を
輸
送
・
保
管
す

る
物
流
会
社
で
す
。
前
身
と
な
っ
た
の
は
北
前
船

主
西
谷
家
５
代
目
西
谷
庄
八
が
、
小
樽
に
出
先
と

し
て
明
治
23
年
に
設
立
し
た
「
西
谷
支
店
」。
そ

の
３
年
後
に
、
同
じ
石
川
県
出
身
の
西
出
孫
左
衛

門
と
と
も
に
「
小
樽
倉
庫
株
式
会
社
」
を
創
業
し

ま
し
た
。
創
業
時
に
は
６
０
０
坪
の
倉
庫
が
完
成

し
、
盛
大
に
開
業
式
が
行
わ
れ
た
様
子
が
写
真
に

残
っ
て
い
ま
す
。 

明
治
28
年
に
は
設
立
登
記
を
申

請
し
道
内
企
業
と
し
て
第
1
号
の
倉
庫
会
社
と
し

て
認
可
さ
れ
ま
し
た
。
当
時
の
石
造
り
の
倉
庫

は
、
現
在
小
樽
市
の
歴
史
的
建
造
物
と
し
て
保
存

さ
れ
、
市
立
博
物
館
や
物
産
館
と
し
て
再
利
用
さ
れ
、

観
光
客
も
親
し
ま
れ
る
ス
ポ
ッ
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　　　　

長
ら
く
小
樽
で
倉
庫
業
を
中
心
に
仕
事
を
し
て

お
り
ま
し
た
が
、
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
の
変
化
に
合

わ
せ
て
昭
和
33
年
「
中
央
ト
ラ
ッ
ク
株
式
会
社
」

を
設
立
。
昭
和
35
年
、
札
幌
営
業
所
を
開
設
し
た

の
を
皮
切
り
に
苫
小
牧
、
東
京
、
帯
広
、
大
阪
、

福
岡
と
支
店
営
業
所
を
全
国
に
配
置
。
地
元
の
輸

送
業
者
と
契
約
を
結
び
、
現
在
は
全
国
的
な
物
流

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
貨
物
の
輸
送
代
理
業
務
と
商
品

北
海
道
初
の
法
人
倉
庫

信
頼
に
応
え
る
輸
送
・
保
管
業
務

運ぶ・預かる｢タルソー」
物流会社として小樽から全国へ 1893年

明治26年

創 業

〒047-0007
小樽市港町5番３号
【TEL】0134-23-8161
【FAX】0134-33-3009
【HP】http://www.taruso.co.jp

の
保
管
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

物
流
を
中
心
と
し
た
企
業
活
動
を
通
じ
、
環
境

問
題
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
環
境

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
（
E 

M 

S
）
の
国
内
規

格
「
エ
コ
ス
テ
ー
ジ
」
の
取
得
な
ど
サ
ス
テ
ィ
ナ

ブ
ル
な
社
会
の
実
現
に
貢
献
し
て
お
り
ま
す
。代表取締役

山本 みゆき

小樽倉庫株式会社
●沿革
明治26年　西谷庄八・西出孫左衛門らにより創業
明治37年　山本久右衛門が買収。2代目代表取締
               役に就任
大正13年　港町地区に小樽新庫1、2番を建設
昭和19年　国家総動員法により小樽合同倉庫設立
昭和58年　本社を現在地へ移転
平成31年　6代目代表取締役山本みゆき就任

小樽倉庫開業式＜明治26年11月12日＞

創業者の5代目西谷庄八（前列中央）と
11代目西出孫左右衛門

会社設立広告
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有
限
会
社 

水
昌
堂

　
「
水
昌
堂
」
の
も
と
の
始
ま
り
は
は
っ
き
り
わ

か
り
ま
せ
ん
が
、
初
代
・
佐
々
木
重
三
郎
の
姉
が
、

市
内
で
餅
屋
を
営
ん
で
お
り
、
弟
の
重
三
郎
が
跡

を
継
い
だ
よ
う
に
聞
い
て
い
ま
す
。
場
所
は
花
園

で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
グ
リ
ー
ン
ロ
ー
ド
か
ら
現

在
の
場
所
へ
移
転
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
重
三
郎

の
跡
を
継
い
だ
の
が
、
甥
っ
子
だ
っ
た
２
代
目
疋

田
秀
夫
で
し
た
。
秀
夫
は
食
べ
る
こ
と
が
好
き
で
、

研
究
熱
心
。
昭
和
初
期
に
は
す
で
に
ス
イ
ー
ト
ポ

テ
ト
を
出
し
て
い
ま
し
た
。
息
子
の
私
は
東
京
の

製
菓
学
校
で
洋
菓
子
を
学
び
、
東
京
の
洋
菓
子
店

に
就
職
。
修
行
を
経
て
小
樽
へ
と
戻
り
、
店
に
入

り
ま
し
た
。

　　

昭
和
40
年
ご
ろ
に
、
佐
々
木
家
か
ら
店
の
権
利

な
ど
を
譲
り
受
け
有
限
会
社
に
改
組
。
秀
夫
と
二

人
三
脚
で
店
を
守
っ
て
き
ま
し
た
が
平
成
21
年
に

秀
夫
が
亡
く
な
り
、
３
代
目
と
し
て
勝
裕
が
店
を

引
き
継
ぎ
ま
し
た
。

　

品
ぞ
ろ
え
の
７
割
を
占
め
る
和
菓
子
は
職
人
が

作
っ
て
お
り
、
く
り
ま
ん
じ
ゅ
う
、
ど
ら
や
き
、

べ
こ
餅
な
ど
、
ど
れ
も
懐
か
し
い
味
で
す
。
そ

し
て
商
品
の
３
割
は
ロ
ー
ル
ケ
ー
キ
や
プ
リ
ン
、

餅
屋
か
ら
菓
子
屋
へ

銘
菓
「
ゴ
ロ
ダ
の
丘
」
を
考
案

昔懐かしい味の和洋菓子を
花園銀座3丁目商店街の老舗

明治27年

創 業

〒047-0024
小樽市花園3丁目3番2号
【TEL】0134-22-2894
【FAX】0134-22-2894

ア
ッ
プ
ル
パ
イ
な
ど
洋
菓
子
を
置
い
て
お
り
、
バ

タ
ー
ク
リ
ー
ム
を
使
っ
た
昔
な
が
ら
の
ケ
ー
キ
も

あ
り
ま
す
。
私
が
考
案
し
た
銘
菓
「
ゴ
ロ
ダ
の
丘
」

は
伊
藤
整
ゆ
か
り
の
地
・
文
学
碑
が
あ
る
塩
谷
の

ゴ
ロ
ダ
の
丘
に
由
来
す
る
お
菓
子
で
す
。
現
在
は
、

札
幌
で
和
菓
子
の
修
行
を
し
た
息
子
の
昌
之
と
共

に
、
小
樽
の
皆
様
に
和
洋
菓
子
を
お
届
け
し
て
お

り
ま
す
。

代表
疋田 勝 裕

●沿革
明治27年　   初代・佐々木重三郎が姉から店を
　　　　　   引き継ぐ
昭和30年頃　2代目疋田秀夫が店を引き継ぐ
昭和40年頃　有限会社に登記
昭和55年頃　疋田勝裕が店に入る
平成21年　　3代目勝裕が代表を引き継ぐ
平成27年　　昌之が店に入る

有限会社水昌堂

現在の店内

店内に飾ってある創業当時からの額

戦後からある水昌飴の看板
（現在は商品は置いていない）

1894年
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〆
ヨ
畑
中
機
工

　
　
　

  

株
式
会
社

　

当
社
は
ボ
イ
ラ
ー
・
圧
力
容
器
の
製
造
メ
ー

カ
ー
と
し
て
長
年
培
っ
て
き
た
技
術
に
よ
り
、
食

品
加
工
用
の
高
圧
殺
菌
装
置
を
設
計
・
製
造
・
販

売
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
始
ま
り
は
明
治
時
代
。

初
代
・
畑
中
與
三
次
郎
は
、
石
川
県
月
津
村
の
戸

主
・
畑
中
三
次
郎
の
弟
と
し
て
分
家
し
北
海
道
に

渡
り
、
色
内
町
で
「
〆
ヨ
畑
中
與
三
次
郎
商
店
」

を
創
業
し
ま
し
た
。
当
時
は
古
銅
鉄
・
古
物
商
問

屋
で
し
た
。
昭
和
初
期
に
は
與
三
次
郎
の
娘
婿
、

２
代
目
周
太
が
、
昭
和
11
年
に
は
周
太
の
妻
り
ん

が
３
代
目
を
受
け
継
ぎ
ま
し
た
。
４
代
目
衆
多
は

屋
号
を
「
畑
中
鐵
店
」
に
改
名
。
古
鉄
、
原
動
機

械
製
造
販
売
設
置
、
ボ
イ
ラ
ー
販
売
を
始
め
て
昭

和
23
年
に
法
人
化
。現
在
の
基
礎
を
つ
く
り
ま
し
た
。

　

衆
多
は
ボ
イ
ラ
ー
製
造
を
発
展
さ
せ
、
自
社
ブ

ラ
ン
ド
の
H
K
堅
型
ボ
イ
ラ
ー
を
開
発
。
昭
和
40

年
代
に
は
農
水
産
加
工
業
の
缶
詰
製
造
に
合
わ
せ

て
缶
詰
用
殺
菌
装
置
を
開
発
。
昭
和
50
年
代
に
は
、

レ
ト
ル
ト
食
品
の
普
及
に
と
も
な
い
パ
ウ
チ
包
装

の
殺
菌
装
置
や
、
現
場
で
簡
単
に
使
用
で
き
る
可

搬
式
ボ
イ
ラ
ー
ユ
ニ
ッ
ト
ハ
ウ
ス
な
ど
を
次
々
と

始
ま
り
は
古
物
商
問
屋
か
ら

ボ
イ
ラ
ー
圧
力
容
器
か
ら

発
展
し
た
製
品
群

古物商問屋から殺菌装置開発製造まで
時代に合わせて柔軟に対応 1894年

明治27年

創 業

手
が
け
ま
し
た
。
５
代
目
の
私
は
お
客
様
の
ニ
ー

ズ
に
合
わ
せ
て
、
ペ
ッ
ト
用
の
火
葬
炉
や
魚
醤
・

果
汁
の
油
圧
搾
り
機
、
カ
ズ
ノ
コ
塩
抜
き
用
の
水

切
り
台
車
な
ど
先
代
か
ら
引
き
継
い
だ
技
術
を
も

と
に
創
造
性
を
発
揮
。
多
種
多
様
な
製
品
開
発
を

行
い
地
域
に
貢
献
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
管
工
事
を
主
体
と
す
る
設
備
工
事
を
合

わ
せ
て
行
っ
て
い
ま
す
。

代表取締役
畑中 俊 朗

〒047-0031
小樽市色内2丁目15番6号
【TEL】0134-25-2280
【FAX】0134-25-2284

畑中機工株式会社
●沿革
明治27年　初代・畑中與三次郎が
　　　　　 〆ヨ畑中與三次郎商店創業
昭和11年　3代目りんが営業を受け継ぐ
昭和12年　4代目衆多が畑中鐵店に改名
昭和23年　畑中機鋼株式会社として法人化
昭和45年　畑中機工株式会社に改名
平成10年　5代目俊朗が事業を受け継ぐ

社名を「畑中鉄店」と改名し事業展開（昭和12年頃） 北海道商工人名録小樽之部（明治44年）
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株
式
会
社 

新
倉
屋

　

創
業
当
時
は
「
丸
サ
大
阪
屋
」
の
屋
号
で
、
米
、

味
噌
、
醤
油
な
ど
を
扱
う
食
料
品
雑
貨
店
で
し
た

が
、
色
内
大
火
に
よ
り
罹
災
。
今
の
本
店
が
あ
る

花
園
に
移
転
後
は
、
駄
菓
子
な
ど
を
扱
っ
て
い
た

と
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。
元
々
明
治
の
頃
か
ら
花
園

公
園
で
販
売
さ
れ
て
い
た
「
花
園
だ
ん
ご
」
を
、

当
社
で
製
造
し
始
め
た
の
は
昭
和
11
年
の
こ
と
。

２
代
目
慎
太
郎
が
１
０
０
％
国
産
う
る
ち
米
を

使
用
し
た
団
子
や
「
山
型
一
刀
流
」
と
名
付
け
た

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
餡
の
盛
り
方
を
考
案
し
た
団
子
を

作
っ
て
販
売
し
た
と
こ
ろ
、
こ
れ
が
大
人
気
と
な

り
、
当
社
の
看
板
商
品
と
な
り
ま
し
た
。
地
元
の

方
々
を
は
じ
め
観
光
客
に
も
親
し
ま
れ
、
令
和
４

年
に
は
創
業
１
２
７
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　　

さ
ら
に
、
高
度
経
済
成
長
期
に
入
っ
た
昭
和
30

年
代
に
は
、
全
国
菓
子
大
博
覧
会
で
「
花
園
だ
ん

ご
」
が
最
高
賞
を
受
賞
し
た
ほ
か
、
本
店
に
設
け

た
喫
茶
部
が
一
世
を
風
靡
す
る
な
ど
、
広
く
「
花

園
だ
ん
ご
」
と
「
新
倉
屋
」
の
名
を
広
め
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

今
日
で
は
屋
号
を
「
小
樽
新
倉
屋
」
と
変
更
し

花
園
本
店
、
総
本
舗
・
本
社
・
工
場
、
駅
前
店
の

こ
だ
わ
り
の
団
子
が
名
物
に

新
旧
の
和
菓
子
を
製
造
・
販
売

花園だんごで大ブレイク
創業127年を超え今なお成長中 1895年

明治28年

創 業

〒047-0024
小樽市花園1丁目3番1号
【TEL】0134-27-2122
【FAX】0134-33-3180
【HP】https://www.niikuraya.com

３
拠
点
で
さ
ま
ざ
ま
な
菓
子
を
製
造
・
販
売
し
て

い
ま
す
。
当
社
の
使
命
は
「
温
故
知
新
」「
創
業

の
志
」
を
忘
れ
ず
、
地
域
に
根
ざ
し
た
菓
子
屋
で

あ
り
続
け
る
こ
と
。
昔
か
ら
伝
わ
る
製
造
方
法
や

味
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
新
し
い
感
覚
の
菓
子
作

り
に
も
挑
戦
し
、
小
樽
で
愛
さ
れ
る
和
菓
子
屋
で

あ
り
続
け
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

代表取締役社長
新 倉 正三

●沿革
明治28年　初代・佐井キクにより創業
昭和11年　花園だんごの製造販売を開始
昭和30年　全国菓子観光大博覧会にて花園
　　　　    だんごが最高賞を受賞
昭和63年　菓子匠新倉屋としてだんご屋から
                菓子屋に転身
平成11年　花園本店改装

株式会社新倉屋

花園だんご

「石倉くるみ餅」
小樽にちなんだ
ネーミングの商品が
多数あります

「雪明かりの路」
元々は伊藤整文学賞
記念銘菓として誕生。
2018年に商品をリニ
ューアルしました

花園本店店内
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株
式
会
社

       

岩
永
時
計
店

　

初
代
・
岩
永
新
太
郎
は
明
治
８
年
、
岐
阜
県
に

生
ま
れ
、
同
14
年
父
・
新
三
郎
と
共
に
６
歳
頃
に

来
樽
。
現
南
小
樽
駅
周
辺
に
お
い
て
古
衣
お
よ
び

質
屋
業
を
始
め
ま
し
た
。
同
28
年
父
か
ら
事
業
を

継
い
だ
新
太
郎
で
し
た
が
、
そ
の
後
永
井
町
一
帯

の
大
火
災
に
遭
い
、明
治
29
年
に
堺
町
へ
移
り
「
岩

永
時
計
店
」
を
開
業
し
ま
し
た
。
当
時
は
ま
だ
腕

時
計
は
無
く
、
懐
中
時
計
や
柱
・
置
時
計
な
ど
を

販
売
・
修
理
す
る
店
と
し
て
営
業
を
開
始
。
昭

和
20
～
30
年
代
に
は
道
内
に
支
店
を
４
店
舗
開
業

し
、
平
成
２
年
に
丸
井
今
井
小
樽
店
に
出
店
後
、

平
成
21
年
か
ら
は
都
通
り
商
店
街
内
の
店
舗
の
み

を
営
業
。
国
内
外
の
メ
ー
カ
ー
の
腕
時
計
や
掛
け

時
計
、
宝
飾
品
の
取
り
扱
い
お
よ
び
修
理
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。

　

明
治
32
年
に
新
太
郎
が
建
て
た
店
舗
は
現
在
、

「
小
樽
オ
ル
ゴ
ー
ル
堂
堺
町
店
」
と
し
て
現
存
し

て
お
り
、
昭
和
60
年
に
小
樽
市
指
定
歴
史
的
建
造

物
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
建
物
は
木
骨
石
造

の
２
階
建
で
１
階
側
面
、
２
階
半
円
ア
ー
チ
型
入

り
口
と
バ
ル
コ
ニ
ー
の
壁
に
は
ギ
リ
シ
ャ
建
築
に

見
ら
れ
る
葉
模
様
が
浮
彫
り
さ
れ
て
い
ま
す
。
屋

腕
時
計
が
な
い
時
代
か
ら
現
代
ま
で

観
光
客
を
魅
了
こ
だ
わ
り
の
元
本
店

小樽を見守る老舗時計店
かつての名建築が今も残る 1896年

明治29年

創 業

〒047-0032
小樽市稲穂2丁目9番8号
【TEL】0134-33-8618
【FAX】0134-33-8619
【HP】https://iwanagatokei.co.jp

根
の
上
に
は
一
対
の
シ
ャ
チ
ホ
コ
が
乗
っ
て
お

り
、
細
部
に
も
デ
ザ
イ
ン
が
施
さ
れ
当
時
の
意
気

込
み
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
こ
の
建
物
の
造
築
に
当

時
１
万
円
か
か
っ
た
そ
う
で
す
。
店
員
で
結
成
さ

れ
た
店
舗
専
属
の
楽
団
も
あ
っ
た
よ
う
で
、
そ
の

当
時
で
も
ハ
イ
カ
ラ
な
商
店
で
し
た
。

代表取締役
岩永 尚己

●沿革
明治29年　　堺町20番地に岩永時計店開業
明治32年　　堺町26番地で新店舗開業
昭和24年　　株式会社岩永時計店登記
昭和25年頃　札幌・夕張等道内に4店舗開業
昭和60年　　本店が小樽市指定歴史的建造物に指定
平成  5年　　本店が小樽市都市景観賞受賞
平成31年 　 本店を小樽オルゴール堂に売却

株式会社岩永時計店

岩永楽隊結成記念（明治33年）　

創業者　岩永新太郎

小樽新聞（明治29年12月
3日）の開業広告
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医
療
法
人

  

長
谷
川
歯
科
医
院

　

初
代
院
長
・
長
谷
川
光
太
郎
は
四
国
松
山
に
生

ま
れ
、
漢
学
を
勉
強
し
た
の
ち
小
学
校
の
教
員
と

し
て
勤
務
す
る
も
、
30
歳
の
と
き
に
医
を
も
っ
て

世
の
中
に
尽
く
す
志
を
た
て
上
京
。
髙
山
歯
科
医

学
院
（
現
在
の
東
京
歯
科
大
学
）
で
学
び
、
歯
科

医
師
に
な
り
ま
し
た
。
明
治
29
年
、
新
天
地
の
こ

の
地
で
、
新
築
洋
風
２
階
建
て
の
歯
科
医
院
を
開

業
す
る
に
至
り
ま
す
。
そ
の
と
き
は
小
樽
で
２
番

目
、
北
海
道
で
４
番
目
に
開
業
し
た
歯
科
医
院
で

し
た
。
光
太
郎
は
大
正
7
年
、
小
樽
区
外
十
郡
の

初
代
歯
科
医
師
会
会
長
な
ど
を
務
め
、
小
樽
堺
町

ほ
か
余
市
に
も
出
張
所
を
開
設
す
る
な
ど
、
後
志

一
帯
の
医
療
に
尽
く
し
ま
し
た
。

　　

太
平
洋
戦
争
で
戦
禍
が
激
し
く
な
っ
た
昭
和
18

年
、
医
院
の
土
地
、
家
と
も
軍
事
道
路
用
地
と
し

て
無
償
で
没
収
さ
れ
、
現
在
の
場
所
へ
移
転
を
余

儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
が
、
戦
後
も
医
院
は
継
続
し
、

人
々
の
歯
の
健
康
の
た
め
に
貢
献
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。
現
在
で
は
４
代
目
が
院
長
を
務
め
ま
す
が
、

親
子
４
代
に
渡
り
、
同
じ
東
京
歯
科
大
学
出
身
の

歯
科
医
師
一
家
と
し
て
知
ら
れ
、
そ
れ
は
全
国
的

に
も
珍
し
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
さ
ら
に
、

教
員
か
ら
歯
科
医
師
へ

４
代
が
同
じ
歯
科
大
学
出
身

126年続いた親子4代の歴史
道内最古となった歯科医院 1896年

明治29年

創 業

〒047-0031
小樽市色内1丁目11番7号
【TEL】0134-22-8258
【FAX】0134-32-1799
【HP】https://www.hasegawa-shika-otaru.com/

道
内
で
営
業
す
る
最
古
の
歯
科
医
院
と
し
て
歴
史

を
積
み
上
げ
て
き
ま
し
た
。
現
在
は
、
一
般
歯
科
、

審
美
歯
科
は
も
ち
ろ
ん
虫
歯
と
歯
周
病
を
予
防
す

る
P 

M 

T 

C
（
専
門
医
に
よ
る
歯
の
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
）
に
も
力
を
入
れ
、
時
代
に
合
わ
せ
た
最
先
端

の
歯
科
治
療
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

院長
長 谷川 淳

●沿革
明治29年　初代院長・長谷川光太郎が堺町に開業
大正 7年　小樽区外十郡歯科医師会設立。
　　　　　 光太郎会長就任
大正13年　2代目修が院長を引き継ぐ
昭和26年　医療法人設立、2代目修が理事長就任
昭和53年　3代目院長修二が理事長を引き継ぐ
平成21年　4代目淳が院長就任

医療法人 長谷川歯科医院

開業時から唯一残る掛け時計

小樽区外十郡歯科医師会
(前列右から3番目が初代院長・光太郎）
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株
式
会
社

        

山
本
工
業
所

　

新
潟
出
身
の
初
代
・
山
本
佐
市
は
、
明
治
29
年

石
材
業
店
を
創
業
。
以
来
、
加
工
し
や
す
く
、
耐

火
・
防
火
性
に
富
ん
だ
札
幌
軟
石
な
ど
を
用
い
、

小
樽
発
展
の
象
徴
で
あ
る
石
造
の
建
物
を
造
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。
２
代
目
仁
三
郎
は
小
樽
市
役
所
、

警
察
署
、
小
樽
倉
庫
、
余
市
ニ
ッ
カ
工
場
、
小
樽

駅
な
ど
数
多
く
の
風
格
あ
る
建
物
を
手
が
け
ま
し

た
。
小
樽
市
は
函
館
と
同
じ
く
洋
式
建
築
を
い
ち

早
く
取
り
入
れ
、
石
工
は
全
国
で
も
ト
ッ
プ
の
技

術
を
持
ち
、
当
社
も
戦
前
ま
で
は
常
時
５
～
６
人

の
職
人
が
住
み
込
み
、
札
幌
軟
石
の
ほ
か
硬
石
、

十
勝
ミ
カ
ゲ
石
な
ど
、
本
州
か
ら
も
絶
え
間
な
く

石
を
運
び
入
れ
て
は
加
工
し
、
休
む
暇
も
な
い
ほ

ど
で
し
た
。

　

戦
争
が
始
ま
る
と
優
秀
な
石
工
た
ち
は
次
々
と

戦
地
に
行
き
、
戦
後
も
職
人
の
数
は
減
る
一
方
で

し
た
。
仕
事
を
引
き
継
ぐ
人
は
な
く
、
市
内
の
石

屋
は
次
々
と
廃
業
。
昭
和
15
年
の
小
樽
石
工
同
業

組
合
の
名
簿
に
は
１
２
０
軒
の
石
材
屋
の
記
載
が

あ
り
ま
し
た
が
、
昭
和
55
年
の
組
合
の
名
簿
に
は

わ
ず
か
12
軒
の
名
前
が
残
る
の
み
で
し
た
。
し
か

し
時
代
が
進
み
、
小
樽
が
観
光
都
市
と
し
て
再
生

小
樽
の“
顔”

を
造
っ
た
石
工
職
人

形
を
変
え
て
歴
史
を
繋
ぐ

今も残る小樽の象徴
一流の技術で造り上げた石造建築 1896年

明治29年

創 業

〒047-0024
小樽市花園2丁目11番23号
【TEL】0134-22-9370
【FAX】0134-23-0431

し
た
こ
と
に
よ
り
、
先
代
が
休
む
間
も
惜
し
ん
で

作
り
続
け
た
、
歴
史
あ
る
建
物
が
再
評
価
さ
れ
る

時
代
と
な
り
ま
し
た
。
札
幌
軟
石
は
北
海
道
遺
産

に
も
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
社
も
現
在
は
街
の

記
念
碑
の
設
置
や
公
共
施
設
の
工
事
を
通
し
て
、

そ
の
歴
史
を
繋
い
で
お
り
ま
す
。

代表取締役
山本 典子

●沿革
明治29年　初代・山本佐市が石材業を創業
大正10年　２代目仁三郎が継承
昭和31年　株式会社山本工業所に改組
昭和41年　３代目照男代表取締役就任
平成20年　４代目典子が代表取締役就任

株式会社山本工業所

2代目、3代目が手がけた小樽市役所庁舎 工事施工例
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初代　荒田太吉 2代目　荒田清司 3代目　荒田一正

株
式
会
社

　
　
　

  

荒
田
商
会

　

初
代
・
荒
田
太
吉
は
、
福
井
県
丸
岡
町
か
ら
北

海
道
に
渡
り
、
明
治
30
年
、
個
人
で
創
業
。
当
時

は
石
油
販
売
業
、
海
運
業
、
鉱
山
業
、
漁
業
、
農

業
な
ど
幅
広
い
業
種
を
手
掛
け
ま
し
た
。
昭
和
４

年
「
合
資
会
社
荒
田
商
会
」
に
、
昭
和
10
年
に
株

式
会
社
に
改
組
し
、
戦
中
は
物
資
統
制
令
に
よ
り

海
運
、
石
油
販
売
、
鉱
山
業
は
中
止
せ
ざ
る
を
得

な
く
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
戦
後
も
精
力
的
に
事

業
を
の
ば
し
つ
つ
、
国
家
社
会
に
対
す
る
奉
仕
の

た
め
、
日
本
赤
十
字
を
は
じ
め
小
樽
警
察
署
員
宿

所
、
小
樽
経
専
の
商
大
昇
格
な
ど
に
対
し
て
さ
ま

ざ
ま
な
寄
付
を
行
い
、
小
樽
商
工
会
議
所
の
常
議

員
な
ど
を
務
め
、
小
樽
の
発
展
に
貢
献
し
ま
し
た
。

　　

平
素
か
ら
太
吉
は
「
祖
先
を
粗
末
に
す
る
者
は

成
功
し
な
い
」
と
し
て
親
孝
行
に
努
め
ま
し
た
が
、

郷
里
へ
の
想
い
も
強
く
持
ち
続
け
、
国
宝
（
当
時
）

で
あ
っ
た
古
城
・
丸
岡
城
が
昭
和
23
年
の
大
地
震

で
被
災
し
た
際
、
改
修
工
事
の
た
め
に
多
額
の
寄

付
を
行
い
ま
し
た
。
小
樽
の
地
で
成
功
し
た
実
業

家
太
吉
の
善
行
は
、
今
も
丸
岡
町
民
の
間
で
語
り

継
が
れ
て
お
り
ま
す
。
３
代
目
荒
田
一
正
も
社
会

貢
献
に
努
め
旭
日
双
光
章
や
小
樽
市
功
労
者
表
彰

荒
田
商
店
か
ら
事
業
を
拡
大

事
業
と
と
も
に
社
会
貢
献
を

実業家として成功した創業者
社会への奉仕活動にも尽力 1897年

明治30年

創 業

〒047-0022
小樽市松ケ枝1丁目32番6号
【TEL】0134-23-6261
【FAX】0134-34-1614

な
ど
、
多
数
の
表
彰
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
、

　

４
代
目
荒
田
純
司
と
な
り
、
現
在
は
ガ
ソ
リ
ン

ス
タ
ン
ド
や
燃
料
小
売
業
を
主
体
と
し
商
い
を
し

て
お
り
ま
す
。
地
域
密
着
型
企
業
と
し
て
こ
れ
か

ら
も
、
小
樽
の
た
め
に
地
域
貢
献
を
行
っ
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

代表取締役社長
荒田 純司

●沿革
明治30年　初代・荒田太吉が荒田商店創業
昭和  4年　合資会社荒田商会設立
昭和10年　株式会社荒田商会に改組
昭和24年　三菱石油株式会社特約店になる
昭和38年　2代目清司が代表取締役社長就任
平成  2年　3代目一正が代表取締役社長就任
平成29年　4代目純司が代表取締役社長就任

株式会社荒田商会

昭和56年度三菱石油全国優秀
給油所となった堺町給油所（当時）

小樽市指定
歴史的建造物の
荒田商会本店事務所(当時）
(写真提供　川嶋王志）

丸岡城前で（中央が太吉の妻ミツ）
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有
限
会
社

本
間
木
工
品
製
作
所

　

当
社
は
１
３
０
年
近
い
年
月
の
な
か
で
、
建
具

や
家
具
な
ど
木
工
品
の
製
作
を
続
け
て
き
ま
し

た
。
初
代
・
本
間
清
太
郎
は
新
潟
か
ら
小
樽
に
渡

り
、
木
工
品
製
作
を
始
め
た
そ
う
で
す
。
工
場
は

度
々
移
転
し
、
今
の
花
園
地
区
に
あ
る
小
樽
図
書

館
の
向
か
い
だ
っ
た
こ
と
も
、
塩
谷
地
区
だ
っ
た

こ
と
も
あ
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　

第
二
次
世
界
大
戦
中
の
昭
和
19
年
に
、
会
社
を

設
立
。
企
業
統
制
で
軍
の
指
定
工
場
と
し
て
稼
働

し
て
い
ま
し
た
。
市
内
の
建
具
屋
の
親
方
衆
も
働

き
に
き
て
、
従
業
員
数
が
一
時
的
に
増
加
し
ま
し

た
。
活
況
だ
っ
た
夕
張
炭
鉱
の
「
炭
鉱
住
宅
」
に

ふ
す
ま
や
建
具
な
ど
を
、
既
製
品
の
よ
う
に
同
じ

形
状
で
作
り
納
品
し
て
い
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

戦
争
が
終
わ
る
と
企
業
統
制
が
な
く
な
っ
た
こ
と

も
あ
り
、
み
な
さ
ん
に
は
退
職
金
を
払
い
辞
め
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

　　　

昭
和
40
年
代
に
は
ア
ル
ミ
サ
ッ
シ
も
扱
う
よ
う

に
な
り
、
平
成
元
年
そ
の
部
門
は
分
社
化
し
ま
し

た
。
以
来
、
従
業
員
数
は
10
名
前
後
で
、
札
幌
か

ら
函
館
、
稚
内
な
ど
道
内
全
域
の
住
宅
や
マ
ン

シ
ョ
ン
、
ホ
テ
ル
向
け
に
建
具
や
造
作
家
具
な
ど

明
治
か
ら
木
工
品
製
作
一
筋
に

既
製
品
に
は
な
い
魅
力
を
伝
え
た
い

道内の住宅・ホテルに
木のぬくもりを伝え続ける 1897年

明治30年

創 業

〒047-0152
小樽市新光5丁目8番3号
【TEL】0134-51-3777
【FAX】0134-54-8639

を
製
作
し
て
い
ま
す
。
既
製
品
が
大
量
に
流
通
す

る
時
代
で
す
が
、
造
作
家
具
の
魅
力
は
そ
の
場
所

に
ぴ
っ
た
り
の
サ
イ
ズ
に
な
る
こ
と
。
設
計
事
務

所
が
お
客
様
か
ら
汲
み
取
っ
た
想
い
を
、
私
た
ち

は
木
の
ぬ
く
も
り
を
感
じ
る
一
品
に
し
て
届
け
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

代表取締役社長
本間 貴 之

●沿革
明治30年　　初代・本間清太郎が創業
昭和19年 　  会社設立
昭和20年頃　企業統制により軍の指定工場となる。
　　　　　　 夕張炭鉱住宅に建具などを納品
平成元年　　アルミ部門を分社化
平成19年　　火災により入船町から新光町に移転
令和  3年　   代表者が本間彰から貴之に変更

有限会社本間木工品製作所

創業者　本間清太郎

現在の工場内
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社
会
福
祉
法
人

　
　

  

小
樽
育
成
院

　

岩
手
出
身
の
初
代
・
中
島
武
兵
が
、
あ
る
事
件

に
連
座
し
罰
せ
ら
れ
た
こ
と
を
機
に
前
半
生
を
潔

め
、
世
の
た
め
に
尽
く
し
た
い
と
考
え
て
い
た
と

き
、
偶
然
に
3
名
の
「
捨
て
子
」
男
児
を
保
護
。

明
治
31
年
「
小
樽
孤
児
院
」
の
看
板
を
あ
げ
た
の

が
当
法
人
の
始
ま
り
で
す
。
小
樽
の
急
激
な
発
展

の
陰
で
保
護
児
童
が
急
増
し
そ
の
後
は
経
営
困
難

と
な
り
ま
す
が
、
明
治
39
年
、
印
刷
所
に
勤
務
し

て
い
た
3
代
目
院
主
・
輿
水
伊
代
吉
が
引
き
継
ぎ

ま
す
。
伊
代
吉
は
寄
付
金
に
頼
ら
な
い
経
営
を
目

指
し
、
院
内
か
ら
収
益
を
生
み
出
す
「
授
産
部
」

を
設
立
。
紙
袋
や
雑
巾
の
生
産
の
ほ
か
、
住
吉
神
社

付
近
の
国
道
沿
い
で
の
朝
市
の
経
営
な
ど
事
業
を
拡
大

し
て
多
く
の
子
供
達
の
命
と
暮
ら
し
を
守
り
ま
し
た
。

　　

戦
後
は
児
童
部
門
を
廃
止
し
て
高
齢
者
施
設
と

し
て
再
出
発
し
、
昭
和
39
年
に
オ
タ
モ
イ
に
院
舎

を
建
設
し
て
移
転
。
今
日
で
は
高
齢
者
福
祉
・
介

護
事
業
を
幅
広
く
展
開
し
て
い
ま
す
。
孤
児
を
男

手
ひ
と
つ
で
保
護
・
養
育
し
た
中
島
や
、
厳
し
い

経
営
状
況
の
中
事
業
を
引
き
継
い
だ
輿
水
。
彼
ら

は
著
名
人
で
も
資
産
家
で
も
な
い
普
通
の
庶
民
で

始
ま
り
は
孤
児
の
保
護
か
ら

高
齢
者
施
設
と
し
て

先
人
の
思
い
を
引
き
継
ぐ

庶民の善意から始まった
福祉の精神を引き継ぎ125年 1898年

明治31年

創 業

中島武兵（右）と輿水伊代吉（左）

3名の孤児名が載った「育児部入院簿」

し
た
が
、
目
の
前
に
い
る
子
供
達
を
見
捨
て
ず
に

手
を
差
し
伸
べ
ま
し
た
。
こ
れ
こ
そ
が
福
祉
の
原

点
で
す
。
こ
の
よ
う
な
考
え
方
と
実
践
は
、
当
法

人
の
１
２
０
年
を
超
え
る
長
い
歴
史
と
経
験
の
中

で
引
き
継
が
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
「
基

本
的
人
権
の
確
保
と
擁
護
」
を
運
営
理
念
に
質
の

高
い
介
護
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
誰
も
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現
に
寄
与
し
て
参
り
ま
す
。

理事長
福森 和千 代

〒048-2671
小樽市オタモイ1丁目20番18号
【TEL】0134-28-2500
【FAX】0134-65-8071
【HP】http://www.otaru-ikuseiin.com/

社会福祉法人 小樽育成院
●沿革
明治31年　初代・中島武兵が小樽孤児院を発足
明治39年　3代目輿水伊代吉が施設を引き継ぐ
明治43年　財団法人小樽育成院として認可
昭和  2年　養老部を開設
昭和27年　社会福祉法人に組織変更
平成20年　全国社会福祉協議会設立
　　　　　 100周年記念特別表彰を受賞

今も前面の市道に「育成院」の名が残る奥沢村141番地の院舎
（明治44年建設）
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曲カ
ネ
イイ

田
中
酒
造

　
　
　

  

株
式
会
社

　

初
代
・
田
中
市
太
郎
は
岐
阜
県
大
垣
市
で
刀
鍛

冶
を
家
業
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
明
治
時
代
、
新

天
地
を
求
め
て
小
樽
へ
移
り
ま
す
。
洋
品
店
で
の

丁
稚
奉
公
を
経
て
20
代
で
酒
造
業
に
将
来
性
を
見

い
出
し
、
明
治
32
年
に
独
立
し
て
創
業
。
当
時
は

焼
酎
・
み
り
ん
・
白
酒
を
製
造
。
大
正
12
年
に
代

表
銘
柄
・
清
酒
「
宝
川
（
た
か
ら
が
わ
）」
の
誕

生
に
至
り
ま
す
。
平
成
元
年
に
本
店
を
、
平
成
7

年
に
製
造
場
「
亀
甲
蔵
」
を
観
光
客
向
け
に
改
造
。

歴
史
的
建
造
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
建
物
を
活
か

し
、
昔
の
雰
囲
気
と
酒
の
味
や
製
造
見
学
が
楽
し

め
る
名
所
と
し
て
観
光
産
業
に
も
寄
与
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。
平
成
28
年
、か
つ
て
は
50
場
以
上
あ
っ

た
小
樽
の
酒
造
産
業
で
す
が
、
当
社
は
小
樽
唯
一

の
造
り
酒
屋
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　　
「
亀
甲
蔵
」
は
、
冷
涼
な
気
候
を
活
か
し
１
年

を
通
じ
て
酒
を
仕
込
む
「
四
季
醸
造
」
を
行
う
、

全
国
的
に
も
珍
し
い
酒
蔵
で
す
。
仕
込
み
水
は
市

内
の
天
狗
山
か
ら
の
伏
流
水
を
使
用
し
、
純
米
酒

の
み
に
こ
だ
わ
っ
て
製
造
し
て
い
ま
す
。
杜
氏
ほ

か
ス
タ
ッ
フ
が
、
契
約
農
家
で
田
植
え
か
ら
収
穫

ま
で
の
農
作
業
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
お
り
ま
す
。

小
樽
で
唯
一
の
造
り
酒
屋

手
間
ひ
ま
か
け
た
純
米
酒
の
み
を
少
量
製
造

小樽の酒 「宝川」を醸造
本店と製造場を観光名所に 1899年

明治32年

創 業

1
年
間
に
製
造
す
る
酒
の
量
は
、
例
え
る
な
ら
ば

大
量
生
産
す
る
メ
ー
カ
ー
が
1
日
で
製
造
す
る
よ

う
な
わ
ず
か
な
量
。
丁
寧
に
製
造
し
た
酒
は
「
宝

川
」
を
中
心
に
「
し
ぼ
り
た
て
生
原
酒
」「
季
節
限

定
酒
」
が
人
気
で
す
。「
宝
川
」
は
「
北
海
道
米
で

つ
く
る
日
本
酒
ア
ワ
ー
ド
2
0
2
2
」
の
審
査
委

員
長
賞
ほ
か
受
賞
多
数
。
現
在
は
4
代
目
・
一
良

が
そ
の
伝
統
を
継
承
し
努
力
を
重
ね
て
お
り
ま
す
。代表取締役

田中 一良

〒047-0031
小樽市色内3丁目2番5号
【TEL】0134-23-0390
【FAX】0134-22-7210
【HP】https://tanakashuzo.com

曲イ田中酒造 株式会社
●沿革
明治32年　初代・田中市太郎現本店所在地にて創業
大正12年　清酒の醸造を始め銘酒名を宝川とする
昭和31年　法人化し曲イ田中酒造株式会社設立
昭和63年　4代目・一良が代表に就任
平成元年　本店を観光客向け店舗へと改修
平成 ７年　製造場の亀甲蔵を観光蔵に改造
令和元年　創業120年に至る

創業時の造り酒屋の歴史と風情がそのまま残っている本店内部

創業時からの登録商標（小樽市史）

本店外観　小樽市の指定歴史的建造物
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有
限
会
社

マ
ル
イ
酒
井
鉄
工
所

　

当
社
は
金
物
製
作
を
専
門
に
１
２
０
年
の
歴
史

を
歩
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
初
代
・
酒
井
伯
臓
は
、

福
井
県
越
前
町
の
出
身
で
明
治
32
年
に
小
樽
に
移

住
。
当
時
は
、
馬
車
を
引
く
馬
な
ど
の
蹄
鉄
を
始

め
と
す
る
馬
具
や
農
具
関
連
の
金
物
を
製
作
。
大

正
11
年
に
は
、
２
代
目
市
助
に
代
表
を
変
更
し
ま

す
。
当
時
は
、
住
み
込
み
の
職
人
も
い
て
５
～

６
人
の
規
模
で
金
物
製
作
を
続
け
て
い
た
そ
う
で

す
。
ま
た
、
第
二
次
世
界
大
戦
中
は
、
道
具
や
鉄

を
没
収
さ
れ
な
い
よ
う
、
最
低
限
の
仕
事
用
道
具

を
隠
し
て
い
た
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

　

３
代
目
武
二
の
こ
ろ
に
は
、
窓
の
雪
囲
い
金
物

や
鉄
骨
階
段
、
ス
チ
ー
ル
手
す
り
な
ど
の
建
築
金

物
制
作
を
始
め
、
昭
和
54
年
に
は
有
限
会
社
を
設

立
し
ま
し
た
。

　　

現
在
の
代
表
で
４
代
目
と
な
る
伸
一
の
こ
ろ
に

は
、
北
一
硝
子
三
号
館
の
シ
ャ
ン
デ
リ
ア
や
ラ
ン

プ
な
ど
の
鉄
の
製
作
、
取
り
付
け
も
担
当
。
そ
の

ほ
か
に
も
、
小
樽
駅
内
の
ラ
ン
プ
受
架
台
や
運
河

プ
ラ
ザ
の
ツ
リ
ー
架
台
な
ど
、
観
光
客
の
方
々

に
も
親
し
ま
れ
て
い
る
金
物
製
作
を
行
い
ま
し

た
。
先
代
の
武
二
も
今
の
代
表
の
伸
一
も
一
緒
に

始
ま
り
は
農
具
関
連
や
蹄
鉄
か
ら

地
元
小
樽
の
街
を
盛
り
上
げ
た
い

金物製作専門で4代目
身近な鉄製品で町を元気に 1899年

明治32年

創 業

〒047-0033
小樽市富岡1丁目20番5号
【TEL】0134-22-3022
【FAX】0134-29-3800

な
り
、
み
ん
な
で
作
り
上
げ
た
の
が
思
い
出
深
く

残
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
小
さ
な
仕
事
も
た
く
さ
ん
受
注
し
、

多
く
の
業
者
さ
ん
と
の
信
頼
関
係
を
大
切
に
し
つ

つ
、
と
も
に
地
元
小
樽
市
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た

い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

取締役
酒井 伸一

●沿革
明治32年　初代・酒井伯臓が金物制作業を開始
大正11年　代表が酒井伯臓から2代目市助に変更
昭和38年　代表が酒井市助から3代目武二に変更。    
                建築金物製作を開始
昭和54年　会社設立
昭和62年　代表が酒井武二から4代目伸一に変更

有限会社マルイ酒井鉄工所

馬車が行き交う中央通り（資料写真）
(明治末期〜大正初期　小樽市総合博物館提供）

施工例（鉄骨階段　令和4年）

現場作業風景
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小
樽
公
衆
浴
場

     

商
業
協
同
組
合

　

本
組
合
は
、
明
治
33
年
に
北
・
中
・
南
の
３
つ

の
湯
屋
組
合
が
誕
生
し
た
こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。

明
治
40
年
に
、
３
組
合
を
小
樽
湯
屋
業
組
合
に
統

合
。
代
表
理
事
は
初
代
・
村
住
三
右
エ
門
か
ら

数
え
て
、
現
在
は
21
代
目
。「
朝
日
湯
」
を
営
業

す
る
村
吉
が
務
め
て
お
り
ま
す
。
北
海
道
公
衆
浴

場
業
生
活
衛
生
同
業
組
合
の
地
方
組
織
と
し
て
共

通
入
浴
券
発
行
な
ど
の
活
動
や
、
公
衆
浴
場
法
に

の
っ
と
り
、
保
健
衛
生
水
準
の
向
上
に
努
め
て
お

り
ま
す
。

　　

公
衆
浴
場
の
最
盛
期
、
小
樽
が
も
っ
と
も
繁
栄

し
住
民
や
働
き
手
が
増
加
し
た
時
期
に
は
、
60
～

70
軒
が
営
業
し
て
お
り
ま
し
た
。
時
代
は
変
わ
り
、

住
宅
環
境
は
大
き
く
改
善
さ
れ
ま
し
た
。
生
活
様

式
も
変
わ
り
自
家
風
呂
の
普
及
、
後
継
者
不
足
や

燃
料
の
高
騰
な
ど
の
諸
問
題
に
よ
り
、
小
樽
の
公

衆
浴
場
は
年
々
減
り
続
け
ま
し
た
。

　

現
在
の
本
組
合
加
盟
湯
は「
朝
日
湯
」「
柳
川
湯
」

「
大
正
湯
」「
神
仏
湯
」「
中
央
湯
」
の
５
軒
の
み
で
、

そ
の
う
ち
大
正
時
代
か
ら
続
い
て
い
る
の
は
３
軒

を
残
す
の
み
と
な
り
ま
し
た
。

　

市
内
に
は
大
型
温
泉
施
設
も
あ
り
ま
す
が
、
公

公
衆
浴
場
法
を
も
と
に
衛
生
管
理

市
内
5
軒
の
銭
湯
で
組
織

地域の人々が集う憩いの場
銭湯の灯をともし続けて 1900年

明治33年

創 業

衆
浴
場
は
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
憩
い
の
場
と
し

て
万
人
を
受
け
入
れ
、
ゆ
と
り
や
安
ら
ぎ
を
与
え

る
役
割
も
ご
ざ
い
ま
す
。
組
合
創
立
以
来
１
２
２

年
。
数
は
少
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
今
後
と
も
皆

様
に
愛
さ
れ
る
「
銭
湯
」
を
守
り
続
け
る
た
め
、

活
動
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

1 2 3

4 5

代表理事　村吉 哲
〒047-0031 小樽市色内2丁目13番5号　小樽市民センター内
【TEL】0134-22-9045　【FAX】0134-22-9045

●沿革
明治33年　小樽湯屋業北組合・中組合・南組合組織
明治40年　3組合を小樽湯屋業組合に統合
大正10年　小樽浴場組合に改称
昭和20年　手宮町貯炭地購入
昭和27年　小樽公衆浴場商業協同組合に改組
昭和47年　組合創立65周年記念式典挙行
平成12年　組合創立100周年記念式典挙行

小樽公衆浴場商業協同組合

1 朝日湯
2 大正湯温泉
3 神仏湯温泉
4 柳川湯
5 奥沢温泉中央湯

現在営業している
小樽市内の銭湯
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株
式
会
社 

丸
コ
組

　

石
川
県
金
沢
市
出
身
の
初
代
・
平
口
山
幸
助
は
、

「
無
臭
竹
筒
」
と
い
う
井
戸
の
揚
水
管
を
発
案
し
、

特
許
を
申
請
。
そ
れ
が
認
め
ら
れ
、
商
売
の
新
天

地
と
し
て
小
樽
へ
と
渡
っ
て
き
ま
し
た
。「
無
臭

竹
筒
」
と
は
、
竹
の
節
を
く
り
抜
き
内
側
に
特
殊

な
加
工
を
施
し
た
パ
イ
プ
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

小
樽
で
井
戸
を
掘
る
請
負
業
を
始
め
た
幸
助

は
、
２
代
目
幸
治
と
と
も
に
昭
和
６
年
「
合
資
会

社
圓
コ
喞
筒
（
ポ
ン
プ
）
製
作
所
」
を
設
立
。
幸

治
は
、
そ
の
後
も
井
戸
請
負
業
に
専
念
し
、
市
内

同
業
者
の
組
合
世
話
役
に
な
る
な
ど
、
現
在
の
丸

コ
組
の
基
盤
を
残
し
ま
し
た
。

　　　

井
戸
は
手
掘
り
で
、
井
戸
枠
を
地
面
に
押
し
込

ん
で
堀
り
進
め
る
方
法
が
基
本
で
し
た
。
そ
の
後
、

時
代
と
と
も
に
井
戸
は
減
り
続
け
ま
し
た
が
、
当

社
は
初
代
が
発
案
し
た
竹
の
パ
イ
プ
を
ル
ー
ツ

に
、
現
在
は
管
工
事
業
全
般
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

給
排
水
管
を
は
じ
め
と
す
る
官
公
庁
な
ど
の
水
道

管
工
事
を
主
体
に
、
ボ
イ
ラ
ー
や
エ
ア
コ
ン
な
ど

冷
暖
房
設
備
工
事
全
般
も
行
っ
て
い
ま
す
。
水
道

と
設
備
の
組
合
に
も
加
盟
し
、
６
代
目
が
会
長
職

に
就
き
な
が
ら
副
理
事
長
な
ど
役
員
活
動
も
行
っ

初
代
発
案
の
「
無
臭
竹
筒
」

社
員
出
身
の
７
代
目
が
代
表
取
締
役
に

発明品を持って井戸堀りで開業
管工事業へ発展して7代目 1901年

明治34年

創 業

て
お
り
ま
す
。
当
社
、
代
表
取
締
役
は
代
々
創
業

家
か
ら
引
き
継
い
で
き
ま
し
た
が
、
令
和
4
年
の

６
月
、
初
の
社
員
出
身
の
代
表
取
締
役
が
就
任
し
、

ま
た
新
た
な
時
代
を
切
り
開
く
体
制
を
整
え
ま
し
た
。

株式会社丸コ組
●沿革
明治34年　初代・平口山幸助が井戸請負業を始める
昭和  6年　合資会社圓コ喞筒製作所設立。2代目幸治代表就任
昭和26年　有限会社丸コ組設立。3代目忠治代表取締役就任
昭和53年　4代目謙一代表取締役就任
平成  2年　株式会社丸コ組改組
平成27年   5代目正幸代表取締役に就任
平成28年　6代目和弘代表取締役に就任
令和  4年　7代目三船勝博代表取締役に就任

〒047-0032
小樽市稲穂１丁目７番１号
【TEL】0134-33-5050
【FAX】0134-33-5019

代表取締役
三船 勝博

木製ポンプと6代目（現会長）
約25年前、４代目が当時腕利きの大工に依頼して作成した

創業者 平口山幸助

特許願
（明治31年）

ポンプに押印され
ている焼印
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有
限
会
社

     　
矢
崎
工
業
所

　

当
社
は
、
初
代
・
矢
崎
外
茂
男
が
富
山
県
よ
り

渡
道
。
花
園
町
の
金
物
問
屋
「
カ
ネ
キ
チ
吉
田
」

へ
の
丁
稚
奉
公
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
そ
の
後
、
の

れ
ん
分
け
と
し
て
屋
根
柾
部
門
を
受
け
継
ぎ
独

立
。「 

吉 

矢
崎
」
を
創
業
し
ま
し
た
。
屋
根
柾
と

は
、
屋
根
に
貼
る
鉄
板
の
下
に
葺
く
木
材
の
下
板

で
、
葺
く
仕
事
の
な
い
冬
場
は
、
工
場
で
職
人
た

ち
が
屋
根
柾
を
作
っ
て
い
ま
し
た
。
当
時
、
原
木

を
馬
車
に
積
み
稲
穂
町
の
工
場
ま
で
運
び
、
丸
太

を
均
等
に
切
っ
て
湯
に
浸
け
て
か
ら
、
手
で
割
っ

て
板
に
す
る
と
い
う
大
変
な
手
作
業
で
し
た
。
商

売
が
忙
し
く
な
る
と
、
商
店
や
民
家
が
多
い
稲
穂

町
で
は
手
狭
と
な
り
、
そ
の
後
緑
町
に
移
転
し
ま

し
た
。

　

２
代
目
順
次
は
、
商
業
系
の
学
校
を
出
た
の
で

経
理
面
も
手
掛
け
、
昭
和
の
こ
ろ
は
貸
家
も
50
軒

ほ
ど
所
有
し
な
が
ら
家
業
を
守
り
ま
し
た
。
当
時

は
市
内
の
屋
根
柾
業
者
の
組
合
が
あ
り
ま
し
た

が
、
時
代
の
変
化
と
と
も
に
屋
根
柾
の
需
要
は
減

り
、
組
合
も
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

当
社
は
そ
の
後
、
屋
根
板
金
工
事
業
に
シ
フ
ト

し
て
い
き
ま
す
。
現
在
も
緑
町
に
本
社
工
場
を
構

原
木
か
ら
切
り
出
す
屋
根
柾

屋
根
柾
か
ら
屋
根
板
金
工
事
業
に

屋根柾から始まり現代の鋼板屋根を専門に
屋根工事一筋121年 1901年

明治34年

創 業

〒047-0034
小樽市緑1丁目4番19号
【TEL】0134-22-1929
【FAX】0134-22-2868

え
、
市
内
お
よ
び
近
郊
に
て
官
公
庁
・
一
般
住
宅
・

企
業
な
ど
の
屋
根
工
事
全
般
を
請
け
負
っ
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
４
代
目
が
新
た
に
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
事
業
を
始
め
る
な
ど
、
こ
れ
か
ら
も
時
代
の

ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
事
業
へ
と
柔
軟
に
展
開
し
、

創
業
１
２
１
年
の
「
矢
崎
工
業
所
」
を
守
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

代表取締役
矢崎 義典

●沿革
明治34年　初代・矢崎外茂男が 吉 矢崎を創業
昭和23年　2代目順次が事業継承
昭和51年　有限会社矢崎工業所に改組。順次が
　　　　　 代表取締役に就任
昭和57年　3代目勇二代表取締役に就任
平成13年　創立100周年の祝賀会を開催
平成31年　4代目義典代表取締役に就任

有限会社矢崎工業所

小樽市葬斎場（令和4年）

花園町に残る約40年前の柾
（杉の皮葺）

当社最後の柾職人
3代目（現会長）

工場内
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有
限
会
社

ア
イ
ゼ
ン
イ
ッ
テ
ツ

　

明
治
38
年
、
加
賀
前
田
藩
（
現
石
川
県
）
の
御

用
鍛
冶
を
し
て
い
た
初
代
・
一
鐵
岩
太
郎
が
現
在

の
高
島
に
移
住
。
当
時
、
木
で
作
ら
れ
て
い
た
ホ

タ
テ
貝
採
取
漁
具
を
鍛
造
の
技
術
を
用
い
、
鉄
で

製
作
し
た
の
が
創
業
の
始
ま
り
で
す
。
そ
の
後
、

工
場
を
銭
函
に
移
し
、
岩
太
郎
の
孫
、
４
代
目
照

夫
が
平
成
９
年
に
ア
ン
カ
ー
（
錨
）
部
門
を
分
離

独
立
さ
せ
今
に
至
り
ま
す
。
当
社
の
主
力
商
品
は

錨
で
、
２
～
4
5
0
kg
（
全
長
65
㎝
～
３
m
）
ま

で
幅
広
く
製
造
し
て
お
り
、
原
料
と
な
る
鉄
鋼
の

使
用
量
は
年
間
数
百
ト
ン
に
な
り
ま
す
。
出
荷
先

は
全
国
約
30
社
で
、
近
年
は
関
東
や
東
北
地
方
か

ら
の
発
注
も
3
割
ほ
ど
あ
り
、現
地
の
要
望
に
沿
っ

た
形
の
錨
を
一
品
ず
つ
製
作
し
て
お
り
ま
す
。

　

錨
の
爪
の
角
度
に
つ
い
て
は
、
地
域
に
よ
っ
て

変
え
て
い
ま
す
。
海
流
が
速
い
北
海
道
の
外
海
で

は
鋭
い
角
度
、
東
北
の
穏
や
か
な
内
海
で
は
緩
や

か
な
角
度
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
当
社
で

は
、
職
人
自
ら
各
地
の
漁
業
関
係
者
か
ら
ニ
ー
ズ

を
聞
き
取
っ
た
う
え
で
製
作
を
開
始
。
高
い
加
工

技
術
を
生
か
し
て
需
要
に
合
う
錨
を
造
り
上
げ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
蓄
積
を
応
用

漁
業
で
求
め
ら
れ
る
道
具
を
一
品
製
作

道
内
外
の
地
域
に
合
わ
せ
た
錨
造
り

鍛冶職人から漁具製造へ
受け継がれる物作りの精神 1905年

明治38年

創 業

〒047-0264
小樽市桂岡町4番20号
【TEL】0134-62-7951
【FAX】0134-62-7952

し
、
錨
だ
け
で
は
な
く
養
殖
用
い
け
す
枠
、
エ
ビ

や
カ
ニ
の
カ
ゴ
、
昆
布
乾
燥
機
や
切
断
機
な
ど
の

漁
具
全
般
も
手
が
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今

後
も
照
夫
の
「
品
質
は
良
く
て
当
た
り
前
。
愚
直

に
物
を
作
り
続
け
る
」
と
の
姿
勢
を
守
り
抜
き
、

漁
業
に
貢
献
し
て
ま
い
り
ま
す
。

代表取締役
一鉄 滋子

●沿革
明治38年　初代・一鐵岩太郎が現在の高島に移住
　　　　   漁具製作を始める。
昭和15年　手宮に工場を移転。代表者を裕司に変更
昭和28年　株式会社一鐵鐵工所設立
昭和60年　3代目巌が引き継ぐ
平成  9年　4代目照夫が㈲アイゼンイッテツ設立
平成28年　5代目滋子が引き継ぐ

有限会社アイゼンイッテツ

鍛造

炉
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株
式
会
社

　
  

丸
一
土
井
水
産

　

初
代
・
土
井
豊
吉
は
、
明
治
38
年
に
「
丸
一
土

井
商
店
」
を
創
立
。
ニ
シ
ン
漁
な
ど
で
賑
わ
う
小

樽
港
で
水
産
物
の
仲
買
か
ら
商
売
を
始
め
、
大
正

５
年
に
ス
ケ
ソ
ウ
ダ
ラ
、
ニ
シ
ン
な
ど
の
水
産
加

工
品
の
製
造
販
売
を
開
始
し
ま
し
た
。
第
二
次
世

界
大
戦
開
戦
の
２
年
後
に
は
、
工
場
を
新
設
。
戦

中
戦
後
の
激
動
期
を
く
ぐ
り
抜
け
、
昭
和
56
年
に

は
、
北
海
道
内
・
外
の
ス
ー
パ
ー
や
量
販
店
向
け

の
水
産
冷
凍
食
品
の
製
造
を
始
め
ま
し
た
。

　

4
代
目
譲
は
、
北
海
道
内
の
学
校
給
食
用
の
需

要
に
着
目
し
冷
凍
食
品
を
納
品
。
当
社
の
主
力
商

品
の
ひ
と
つ
で
あ
る
学
校
給
食
用
「
手
作
り
エ
ビ

フ
ラ
イ
」
は
、
背
わ
た
の
除
去
か
ら
衣
付
け
ま
で

す
べ
て
手
作
業
で
行
う
こ
だ
わ
り
の
商
品
で
、
年

間
４
～
５
ト
ン
の
取
り
扱
い
を
続
け
、
子
ど
も
た

ち
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　　　　

現
在
は
、
エ
ビ
フ
ラ
イ
や
ホ
ッ
ケ
フ
ラ
イ
な
ど

の
冷
凍
食
品
、
焼
魚
・
煮
魚
な
ど
の
業
務
用
製
品

を
製
造
。
当
社
の
こ
だ
わ
り
は
、
天
然
エ
ビ
な
ど

の
良
質
な
原
料
の
味
わ
い
を
生
か
せ
る
よ
う
添
加

物
を
極
力
使
用
し
な
い
こ
と
。
そ
し
て
、
原
料
の

前
処
理
か
ら
す
べ
て
自
社
で
行
い
な
が
ら
、
徹
底

仲
買
か
ら
冷
凍
食
品
製
造
へ

食
文
化
に
貢
献
す
る
企
業
を
目
指
す

素材本来の味を生かした
こだわりの水産惣菜を販売 1905年

明治38年

創 業

〒047-0047
小樽市祝津2丁目347番地
【TEL】0134-25-0336
【FAX】0134-29-0121

し
た
生
産
管
理
で
在
庫
を
置
か
ず
に
で
き
た
て
を

出
荷
す
る
こ
と
。
お
い
し
い
商
品
を
作
り
続
け
る

こ
と
で
お
客
様
に
一
層
満
足
し
て
い
た
だ
け
る
こ

と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
高
品
質
で
衛
生
的
な
商

品
で
、
北
海
道
の
食
文
化
に
貢
献
で
き
る
企
業
で

あ
り
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

代表取締役
土井 譲

株式会社丸一土井水産
●沿革
明治38年　初代・土井豊吉が水産物仲買業を開始
大正  5年　スケソウダラ、ニシンの加工販売開始
昭和16年　工場新設。2代目豊太代表取締役就任
昭和31年　3代目善治代表取締役就任
昭和50年　株式会社丸一土井水産設立
昭和62年　4代目譲代表取締役就任
平成  5年　新社屋完成

手作りエビフライ（筋切り、背わた除去、
衣付けまですべて手作業）

原料の前処理からすべて自社で行う

ホッケフライ（衣も当社オリジナル）
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株
式
会
社

     

丸
い
遠
藤
商
店

　

明
治
時
代
、
木
材
の
卸
業
に
従
事
し
て
い
た
初

代
・
遠
藤
小
平
治
が
、
そ
の
仕
事
を
引
退
す
る
に

あ
た
り
、
老
後
に
向
け
た
仕
事
と
し
て
明
治
39

年
、
小
間
物
屋
「
遠
藤
商
店
」
を
創
業
し
ま
し
た
。

当
時
は
日
露
戦
争
勝
利
に
よ
り
樺
太
貿
易
が
始
ま

り
、「
遠
藤
商
店
」
は
米
の
配
給
所
に
な
っ
た
こ

と
も
あ
り
店
頭
は
活
況
を
呈
し
ま
し
た
。
小
平
治

は
自
身
の
郷
里
で
あ
る
新
潟
県
か
ら
甥
に
あ
た
る

渡
辺
一
夫
を
養
子
と
し
て
迎
え
、
そ
の
後
、
実
直

な
一
夫
は
商
売
に
精
を
出
し
期
待
に
応
え
ま
す
。

一
夫
は
の
ち
に
２
代
目
小
平
治
を
襲
名
。
昭
和
32

年
に
は
「
有
限
会
社
丸
い
遠
藤
商
店
」
と
し
て
登

記
す
る
に
至
り
ま
す
。
そ
の
後
３
代
目
幸
吉
が
、

昭
和
59
年
に
４
代
目
の
自
身
が
継
承
し
、
平
成
７

年
に
株
式
会
社
に
改
組
し
ま
し
た
。

　

現
在
は
日
米
連
認
定
お
米
マ
イ
ス
タ
ー
で
も
あ

る
私
が
「
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
の
お
米
と
お
い
し
い

ワ
イ
ン
」
を
か
か
げ
、
特
別
栽
培
米
と
ワ
イ
ン
＆

清
酒
・
本
格
焼
酎
を
扱
う
「
米
屋
」
を
展
開
し
て

お
り
ま
す
。
主
に
後
志
の
契
約
栽
培
農
家
と
つ
な

が
り
、
生
産
者
・
お
客
様
・
地
域
に
必
要
な
店
を

目
指
し
受
け
継
い
だ
暖
簾
を
守
っ
て
お
り
ま
す
。

空
前
の
賑
わ
い
で
手
宮
地
区
が
発
展

専
門
店
な
ら
で
は
の
こ
だ
わ
り
を
届
け
る

地域と生産者に必要とされる
お店を目指して 1906年

明治39年

創 業

〒047-0043
小樽市豊川町１4番3号
【TEL】0134-33-2201
【FAX】0134-33-2202
【HP】http://shop.glotal.com/endo/index.html

初代小平治と一夫が一緒に写っている貴重な一枚（大正末期〜昭和初期） 店舗外観（昭和55年頃）

店頭にて（昭和7年）

自
社
精
米
ラ
イ
ン
を
備
え
、
一
般
・
各
飲
食
店
様

向
け
に
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
の
お
米
を
販
売
。
米
の

品
種
・
栽
培
方
法
・
精
米
方
法
・
ブ
レ
ン
ド
や
炊

き
方
ま
で
、
米
に
関
す
る
知
識
や
経
験
を
活
か
し
、

専
門
店
な
ら
で
は
の
提
案
や
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
。
後

志
と
世
界
の
ワ
イ
ン
も
多
数
販
売
し
て
お
り
ま
す
。

代表取締役
遠 藤 友紀 雄

●沿革
明治39年　初代・遠藤小平治が荒物雑貨食品屋、      
                丸い遠藤商店を創業　（「丸い」という印は
　　　　　　 「いろは」の「い」を掲げることにより「信用第一」を表す）
大正  5年　新潟より甥の渡辺一夫を養子に迎える
昭和32年　有限会社丸い遠藤商店として法人登記
昭和59年　4代目友紀雄が営業を受け継ぐ
平成  7年　株式会社丸い遠藤商店として改組し登記

株式会社
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株
式
会
社

          

オ
オ
ツ
カ

　

新
潟
で
桐
箪
笥
職
人
を
し
て
い
た
初
代
・
大
塚

孝
次
郎
は
、
日
露
戦
争
に
従
軍
し
樺
太
へ
向
か
う

途
中
で
小
樽
に
寄
港
し
た
際
、
街
の
繁
栄
ぶ
り
に

驚
き
ま
し
た
。
除
隊
し
た
後
、
明
治
39
年
に
妻
の

タ
カ
と
小
樽
に
移
住
し
、
相
生
町
の
職
人
町
に
て

桐
箪
笥
を
製
作
販
売
す
る
大
塚
孝
次
郎
商
店
を
創

業
し
ま
し
た
。
孝
次
郎
23
歳
の
時
で
す
。
以
来
、

同
じ
場
所
で
商
売
を
営
ん
で
い
ま
す
。

　

北
海
道
の
発
展
に
支
え
ら
れ
て
商
売
は
順
調
に

成
長
し
、
多
く
の
職
人
も
育
て
ま
し
た
が
、
戦
争

の
影
響
と
戦
後
の
洋
箪
笥
の
普
及
に
よ
り
、
桐
箪

笥
の
製
作
販
売
は
昭
和
33
年
に
廃
業
し
て
い
ま

す
。
一
方
、
新
潟
の
三
条
か
ら
仕
入
れ
て
い
た
家

具
金
物
を
同
業
者
に
販
売
す
る
こ
と
を
昭
和
15
年

に
始
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
基
盤
に
、
昭
和
41
年

に
大
塚
昭
典
が
株
式
会
社
に
法
人
化
し
て
代
表
取

締
役
に
就
任
し
、
建
具
金
物
販
売
や
内
装
業
に
業

種
を
拡
大
し
て
い
き
ま
し
た
。

　　　　

昭
和
50
年
に
社
名
を
現
在
の
名
称
に
変
更
し
ま

し
た
。
現
在
の
代
表
取
締
役
は
平
成
13
年
に
就
任

し
た
中
村
五
万
雄
で
す
。
中
村
は
昭
和
33
年
に
大

塚
孝
次
郎
商
店
に
入
店
し
、
昭
和
41
年
か
ら
専
務

創
業
は
桐
箪
笥
の
製
作
販
売

株
式
会
社
オ
オ
ツ
カ
に
社
名
変
更

桐ダンス・家具金物がルーツ
事業を広げ不動産業まで 1906年

明治39年

創 業

取
締
役
を
務
め
て
い
ま
し
た
。

　

従
来
か
ら
の
家
具
・
建
具
・
装
飾
・
建
築
金
物

の
販
売
、
住
宅
機
器
・
電
動
工
具
の
販
売
、
ア
ル

ミ
サ
ッ
シ
や
ク
ロ
ス
な
ど
内
装
品
の
販
売
・
施
工

を
行
う
と
と
も
に
、
現
在
は
、
建
築
及
び
土
木
工

事
の
設
計
施
工
、
不
動
産
業
も
手
掛
け
て
い
ま
す
。

株式会社オオツカ
●沿革
明治39年　初代・大塚孝次郎商店創業
　　　　 　桐ダンスの製作販売
昭和15年　家具金物の販売を開始
昭和33年　家具金物販売卸売を専業
昭和41年　株式会社大塚孝次郎商店に改組
　　　　 　業種を徐々に拡大
昭和50年　株式会社オオツカに社名変更

〒047-0028
小樽市相生町8番15号
【TEL】0134-23-7104
【FAX】0134-23-7106

代表取締役
中村 五 万雄

製作した家具と創業者長男の大塚健一郎（大正12年頃） 法人化した大塚昭典（創業者五男）

創業者大塚孝次郎（中央）と家族
（昭和15年頃　店の前にて）
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小
樽
板
金
工
業

          

協
同
組
合

　

道
内
の
板
金
業
は
明
治
初
頭
、
開
拓
使
官
営
の

施
設
建
設
を
始
ま
り
と
し
て
、
鉄
葉
業
（
ブ
リ
キ

加
工
業
）
が
発
展
し
た
こ
と
に
よ
り
広
が
っ
て
い

き
ま
し
た
。
そ
の
後
の
明
治
32
年
、
越
後
よ
り
小

樽
に
移
住
し
た
栗
林
伝
七
が
鋨
力
細
工
業
を
始

め
、
明
治
39
年
に
、
伝
七
と
同
じ
よ
う
に
本
州
か

ら
来
樽
し
た
数
人
の
職
人
が
「
小
樽
銅
鐡
板
細
工

業
」
を
設
立
。
明
治
45
年
ご
ろ
に
は
油
缶
の
大
量

生
産
を
行
う
こ
と
を
思
い
つ
き
、
機
械
設
備
の
導

入
、
組
合
員
へ
の
指
導
を
行
い
ま
す
。
昭
和
30
年

代
に
入
り
、
産
業
経
済
界
は
技
術
革
新
に
と
も
な

い
飛
躍
的
に
発
展
。
必
然
的
に
、
技
能
労
働
者
力

の
不
足
が
起
こ
っ
た
た
め
、
組
合
と
し
て
技
能
者

養
成
訓
練
を
開
始
。
昭
和
33
年
、
認
定
「
小
樽
地

区
板
金
共
同
職
業
訓
練
所
」
と
し
て
本
格
的
に
後

進
技
能
者
の
育
成
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
た
く
さ

ん
の
訓
練
終
了
者
、
指
導
者
を
輩
出
し
業
界
に
貢

献
。
一
定
の
役
割
を
終
え
、
昭
和
50
年
代
に
は
休

校
と
な
り
ま
し
た
。　

　　　

昭
和
60
年
代
は
さ
ら
な
る
組
織
の
強
化
・
責
任

施
工
体
制
の
推
進
な
ど
を
推
し
進
め
る
と
と
も

に
、
組
合
員
の
技
術
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し

人
材
育
成
の
た
め
職
業
訓
練
所
開
設

組
合
員
の
技
術
と
労
働
環
境
の
向
上

北国の建築を板金技術で支え
組織力で業界に長く貢献 1906年

明治39年

創 業

〒047-0032
小樽市稲穂2丁目7番1号
【TEL】0134-22-4597
【FAX】0134-22-5009

た
。
責
任
施
工
制
度
ス
タ
ー
ト
時
に
は
、
青
年
部

も
発
足
。
若
手
が
活
躍
で
き
る
よ
う
な
環
境
づ
く

り
も
行
い
、
現
在
、
屋
根
外
装
調
査
士
に
関
し
て

は
当
組
合
で
16
名
が
認
定
を
受
け
て
い
ま
す
。
現

組
合
員
は
31
名
。
理
事
長
は
28
代
目
と
な
り
、
創

立
は
１
１
６
年
を
過
ぎ
る
長
い
歴
史
を
有
し
て
い

ま
す
。

理事長
北 幸 治

小樽板金工業協同組合
●沿革
明治39年　小樽銅鐡板細工業設立。初代理事長は
　　　　　 丸茂眞吉
昭和13年　小樽鐡製品工業組合に改称
昭和29年　技術者養成所開設
平成17年　創立100周年を迎え式典を行う
令和 4年　道中小企業団体中央会
             「優良組合等表彰」「組合功労者表彰」

小樽創立10周年祝賀会を小樽倶楽部で挙行

大正時代の作業服

ガス溶接実習風景
（西村板金工場にて　昭和54年）
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株
式
会
社

　
　
　

  

新
宮
商
行

　

当
社
の
創
業
は
、
和
歌
山
県
出
身
の
利
光
小
三

郎
、
植
松
新
十
郎
、
阪
井
弥
三
太
、
坂
口
茂
次
郎

の
４
名
が
行
っ
た
、
紀
州
材
の
海
外
輸
出
か
ら
始

ま
り
ま
し
た
。
明
治
39
年
、
韓
国
の
仁
川
に
本
拠

地
を
構
え
「
匿
名
組
合
新
宮
商
行
」
を
設
立
。
木

材
販
売
お
よ
び
土
木
建
築
請
負
業
を
商
い
と
し
、

翌
年
に
は
韓
国
鉄
道
院
か
ら
鉄
道
枕
木
30
万
本

の
納
入
落
札
に
成
功
し
ま
す
。
そ
の
後
、
坂
口
茂

次
郎
が
色
内
町
に
出
張
所
を
置
き
、
そ
こ
か
ら
事

業
は
成
長
。
大
正
６
年
か
ら
は
山
林
の
買
い
付
け

に
着
手
し
、
大
正
８
年
に
は
株
式
会
社
に
改
組
と

と
も
に
本
社
を
名
古
屋
か
ら
小
樽
へ
と
移
転
し
ま

す
。
稲
穂
町
に
当
時
の
お
金
で
５
万
円
を
投
じ
た

社
屋
を
新
築
し
、
大
正
12
年
以
降
は
樺
太
の
大
泊

に
事
業
所
を
開
設
し
ま
す
。

　

現
在
で
は
合
板
・
集
成
材
な
ど
住
宅
関
連
部
材

を
供
給
す
る
木
材
部
、
良
質
な
国
産
林
の
育
成
造

林
を
行
う
山
林
部
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
や
薪
割
機
な

ど
を
扱
う
機
械
部
の
3
事
業
を
柱
と
し
、
古
丹
別
、

美
幌
な
ど
に
製
材
工
場
も
所
有
。
釧
路
管
内
ほ
か

で
の
社
有
林
の
経
営
、
道
産
材
の
国
内
外
へ
の
移

輸
出
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
平
成
17
年
以
降
、
道

鉄
道
の
枕
木
受
注
か
ら
ス
タ
ー
ト

木
を
育
て
木
材
を
生
産
す
る
貿
易
会
社

森を育くみ木を活かす
木材とともに一世紀 1906年

明治39年

創 業

〒047-0032
小樽市稲穂2丁目1番1号
【TEL】0134-24-1311
【FAX】0134-22-8717
【HP】https://www.shingu-shoko.co.jp/

東
古
梅
ほ
か
の
社
有
林
に
対
し
て
、
環
境
に
配
置

し
た
森
林
経
営
が
評
価
さ
れ
F
S
C
や
S
G
E
C

森
林
認
証
を
取
得
し
ま
し
た
。
長
年
に
渡
り
木
材

の
加
工
技
術
、
量
産
技
術
を
磨
き
続
け
て
1
1
6

年
。
こ
れ
か
ら
も
生
態
系
や
景
観
を
守
り
な
が
ら
木

材
と
関
わ
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。代表取締役

坂口 栄治郎

●沿革
明治39年　坂口茂次郎ほか4名で韓国仁川に
　　　　　 匿名組合新宮商行を設立
大正  8年　本社を小樽に移転。株式会社に組織変更
昭和10年　銭函工場竣工
昭和27年　米国社製チェーンソー輸入販売開始
平成17年　古梅山林FSC森林認証グループ取得
平成27年　関東支社に旗艦ショールームを設置

小樽本社（大正9年元旦撮） 坂口茂次郎（左）と利光小三郎

株式会社新宮商行
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宮
井
額
椽
店

　

初
代
・
宮
井
継
圓
（
つ
ぎ
ま
る
）
は
福
井
県
に

あ
る
専
念
寺
の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。
商

い
に
興
味
が
あ
り
明
治
39
年
、
寺
を
飛
び
出
し
商

人
と
し
て
小
樽
へ
渡
り
、
都
通
り
セ
ン
ト
ラ
ル
タ

ウ
ン
の
観
光
場
で
「
万
屋
」
と
い
う
雑
貨
店
を
出

し
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、旧
日
銀
裏
に
ゴ
ム
印
店
「
三
八
光
（
み

や
こ
）
商
会
」
を
開
店
。
当
時
の
日
銀
、
国
鉄
や

官
庁
な
ど
に
「
流
し
込
み
印
」
と
呼
ば
れ
た
ゴ
ム

印
を
製
造
・
納
品
し
て
い
ま
し
た
。
大
正
12
年
、

花
園
町
１
丁
目
に
移
転
。「
宮
井
商
会
」
と
名
を

改
め
ゴ
ム
印
の
ほ
か
に
ブ
ロ
マ
イ
ド
、
カ
メ
ラ
、

ア
ル
バ
ム
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
物
を
売
っ
て
い
た
そ

う
で
す
。
商
売
熱
心
だ
っ
た
継
圓
は
、
小
樽
で
初

め
て
店
に
蛍
光
灯
を
つ
け
、
女
性
店
員
を
雇
っ
た
と

い
う
ほ
ど
新
し
い
物
事
に
敏
感
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

昭
和
39
年
の
移
転
を
機
に
、
３
代
目
の
私
が
版

画
家
（
画
号
は
宮
井
保
郎
）
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

額
縁
の
専
門
店
と
し
て
営
業
を
開
始
し
ま
し
た
。

北
海
道
お
よ
び
国
内
外
プ
ロ
作
家
の
絵
画
も
販
売

し
、
画
廊
ス
ペ
ー
ス
で
展
覧
会
や
企
画
展
も
行
っ

て
お
り
ま
す
。
私
は
全
国
額
縁
組
合
連
合
会
第
一

新
し
も
の
好
き
だ
っ
た
創
業
者

絵
画
の
あ
る
暮
ら
し
を
ご
提
案

流行り物を置く雑貨店から
絵画を飾る額縁店へ 1906年

明治39年

創 業

〒047-0024
小樽市花園1丁目3番3号
【TEL】0134-23-1607
【FAX】0134-61-6661
【HP】https://www.art-miyai.jp/

期
フ
レ
ー
マ
ー
の
資
格
を
活
か
し
、
台
紙
選
び
か

ら
マ
ッ
ト
デ
ザ
イ
ン
・
色
彩
な
ど
作
品
に
合
わ
せ

た
額
装
作
り
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
、
地
域
の
お

客
様
に
絵
画
の
あ
る
イ
ン
テ
リ
ア
ラ
イ
フ
を
ご
提

案
し
て
お
り
ま
す
。
最
近
で
は
４
代
目
と
と
も
に
、

若
い
感
覚
の
額
装
研
究
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。代表

宮井 保 夫

宮井額椽店
●沿革
明治39年　初代・宮井継圓が雑貨店万屋を創業
大正初期　ゴム印屋の三八光商会を開店
大正12年　花園町に移転
昭和20年　強制疎開により向かいに移転
昭和39年　3代目保夫が額縁店として営業を開始
平成24年　旧カネキ河野閉店の跡地へ移転

大正12年頃の花園町（写真内左上のゴム判製造の看板が当店）

店舗前（昭和25年頃）

創業者　宮井継圓（明治12年〜昭和37年）
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ザ
・
バ
ー
バ
ー
・

オ
ブ
・
バ
ー
バ
ー
ズ

　
　
　

  

す
ぎ
た
に

　

当
店
の
始
ま
り
は
、
富
山
県
魚
津
出
身
の
初
代
・

杉
谷
常
次
郎
が
、
現
在
の
小
樽
駅
前
、
中
央
通
り

近
く
に
開
い
た
理
髪
店
「
中
央
軒
」
で
す
。
そ
の

息
子
、
2
代
目
に
な
る
正
雄
夫
婦
と
娘
の
恵
子
が

店
で
働
い
て
い
る
こ
ろ
、
岩
手
県
の
理
髪
店
の
息

子
・
鳥
畑
好
夫
が
住
み
込
み
で
働
く
よ
う
に
。
店

は
、
建
物
疎
開
で
場
所
を
移
し
て
「
杉
谷
理
容
館
」

と
名
を
改
め
、
2
代
目
正
雄
の
没
後
、
昭
和
32
年

に
好
夫
と
恵
子
が
結
婚
。
好
夫
が
3
代
目
を
継
ぎ
、

現
在
の
静
屋
通
り
に
店
を
構
え
た
の
は
昭
和
37
年

で
し
た
。
私
は
幼
い
頃
か
ら
、将
来
は
床
屋
に
な
っ

て
ビ
ル
を
建
て
る
こ
と
が
人
生
の
目
標
と
な
り
、

高
校
在
学
時
に
通
信
教
育
で
理
容
を
学
修
。
20
歳

の
時
に
理
容
師
免
許
を
取
得
し
、
21
歳
、
5
年
の

約
束
で
東
京
へ
修
行
に
出
ま
す
が
、
3
年
後
に
は

東
京
で
独
立
。
28
歳
に
な
る
頃
に
は
美
容
師
免
許

も
取
得
し
て
有
限
会
社
を
設
立
。
仕
事
が
大
好
き

で
お
客
様
の
髪
で
遊
ば
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
い

う
意
味
合
い
も
あ
り
、屋
号
を「
髪
遊
」と
し
ま
し
た
。

　　

父
・
3
代
目
好
夫
は
店
の
経
営
と
同
時
に
理
美

容
学
校
の
講
師
も
務
め
て
い
ま
し
た
。
後
に
、
あ

る
市
議
会
議
員
の
方
に
熱
望
さ
れ
、
そ
の
方
の
地

中
央
軒
か
ら
バ
ー
バ
ー
す
ぎ
た
に
へ

東
京
と
小
樽
に
常
連
客
を
持
つ

3代目の母の教えは「指先は嘘をつけない」
「お客様に触れる時は より心を込めて」 1907年

明治40年

創 業

〒047-0032
小樽市稲穂2丁目19番12号
【TEL】0134-23-2633
【FAX】0134-23-2633

盤
を
引
き
継
ぎ
選
挙
へ
出
馬
。組
合
の
応
援
も
あ
っ

て
市
議
会
議
員
を
3
期
や
ら
せ
て
い
た
だ
き
、
理

容
師
の
育
成
と
市
の
発
展
に
務
め
た
人
で
し
た
。

　

私
は
東
京
で
常
連
客
を
持
ち
な
が
ら
、
平
成
14

年
に
実
家
の
店
を
ビ
ル
に
す
る
と
い
う
祖
父
と
母

と
自
分
の
夢
を
果
た
し
、店
名
を
「
ザ
・
バ
ー
バ
ー
・

オ
ブ
・
バ
ー
バ
ー
ズ
す
ぎ
た
に
」
に
改
名
。
現
在

は
4
代
目
と
し
て
、
東
京
と
小
樽
の
両
方
で
営
業

（
完
全
予
約
制
）
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
5
代
目
候

補
の
子
ど
も
達
が
、近
々
東
京
で
修
行
の
予
定
で
す
。

代表
鳥畑 雅義

●沿革
明治40年　初代・杉谷常次郎が中央軒開業
昭和20年　2代目正雄が杉谷理髪館として引き継ぐ
昭和37年　現在地に移転
昭和43年　店舗改装。
　　　　　 3代目好夫がバーバーすぎたにに改名
平成  2年　有限会社髪遊設立
平成14年　店舗を7階建てビルに建て替え。
　　　　　 ザ・バーバー・オブ・バーバーズすぎたにに改名

ザ・バーバー・オブ・
バーバーズすぎたに

杉谷理容館（現在の小樽駅前のミスタードーナツあたり）

大正14、5年頃の料金表

昭和40年頃の店内と4代目
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初代　東竹次郎

創業当時の店舗付近（左手前が東商店）

畳刺職鑑札（明治41年）

東
畳
工
業

　
　
　

  

株
式
会
社

　

明
治
41
年
、
新
潟
県
出
身
の
畳
職
人
で
あ
っ
た

初
代
・
東
竹
次
郎
が
小
樽
区
役
所
よ
り
畳
刺
職
鑑

札
を
受
領
し
「 

竹 

東
商
店
」
を
創
立
。
営
業
を

開
始
し
た
の
が
当
社
の
始
ま
り
で
す
。
街
の
発
展

と
と
も
に
商
売
は
堅
調
に
推
移
し
、
太
平
洋
戦
争

の
戦
禍
も
免
れ
、
昭
和
25
年
に
法
人
化
。
創
業
以

来
畳
一
本
で
営
業
を
続
け
て
お
り
ま
し
た
が
、
昭

和
40
年
ご
ろ
か
ら
日
本
人
の
生
活
ス
タ
イ
ル
の

変
化
に
伴
う
影
響
な
ど
を
受
け
、
カ
ー
ペ
ッ
ト
や

カ
ー
テ
ン
、
イ
ン
テ
リ
ア
全
般
を
取
り
扱
う
よ
う

に
な
り
ま
す
。
平
成
８
年
、
奥
沢
に
工
場
を
新
築

し
多
様
な
畳
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
機
械
を
導

入
す
る
一
方
、
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
部
も
展
開
す
る

な
ど
、
時
代
に
合
わ
せ
事
業
の
幅
を
広
げ
て
ま
い

り
ま
し
た
。

　　

当
社
の
畳
職
人
は
、
職
人
歴
20
年
以
上
。
琉
球

畳
や
現
代
風
な
も
の
、
部
屋
の
サ
イ
ズ
に
合
わ
せ

た
変
型
加
工
な
ど
、
ど
の
よ
う
な
ニ
ー
ズ
に
も
対

応
で
き
る
技
術
と
経
験
を
兼
ね
備
え
、
畳
床
の
中

芯
材
に
は
木
質
系
の
素
材
を
使
用
し
て
お
り
、
自

然
環
境
に
や
さ
し
い
製
品
づ
く
り
を
目
指
し
て
お

り
ま
す
。
近
年
で
は
厚
さ
を
一
般
的
な
置
き
畳
の

広
が
る
住
宅
様
式
の
ニ
ー
ズ

確
か
な
技
術
で
幅
広
い
要
望
に
対
応

畳の文化を守りながら
新時代の｢アズマ畳」を提供 1908年

明治41年

創 業

〒047-0021
小樽市入船1丁目11番12号
【TEL】0134-33-5555
【FAX】0134-33-5585
【HP】https://www.azuma-tatami.co.jp

倍
と
な
る
４
㎝
に
し
た
、
ク
ッ
シ
ョ
ン
性
の
高
い

畳
を
東
京
の
国
立
大
付
属
小
学
校
か
ら
注
文
頂
く

な
ど
、
道
外
の
お
客
様
か
ら
も
ネ
ッ
ト
販
売
を
通

じ
て
ご
好
評
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
一
畳

懸
命
・
安
心
安
全
な
畳
を
作
る
こ
と
を
信
条
に
、

附
加
価
値
の
高
い
良
品
を
追
求
し
、
真
心
と
良
心

を
添
え
て
お
客
様
に
製
品
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。

代表取締役社長
山口 真三子

●沿革
明治41年　初代・東竹次郎 竹 東商店を創立
大正  8年　2代目清蔵が店を引き継ぐ
昭和25年　東畳工業株式会として法人化
昭和45年　3代目完治代表取締役社長就任
昭和56年　本店新築インテリア専門店として開店
平成  8年　奥沢工場新築
平成27年　4代目山口真三子代表取締役社長就任

東畳工業株式会社
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大正6年4月25日に行われた小樽商業会議所
（当時）の総会出席名簿に記載された創業者名

大正7年12月25日発行の小樽商業会議所月報に
掲載された当社の広告

杉
商 

株
式
会
社

　

当
社
は
明
治
42
年
、
創
業
者
・
杉
江
仙
次
郎
が

小
樽
市
花
園
町
に
店
舗
を
開
き
、
礦
（
鉱
）
油
、

食
料
品
雑
貨
の
卸
業
、
お
よ
び
ロ
ー
ソ
ク
製
造
、

販
売
に
始
ま
り
ま
す
。
大
正
12
年
、
色
内
町
に
新

店
舗
で
あ
る
「
株
式
会
社
杉
江
商
店
」
を
構
え
、

昭
和
７
年
に
は
三
菱
石
油
株
式
会
社
と
特
約
店
契

約
を
結
び
、
樺
太
地
区
の
総
代
理
店
と
な
り
ま
し

た
。
年
を
追
っ
て
そ
の
販
路
を
広
め
、
昭
和
45
年

に
「
杉
商
株
式
会
社
」
に
改
称
。
松
下
電
器
産
業

株
式
会
社
（
現
・
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
株
式
会
社
）
と

の
取
引
を
増
大
し
電
子
機
器
関
連
商
品
の
販
売
を

拡
大
。
時
代
の
趨
勢
に
よ
り
損
害
保
険
の
扱
高
も

増
大
。
保
険
の
多
目
的
化
に
伴
い
専
属
社
員
も
増

員
し
、
大
手
保
険
会
社
の
市
内
有
力
代
理
店
に
成

長
し
ま
し
た
。

　　　

現
在
は
、
E
N
E
O
S
株
式
会
社
の
特
約
店
と

し
て
、
市
内
に
２
店
舗
と
札
幌
市
と
古
平
町
で
直

営
店
を
展
開
。
そ
の
他
、
車
用
燃
料
を
は
じ
め
、

エ
ン
ジ
ン
オ
イ
ル
、
タ
イ
ヤ
、
灯
油
や
ス
ト
ー
ブ

も
取
り
扱
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
法
人
様
向
け

と
し
て
多
く
の
工
事
現
場
や
病
院
、
官
公
庁
施
設

な
ど
多
岐
に
わ
た
る
取
引
先
様
へ
の
燃
料
油
の
供

雑
貨
店
か
ら
保
険
業
界
へ

個
人
法
人
向
け
に
燃
料
を
安
定
供
給

北海道の暮らしを支える
エネルギー産業で貢献 1909年

明治42年

創 業

〒047-0032
小樽市稲穂2丁目9番16号
【TEL】0134-25-1105
【FAX】0134-25-1113
【HP】https://sugishou.net

給
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
自
動
車
用
・
工
業
用
・

船
舶
用
潤
滑
油
の
販
売
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。
そ

し
て
北
海
道
エ
ネ
ル
ギ
ー
株
式
会
社
と
の
業
務
提

携
に
よ
り
北
海
道
内
各
地
で
の
燃
料
油
供
給
を
可

能
と
し
て
お
り
ま
す
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
を
基
本

に
、
皆
様
の
暮
ら
し
の
安
心
を
支
え
る
安
定
供
給

体
制
を
整
え
、
快
適
で
豊
か
な
暮
ら
し
に
貢
献
し

て
ま
い
り
ま
す
。

代表取締役
杉江 俊 太 郎

杉商株式会社
●沿革
明治42年　杉江仙次郎、太 杉江仙次郎商店を創業
大正12年　株式会社杉江商店として改組
昭和  7年　三菱石油（株）樺太地区総代理店となる
昭和27年　2代目杉江猛代表取締役に就任
昭和28年　火災保険代理店業を開始
昭和46年　3代目杉江雄太郎代表取締役に就任
平成  3年　4代目杉江俊太郎代表取締役に就任
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有限会社入久三浦水産

有
限
会
社

    

入い
り
き
ゅ
う久

三
浦
水
産

　

明
治
43
年
、
初
代
・
三
浦
喜
兵
衛
が
祝
津
に
創

業
。
以
来
た
ら
子
・
数
の
子
な
ど
の
魚
卵
製
造
を

中
心
に
日
々
家
業
に
勤
し
ん
で
お
り
ま
す
。
モ
ッ

ト
ー
は｢

真
心
の
味｣

で
あ
り
、
１
０
０
余
年
間

変
わ
る
こ
と
な
く
そ
の
精
神
は
受
け
継
が
れ
て
き

ま
し
た
。
現
在
、
一
般
的
な
魚
卵
加
工
品
の
原
料

が
海
外
産
の
冷
凍
品
で
あ
る
こ
と
が
多
い
中
、
当

社
は
真
の
道
産
と
し
て
誇
れ
る
製
品
を
提
供
す
べ

く
原
料
に
徹
底
的
に
こ
だ
わ
っ
て
お
り
ま
す
。
主

力
商
品
の
塩
た
ら
こ
は
、
鮮
度
の
よ
い
北
海
道
噴

火
湾
で
捕
獲
し
た
、
ス
ケ
ト
ウ
ダ
ラ
の
生
の
卵
だ

け
を
使
用
し
、
塩
数
の
子
は
小
樽
前
浜
産
だ
け
を

使
用
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
当
社
の
商
品
は
「
入
久
（
い
り
き
ゅ
う
）

ブ
ラ
ン
ド
」
と
し
て
認
め
ら
れ
、
北
海
道
の
空
港

で
の
お
土
産
と
し
て
、
ま
た
都
内
有
名
デ
パ
ー
ト

の
贈
答
用
商
品
と
し
て
ご
愛
顧
頂
い
て
お
り
ま

す
。「
鰊
た
ま
り
干
し
」
は
、
平
成
22
年
度
と
平

成
24
年
度
の
「
後
志
水
産
加
工
品
ブ
ラ
ン
ド
品
評

会
」
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
「
優
秀
賞
」
を
、「
王

様
の
う
に
」
は
平
成
30
年
度
の
「
第
3
回
小
樽
水

産
加
工
グ
ラ
ン
プ
リ
」
に
お
い
て
「
銀
賞
」
を
、

徹
底
し
た
道
産
原
料
の
追
求

北
海
道
の
味
を
こ
れ
か
ら
も

たらこ・数の子・いくらの魚卵一筋
北海道産にこだわる入久ブランド 1910年

明治43年

創 業

〒047-0047
小樽市祝津2丁目237番
【TEL】0134-25-7535
【FAX】0134-25-7536
【HP】https://miurasuisan.com

「
ホ
タ
テ 

de 

ポ
ン
」
は
令
和
3
年
度
の
「
第
４
回

小
樽
水
産
加
工
グ
ラ
ン
プ
リ
」
に
お
い
て
「
金
賞
」

を
頂
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
安
心
・
安
全
な
商

品
を
お
届
け
す
る
た
め
、
自
社
基
準
の
も
と
徹
底

し
た
衛
生
管
理
な
ら
び
に
定
期
検
査
を
実
施
。
一

生
懸
命
笑
顔
で
、
た
ら
子
・
数
の
子
・
い
く
ら
な

ど
の
魚
卵
に
こ
だ
わ
り
続
け
日
本
食
の
伝
統
を

守
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
お
米
の
脇
役
で
は
あ
り
ま

す
が
、
舞
台
に
は
ち
ょ
っ
と
唸
ら
せ
る
脇
役
が
必

ず
必
要
で
す
。
日
本
食
と
い
う
舞
台
で
北
海
道
と

い
う
味
を
添
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

代表取締役
三浦 一浩

●沿革
明治26年　初代・三浦喜兵衛が
　　　　　 秋田県より来道
明治43年　小樽市祝津にて創業
昭和11年　2代目淳二郎に代替わり
昭和54年　有限会社入久三浦水産設立。
                3代目喜一が社長に就任
平成元年　新工場落成し現在に至る

入久ブランドの商品群

数の子、タラコの作業風景

『ホタテdeポン』（３種の味）セット
第４回小樽水産加工グランプリ金賞受賞

王様のうに（佃煮）
第３回小樽水産加工グランプリ銀賞受賞
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有限会社小町屋

有
限
会
社 

小
町
屋

　

初
代
・
佐
藤
鉄
太
郎
が
稲
穂
町
に
て
「
小
町
屋

か
も
じ
店
」
を
創
業
し
た
の
が
当
店
の
始
ま
り
で

す
。
大
正
７
年
、
現
在
地
へ
移
転
し
、
大
正
12
年

に
２
代
目
彦
彌
が
事
業
を
継
承
。
昭
和
３
年
に
、

小
樽
で
初
め
て
の
資
生
堂
チ
ェ
ー
ン
ス
ト
ア
と
な

り
ま
し
た
。
昭
和
22
年
「
小
町
屋
商
事
株
式
会
社
」

を
設
立
し
、
３
代
目
功
が
社
長
に
就
任
す
る
と
と

も
に
卸
売
業
を
始
め
ま
す
。
昭
和
38
年
に
社
屋
を

竣
工
す
る
も
、
６
年
後
に
卸
売
り
部
門
は
他
社
と

合
併
。
も
と
の
化
粧
品
販
売
専
業
へ
と
戻
り
ま
す
。

平
成
に
入
り
、
３
代
目
功
の
長
女
の
婿
が
病
気
で

倒
れ
た
た
め
、
閉
店
の
危
機
に
直
面
し
ま
す
が
、

縁
が
あ
っ
て
親
族
以
外
の
本
田
純
子
が
５
代
目
と

し
て
事
業
を
継
承
す
る
に
至
り
ま
す
。

　　

以
来
今
日
ま
で
、
地
元
密
着
型
の
化
粧
品
店
と

し
て
小
樽
で
親
し
ま
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
当
店

で
は
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
な
ど
で
は
手
に
入
ら
な
い

ブ
ラ
ン
ド
を
多
数
そ
ろ
え
、
上
級
の
ス
キ
ル
を
取

得
し
た
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
お
客
様

ひ
と
り
一
人
に
合
っ
た
「
キ
レ
イ
」
を
引
き
出
す

た
め
、
じ
っ
く
り
丁
寧
に
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
行

い
ま
す
。
お
肌
の
水
分
・
油
分
を
機
器
測
定
し
、

資
生
堂
加
盟
店
小
樽
第
一
号
店

K 
O 

M 

A 

C 

H 

I 

Y 

A
な
ら
で
は
の

サ
ー
ビ
ス
を
提
供

小樽の女性を輝かせて111年
稲穂町で続くKOMACHIYA化粧品店 1911年

明治44年

創 業

〒047-0032
小樽市稲穂2丁目2番7号
【TEL】0134-23-3014
【FAX】0134-33-9116
【HP】https://komachiya-otaru.com/

肌
に
合
っ
た
サ
ン
プ
ル
も
ご
用
意
い
た
し
ま
す
。

ま
た
各
種
エ
ス
テ
メ
ニ
ュ
ー
も
充
実
。
フ
ル
コ
ー

ス
エ
ス
テ
、
デ
コ
ル
テ
ネ
ッ
ク
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
超

音
波
ほ
か
フ
ル
メ
イ
ク
、
眉
ス
タ
イ
リ
ン
グ
な
ど

豊
富
な
美
容
サ
ー
ビ
ス
を
取
り
そ
ろ
え
、
ス
タ
ッ

フ
一
同
皆
様
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

代表取締役
本田 純子

●沿革
明治44年　初代・佐藤鉄太郎が稲穂町にて創業
大正  7年　現在地へ移転
大正12年　2代目彦彌が事業継承
昭和  3年　小樽資生堂チェーンストア第一号店加盟
昭和22年　法人化し小町屋商事株式会社設立
　　　　　 3代目功が社長に就任
平成16年　5代目本田純子が事業継承

小町屋商事株式会社社屋（昭和38年8月15日竣工）

小町屋小売部（昭和20年頃）

創業者　佐藤鉄太郎
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稲穂町東六丁目（第一大通）（大正12年）

澤の露

小樽名物当選の賞状（大正9年）

澤
の
露
本
舗

　

当
店
は
明
治
44
年
、
菓
子
職
人
で
あ
っ
た
初
代
・

澤
崎
浅
次
郎
が
創
業
し
て
以
来
、
水
飴
を
使
用
せ

ず
、
砂
糖
だ
け
で
仕
上
げ
る
透
明
度
の
高
い
あ
め

玉
「
澤
の
露
」
一
品
だ
け
を
製
造
、
販
売
し
て
お

り
ま
す
。

　

浅
次
郎
は
明
治
43
年
に
福
井
県
か
ら
来
道
。
同

郷
の
人
々
の
助
け
を
借
り
開
業
の
相
談
や
、
原
材

料
で
あ
る
砂
糖
の
卸
問
屋
の
紹
介
を
受
け
る
な
ど

し
て
、
翌
年
の
創
業
へ
と
至
り
ま
し
た
。
当
初
は

「
水
晶
飴
玉　

衛
生
堂
」
と
い
う
店
名
で
、
そ
の

素
朴
な
味
わ
い
で
多
く
の
人
に
親
し
ま
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
戦
争
中
、
砂
糖
の
入
手

が
困
難
に
な
っ
た
と
き
は
一
時
休
業
と
な
り
ま
し

た
が
、
そ
の
後
、
昭
和
26
年
に
現
在
の
店
名
「
澤

の
露
本
舗
」に
改
め
営
業
を
再
開
。
２
代
目
、
３
代

目
と
引
き
継
が
れ
現
在
は
４
代
目
が
修
行
中
で
す
。　

　　　

現
在
販
売
さ
れ
て
い
る
一
般
的
な
飴
は
、
水
飴

を
使
用
し
甘
味
料
を
加
え
る
た
め
、
甘
み
が
か
な

り
強
い
の
で
す
が
、
当
店
は
水
飴
不
使
用
。
着
色

料
、
保
存
料
も
加
え
て
い
な
い
の
で
口
当
た
り
の

良
い
自
然
な
甘
さ
を
お
楽
し
み
頂
け
ま
す
。
工
程

は
手
作
業
で
丁
寧
に
、
砂
糖
の
コ
ゲ
ひ
と
つ
無
い

１
１
１
年
続
く
伝
統
の
ひ
と
露

一
子
相
伝
で
続
く
唯
一
無
二
の
技

琥珀色の水晶あめ玉一筋
愛され続ける昔ながらの味 1911年

明治44年

創 業

〒047-0024
小樽市花園1丁目4番25号
【TEL】0134-34-1606
【FAX】0134-34-1606
【HP】https://otaruame.com

よ
う
ツ
ヤ
を
出
し
透
明
に
仕
上
げ
る
当
店
の
製
法

は
ほ
か
に
類
が
無
く
、
自
身
の
修
行
に
は
10
年
の

月
日
を
要
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
明
治
か
ら
の
伝
統
を
守
っ
て
手
作

り
に
こ
だ
わ
り
、
飾
っ
て
見
て
喜
び
、
口
に
入
れ

た
甘
さ
に
喜
び
、
喉
と
身
体
の
健
康
に
喜
ぶ
３
つ

の
幸
福
を
届
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

代 表者
髙久 文夫

澤の露本舗
●沿革
明治44年　初代・澤崎浅次郎が水晶飴玉衛生堂を創業
昭和26年　店名を澤の露本舗に改める
昭和30年　高久信夫（初代の長女の夫）が2代目を
　　　　　 引き継ぐ
昭和38年　第1回小樽優良みやげ品で表彰を受ける
平成  2年　高久文夫が3代目として引き継ぐ
令和  3年　高久模夫が4代目として修業中
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株
式
会
社

          

杉
本
運
輸

　

当
社
は
明
治
44
年
、
馬
車
に
よ
る
運
搬
業
務
を

始
め
た
の
が
創
業
の
き
っ
か
け
で
す
。
小
樽
市
は
、

明
治
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
北
海
道
の
玄
関
口

と
し
て
目
ま
ぐ
る
し
い
経
済
発
展
を
遂
げ
て
い
き

ま
し
た
。
そ
の
急
激
な
時
代
の
変
化
に
合
わ
せ
、

昭
和
25
年
に
法
人
化
。
以
降
、
戦
前
か
ら
ゴ
ム
工

場
を
中
心
と
し
た
工
業
地
帯
で
あ
っ
た
奥
沢
地
区

を
拠
点
に
、
地
元
企
業
様
な
ど
か
ら
運
搬
お
よ
び

機
械
設
置
な
ど
を
受
け
て
お
り
ま
し
た
。

　　

当
社
は
経
済
都
市
か
ら
観
光
都
市
へ
と
変
化
し

て
い
く
小
樽
に
、
運
輸
と
建
設
を
軸
に
貢
献
を
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。
昭
和
41
年
に
ク
レ
ー
ン
車
を

導
入
、
昭
和
43
年
に
は
プ
ラ
ン
ト
工
事
を
メ
イ
ン

に
一
般
建
設
業
へ
と
事
業
を
拡
大
し
ま
し
た
。
現

在
ま
で
の
間
に
大
型
ク
レ
ー
ン
も
導
入
し
、
業
務

体
系
を
充
実
し
て
い
き
、
平
成
11
年
開
業
の
「
マ

イ
カ
ル
小
樽
（
現
ウ
イ
ン
グ
ベ
イ
小
樽
）」
建
設

工
事
時
に
は
、
全
て
の
ク
レ
ー
ン
工
事
を
当
社
が

担
い
ま
し
た
。
平
成
24
年
に
は
３
代
目
守
巧
が
、

経
済
社
会
の
発
展
寄
与
が
特
に
大
き
い
企
業
の
最

高
責
任
者
に
贈
ら
れ
る
『
旭
日
中
綬
章
』
を
授
章
。

「
誠
実
・
安
全
・
技
術
」
を
信
念
に
、
１
０
０
年

「
運
ぶ
」
か
ら
広
が
っ
た
役
割

建
設
業
務
で
街
づ
く
り
に
貢
献

変化する小樽を
豊富な機械と経験で支え続ける 1911年

明治44年

創 業

先
も
お
客
様
と
地
域
と
と
も
に
歩
む
企
業
と
な
る

べ
く
邁
進
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

株式会社杉本運輸
●沿革
明治44年　運搬業務開始
昭和25年　杉本正一が合名会社杉本組設立
昭和33年　有限会社杉本運輸を設立
昭和38年　杉本守巧社長就任
昭和43年　株式会社杉本運輸設立
平成27年　杉本憲昭社長就任

〒047-0013
小樽市奥沢4丁目17番12号
【TEL】0134-23-6201
【FAX】0134-23-6205
【HP】https://www.sugimotounyu.co.jp

代表取締役
杉本 憲昭

会社前道路にて（昭和30年代後半の国道５号線）

狩勝峠にて（写真右が杉本正一）
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理
容
マ
リ
モ

　

私
の
祖
父
は
あ
る
日
「
満
州
へ
行
っ
て
ひ
と
旗

揚
げ
て
く
る
」
と
言
っ
た
き
り
帰
っ
て
こ
ず
、
祖

母
小
林
タ
キ
は
働
き
手
を
失
く
し
た
た
め
、
奥
沢

に
「
小
林
理
髪
店
」
を
開
業
。
娘
の
ハ
ツ
と
入
婿

の
先
雄
と
と
も
に
店
を
始
め
た
の
が
創
業
時
の
エ

ピ
ソ
ー
ド
で
す
。
そ
の
後
、
戦
争
を
機
に
市
か
ら

強
制
疎
開
を
求
め
ら
れ
現
在
の
新
富
町
へ
移
転
。

こ
こ
は
昔
の
長
屋
で
、
当
時
戦
争
に
行
っ
て
空
い

て
い
た
中
島
さ
ん
の
理
髪
店
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
で

し
た
。
心
機
一
転
、
店
内
に
飾
っ
た
マ
リ
モ
に
ち

な
ん
で
店
舗
名
を
変
え
ま
し
た
。
そ
こ
は
建
具
屋
、

家
具
屋
が
続
く
長
屋
で
、
よ
く
火
が
出
て
大
火
事

を
５
回
も
経
験
し
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
２
回
は
す

ぐ
隣
ま
で
火
の
手
が
迫
り
ま
し
た
が
、
幸
運
な
こ

と
に
焼
け
ず
に
残
り
今
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

　　

私
は
昭
和
16
年
生
ま
れ
で
、
床
屋
の
息
子
と
し

て
昼
間
は
理
容
学
校
へ
通
い
、
夜
は
当
時
の
小
樽

商
大
短
期
大
学
で
勉
強
を
し
、
自
宅
修
行
を
経
て

３
代
目
と
し
て
跡
を
継
ぎ
ま
し
た
。
若
い
こ
ろ
か

ら
日
夜
諸
先
輩
方
々
の
ご
指
導
を
受
け
て
き
た
お

か
げ
も
あ
り
平
成
24
年
に
は
、
小
樽
市
優
良
技
能

者
と
し
て
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。
北
海
道
理
容
生

水
槽
に
沈
む
マ
リ
モ
が
店
名
に

小
樽
市
優
良
技
能
者
に
選
ば
れ
る

戦争や大火をくぐり抜けて
110年続く街の老舗理容店 1913年

大正2年

創 業

活
衛
生
同
業
組
合
小
樽
支
部
に
も
長
く
所
属
し
て

い
ま
す
が
、
市
内
で
も
１
０
０
年
以
上
続
く
店
舗

は
も
う
数
軒
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
残
念
な
が
ら
当

店
の
後
継
者
は
お
り
ま
せ
ん
が
、
自
分
の
体
力
が

続
く
限
り
、
さ
ら
な
る
技
能
の
向
上
を
目
指
し
、

で
き
る
限
り
努
力
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

理容マリモ
●沿革
大正  2年　小林タキが小林理髪店開業
昭和20年　強制疎開により現在地へ移転し
                理容マリモに改名
平成  2年　秀司が組合に開設届け提出
平成24年　秀司が小樽市優良技能者として表彰
               され受賞者代表の挨拶を行う

〒047-0004
小樽市新富町10番19号
【TEL】0134-23-2922

小樽理容師協同組合創立120周年記念式典・祝賀会
（平成12年）

現在の店内

中央が2代目ハツ

小樽市優良技能者表彰式
（前列左から4人目が秀司／平成24年2月）

店主
小 林 秀司
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株式会社 元 岡島商店

株
式
会
社

　
 　

 

元 

岡
島
商
店

　

創
業
者
・
岡
島
元
治
郎
は
明
治
21
年
愛
知
県
に

出
生
。
そ
の
後
、
来
道
し
ま
し
た
。
明
治
43
年
、

医
薬
品
卸
売
店
に
入
社
。
大
正
３
年
11
月
に
独
立

し
医
薬
品
卸
売
小
売
業
を
主
と
す
る
、
元 

岡
島
商

店
を
色
内
町
に
開
業
し
た
こ
と
が
当
社
の
始
ま
り

で
す
。
後
に
製
造
業
３
社
を
子
会
社
と
し
て
経
営
、

昭
和
３
年
６
月
よ
り
小
樽
薬
剤
師
会
第
４
代
会
長

に
就
任
し
ま
し
た
。
そ
の
２
年
後
、
奥
沢
小
学
校

で
誤
薬
事
件
が
発
生
。
発
熱
し
た
生
徒
に
教
師
が

ア
ス
ピ
リ
ン
と
間
違
い
昇
汞
（
塩
化
第
二
水
銀
）

を
飲
ま
せ
生
徒
が
亡
く
な
る
と
い
う
痛
ま
し
い
事

件
が
起
こ
り
ま
し
た
。
こ
の
一
件
を
き
っ
か
け
に

各
学
校
に
薬
剤
師
を
配
置
す
る
よ
う
、
市
か
ら
小

樽
薬
剤
師
会
会
長
で
あ
っ
た
元
治
郎
へ
委
嘱
状
が

出
さ
れ
ま
し
た
。
元
治
郎
は
責
任
者
と
し
て
人
選

か
ら
内
容
の
制
定
な
ど
、
そ
の
実
行
と
人
材
育
成

に
奔
走
。
昭
和
12
年
に
会
長
を
勇
退
し
ま
し
た
。

　　

卸
売
事
業
部
で
は
市
立
小
樽
病
院
、
国
立
療
養

所
小
樽
病
院
ほ
か
、
市
内
中
小
病
院
お
よ
び
開
業

医
院
を
取
引
先
と
し
、
小
中
学
校
に
は
児
童
接
腫

用
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
な
ど
を
納
入
し
て

お
り
ま
し
た
が
、
平
成
元
年
に
協
業
企
業
に
卸
売

学
校
薬
剤
師
の
基
礎
を
作
る

医
薬
品
の
供
給
を
通
し
て
街
に
貢
献

街の医療体制整備に寄与
市民の健康に医薬品で貢献 1914年

大正３年

創 業

〒047-0031
小樽市色内１丁目6番16号
【TEL】0134-22-2044

部
門
を
譲
渡
。
そ
の
後
は
現
住
所
に
て
、
一
般
医

療
品
小
売
業
お
よ
び
不
動
産
賃
貸
業
を
行
い
今
に

至
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
市
民
の
み
な
さ
ま
の
健

康
の
た
め
に
医
薬
品
を
取
り
扱
い
、
街
に
貢
献
し

て
ま
い
り
ま
す
。

代表取締役　岡島 彰宣

●沿革
大正 ３年　初代・岡島元治郎 元 岡島商店開業
昭和  3年　小樽薬剤師会第4代会長に就任
昭和12年　小樽薬剤師会会長を勇退
昭和44年　2代目直宣社長就任
平成元年　秋山愛生館に卸売業部門を無償譲渡
平成  5年　3代目章社長就任
令和元年  4代目彰宣社長就任

小売部門の創業当時の建物

卸部門の店前（昭和34年）

創業者　岡島元治郎
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株
式
会
社

 

大
八
栗
原
蒲
鉾
店

　

初
代
・
栗
原
八
郎
は
明
治
38
年
、
群
馬
県
か
ら

小
樽
に
移
住
。
１
年
後
、
現
在
の
「
か
ま
栄
」
の

創
始
者
、
芝
栄
吉
氏
の
も
と
で
蒲
鉾
作
り
を
学
び

そ
の
腕
を
認
め
ら
れ
、
大
正
３
年
に
独
立
。
現
在

の
住
所
に
て
「
大
八
栗
原
商
店
」
を
開
業
し
ま
し

た
。
戦
後
の
物
が
な
い
時
代
、
魚
は
統
制
経
済
か

ら
除
外
さ
れ
て
い
た
た
め
蒲
鉾
店
は
と
て
も
繁
盛

し
、
こ
の
時
期
は
市
内
だ
け
で
60
軒
以
上
が
乱
立

し
て
い
ま
し
た
。
高
度
経
済
成
長
に
突
入
す
る
と
、

保
存
料
が
出
回
り
販
売
範
囲
が
広
が
っ
た
こ
と

で
、
大
量
生
産
と
価
格
競
争
の
時
代
へ
。
そ
の
流

れ
に
対
抗
す
べ
く
、
２
代
目
清
も
奮
闘
し
ま
す
が

な
か
な
か
結
果
に
恵
ま
れ
ま
せ
ん
。
昭
和
58
年
に

３
代
目
康
が
25
歳
で
代
表
に
就
任
。
本
店
の
向
か

い
に
あ
る
入
船
市
場
に
２
号
店
を
開
き
、
よ
う
や

く
賑
わ
い
を
取
り
戻
し
ま
し
た
。

　　

当
社
は
丁
寧
な
仕
事
と
味
で
差
別
化
を
は
か
る

た
め
、
デ
ン
プ
ン
量
や
原
料
を
見
直
す
な
ど
地
道

な
商
品
開
発
を
続
け
、
当
社
が
開
発
し
た
商
品
は

数
々
の
品
評
会
で
高
い
評
価
を
頂
い
て
お
り
ま

す
。
近
年
で
は
、「
復
古
版
宗
八
入
角
焼
」
が
、

平
成
26
年
「
第
1
回
小
樽
水
産
加
工
グ
ラ
ン
プ
リ
」

「
か
ま
栄
」
で
修
行
し
た
初
代

熱
心
な
商
品
開
発
が
実
を
結
ぶ

挑戦を続け集めた支持
市民から愛される蒲鉾 1914年

大正３年

創 業

に
て
金
賞
を
、
ま
た
全
国
蒲
鉾
品
評
会
に
お
い
て

平
成
27
年
「
水
産
庁
長
官
賞
」、
平
成
28
年
「
農

林
水
産
大
臣
賞
」
を
受
賞
し
て
お
り
ま
す
。
北
海

道
に
お
い
て
、
無
で
ん
ぷ
ん
蒲
鉾
を
製
造
し
て
い

る
の
は
当
社
１
社
だ
け
で
す
。
高
度
な
製
造
技
術

を
必
要
と
し
ま
す
が
、
ほ
か
に
は
な
い
味
わ
い
を

守
り
、
伝
統
の
高
級
蒲
鉾
を
今
に
伝
え
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
、
み
な
さ
ま
に
喜
ん
で
い
た
だ
け

る
蒲
鉾
づ
く
り
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

株式会社大八栗原蒲鉾店
●沿革
明治38年　初代・栗原八郎、群馬から北海道に移住
明治39年　八郎、かま栄入社
大正  3年　現在の住所にて大八栗原商店を開業
昭和45年　有限会社大八設立
昭和58年   3代目康が代表取締役社長に就任
平成16年   南樽市場店開店
平成26年　第1回小樽水産加工グランプリ金賞受賞
平成27年　全国蒲鉾品評会水産庁長官賞受賞
平成28年　全国蒲鉾品評会農林水産大臣賞受賞

〒047-0021
小樽市入船１丁目11番19号
【TEL】0134-22-2566
【FAX】0134-22-2577
【HP】https://www.dai8kurihara.net/shop/

代表取締役
栗 原 康

樽みこし（大正12年　当社店舗前）
当社が始めた“樽みこし”は小樽全体に広がり、平成9年頃まで
続いた

代々伝わる石臼ですり身をすり上げる

復古版宗八入角焼
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有
限
会
社

     

フ
レ
ン
ド
商
会

　

大
正
５
年
、
初
代
・
本
間
常
吉
が
稲
穂
町
で
開

業
。
商
売
の
心
得
を「
信
用
を
大
切
に
す
る
」と
し
、

自
転
車
、
リ
ヤ
カ
ー
の
販
売
修
理
、
船
舶
エ
ン
ジ

ン
の
修
理
業
を
始
め
ま
し
た
。
そ
の
後
、
船
舶
エ

ン
ジ
ン
修
理
業
は
時
代
の
流
れ
と
共
に
オ
ー
ト
バ

イ
の
販
売
修
理
に
変
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。
終
戦

後
、
昭
和
28
年
に
有
限
会
社
と
し
て
法
人
化
。
そ

の
後
、
常
吉
が
亡
く
な
り
、
四
男
の
孝
利
が
事
業

を
継
承
。
昭
和
60
年
か
ら
除
雪
機
な
ど
の
販
売
修

理
を
始
め
、
そ
の
３
年
後
に
現
在
の
住
所
で
あ
る

色
内
に
店
舗
を
移
転
し
ま
し
た
。
平
成
28
年
に
は

有
志
の
お
客
様
か
ら
創
業
１
０
０
年
の
祝
賀
会
を

開
い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

当
店
は
従
業
員
全
員
が
自
転
車
安
全
整
備
士
の

資
格
を
持
ち
、
修
理
、
整
備
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

子
供
用
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
用
、
坂
の
街
小
樽
で
大
人

気
の
電
動
ア
シ
ス
ト
自
転
車
な
ど
幅
広
く
展
示
し

て
お
り
、
メ
ー
カ
ー
は
23
社
以
上
を
取
り
扱
っ
て

お
り
ま
す
。
バ
イ
ク
は
原
付
バ
イ
ク
か
ら
ス
ポ
ー

ツ
バ
イ
ク
、
ほ
か
に
ヘ
ル
メ
ッ
ト
な
ど
備
品
も
豊

富
で
す
。
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
は
二
級
整
備
士
の
資
格

を
持
つ
サ
ー
ビ
ス
マ
ン
が
行
っ
て
お
り
ま
す
。

自
転
車
・
バ
イ
ク
か
ら
除
雪
機
ま
で

市
民
の
足
回
り
を
守
る
仕
事

利用者の信頼に応え続ける
豊富な専門知識と品揃え 1916年

大正5年

創 業

〒047-0031
小樽市色内2丁目18番14号
【TEL】0134-22-7622
【FAX】0134-22-9092
【HP】http://www.friend-otaru.com

　

除
雪
機
、
移
動
式
融
雪
機
も
各
メ
ー
カ
ー
か
ら
、

ご
要
望
に
合
う
も
の
を
ご
提
案
し
ま
す
。
長
年
の

経
験
と
技
術
で
、
市
民
の
み
な
さ
ま
の
快
適
で
安

全
な
足
回
り
を
サ
ポ
ー
ト
。
い
つ
ま
で
も
地
元
の

お
客
様
に
安
心
し
て
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
、

豊
富
な
品
揃
え
と
充
実
し
た
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
を
心

が
け
て
ま
い
り
ま
す
。

代表取締役
本間 正人

●沿革
大正 5年　初代・本間常吉が稲穂町でフレンド商会を開業
昭和20年　オートバイの販売修理を開始
昭和46年　代表者が本間常吉から孝利に変更
昭和60年　除雪機および汎用品の販売修理を始める
昭和63年　所在地を色内2丁目18番14号に移転
平成21年　代表者が本間孝利から正人に変更
平成28年  有志により100周年祝賀会が開催される

有限会社フレンド商会

小樽商工名鑑（昭和29年版）

看板（年代不明）
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現在、工場の前で飴を直販している屋台

昭和20年代の工場前（稲穂5丁目）

2代目忠男と親族
（昭和20年代）

飴
谷
製
菓

　
　
　

  

株
式
会
社

　

富
山
県
の
「
飴
屋
六
兵
衛
本
舗
」
に
生
ま
れ
た

初
代
・
飴
谷
次
治
は
、
明
治
24
年
に
小
樽
に
渡
り
、

大
正
７
年
に
菓
子
製
造
販
売
業
を
創
業
し
ま
し

た
。
そ
の
当
時
は
飴
以
外
に
も
菓
子
を
作
っ
て
お

り
、
小
樽
市
内
の
市
場
な
ど
に
卸
し
て
い
ま
し
た

が
、
昭
和
28
年
２
代
目
忠
男
の
代
よ
り
飴
商
品
に

特
化
し
、
機
械
設
備
な
ど
を
導
入
し
た
こ
と
に
よ

り
量
産
化
。
販
売
規
模
を
北
海
道
全
域
と
青
森
県

に
広
げ
、
昭
和
53
年
に
は
家
業
に
戻
っ
た
３
代
目

佳
一
が
そ
れ
を
全
国
に
ま
で
広
げ
ま
し
た
。
ま
た
、

さ
ま
ざ
ま
な
味
の
種
類
や
O 

E 

M
商
品
の
製
造
も

始
め
、
現
在
に
至
り
ま
す
。

　　　

飴
製
造
メ
ー
カ
ー
と
し
て
卸
売
専
門
で
営
業
を

続
け
て
き
た
一
方
、
小
樽
が
だ
ん
だ
ん
と
観
光
都

市
と
し
て
再
度
発
展
。
運
河
観
光
の
人
力
車
が
工

場
前
を
通
る
よ
う
に
な
り
、
民
泊
施
設
も
増
え
た

こ
と
か
ら
平
成
11
年
よ
り
工
場
の
前
に
屋
台
を
作

り
、
直
販
を
始
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
昔
の

駄
菓
子
屋
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
木
製
屋
台
は
大
変
好

評
で
、
国
内
外
の
お
客
様
が
気
軽
に
立
ち
寄
っ
て

頂
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
現
在
屋
台
で
は
、

飴
の
中
に
練
り
あ
ん
が
入
っ
た
「
雪
た
ん
飴
」
や

飴
一
本
に
絞
り
広
げ
た
販
路

屋
台
の
直
売
で
観
光
客
を
笑
顔
に

心和ます懐かしい味を全国に
道産の甜菜糖を使った小樽の飴 1918年

大正7年

創 業

〒047-0031
小樽市色内2丁目4番23号
【TEL】0134-22-8690
【FAX】0134-24-0371

定
番
の
「
バ
タ
ー
飴
」
を
は
じ
め
、
合
計
15
種
類

の
飴
を
販
売
し
て
お
り
、
そ
の
他
40
種
類
の
飴
を

全
国
に
出
荷
し
て
お
り
ま
す
。
北
海
道
の
甜
菜
糖

と
小
樽
の
水
で
作
り
あ
げ
た
優
し
い
甘
さ
の
飴

を
、
今
後
も
市
内
、
旅
行
者
、
全
国
の
皆
さ
ま
に

楽
し
ん
で
頂
け
る
よ
う
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

代表取締役社長
飴谷 佳一

飴谷製菓株式会社
●沿革
大正　7年　初代・飴谷次治が小樽にて
　　　　　 菓子製造販売業を創業
昭和27年　会社設立
昭和28年　2代目忠男代表取締役社長就任
昭和48年　第18回全国菓子大博覧会大臣賞受賞
昭和52年　工場を色内に移動
平成　5年　3代目佳一代表取締役社長就任

新機械の前で2代目忠
男と3代目佳一（昭和
30年代）
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当社に現存する一番古いと思われる写真
（昭和初期頃）

マロンどら焼き
小 樽 地 鶏 の 卵 を
使った皮で道産小
豆の粒あんと栗を
包んだ当店の看板
商品

有
限
会
社

     

奥
村
松
月
堂

　

大
正
時
代
の
面
影
を
残
す
店
舗
で
、
創
業
以
来

菓
子
を
製
造
・
販
売
し
て
お
り
ま
す
。
初
代
・
奥

村
教
造
は
、
越
後
国
新
発
田
藩
の
御
用
菓
子
舗

で
北
海
道
最
古
の
企
業
だ
っ
た
「
杉
本
花
月
堂
」

の
工
場
長
を
勤
め
て
い
ま
し
た
。
独
立
に
あ
た

り
、
当
時
の
社
長
か
ら
「
花
月
堂
」
の“

花”

を

“

松”

と
し
て
は
ど
う
か
と
の
言
葉
を
も
ら
い
、

店
名
を
「
松
月
堂
」
と
し
て
店
を
開
い
た
そ
う
で

す
。
初
代
は
「
食
べ
物
は
味
だ
」
と
よ
く
言
っ
て

い
た
そ
う
で
、
菓
子
作
り
に
大
変
厳
し
い
人
だ
っ

た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

創
業
は
緑
町
で
、
昭
和
9
年
に
は
花
園
町
に
移

転
し
て
店
名
を
「
西
洋
軒
」
と
変
更
。
そ
の
後
再

び
緑
町
に
移
り
、
第
二
次
世
界
大
戦
が
始
ま
る
と

企
業
統
制
と
な
り
ま
し
た
。
昭
和
30
年
に
は
「
有

限
会
社
松
月
堂
」
と
し
て
会
社
を
設
立
。
昭
和
58

年
に
は
店
名
を
「
杉
本
松
月
堂
」
と
し
て
現
在
地

に
移
転
、
の
ち
に
社
名
を
「
有
限
会
社
奧
村
松
月

堂
」
と
変
更
し
、
今
に
至
っ
て
い
ま
す
。　

　　　

菓
子
作
り
に
対
す
る
創
業
者
の
思
い
は
、

１
０
０
年
以
上
の
時
が
過
ぎ
た
今
も
大
切
に
守
り

続
け
て
い
ま
す
。
す
べ
て
の
菓
子
は
一
つ
ひ
と
つ

名
門
菓
子
店
か
ら
独
立
し
創
業

保
存
料
不
使
用
の
お
菓
子
作
り

創業当初の趣を残す店舗と
職人の味を伝える老舗菓子店 1918年

大正7年

創 業

〒047-0032
小樽市稲穂1丁目8番12号
【TEL】0134-32-2220
【FAX】0134-34-0188
【HP】https://otaru-shogetsudo.com

手
作
り
し
「
お
菓
子
は
日
持
ち
し
な
い
の
が
自
然
」

と
い
う
伝
統
を
守
り
、
保
存
料
を
一
切
使
用
し
な

い
こ
と
を
徹
底
し
て
い
ま
す
。
看
板
メ
ニ
ュ
ー
の

「
生
ど
ら
焼
き
」
は
、
道
産
小
豆
と
生
ク
リ
ー
ム

を
使
い
独
自
の
製
法
で
作
り
上
げ
た
一
品
。
お
か

げ
さ
ま
で
小
樽
土
産
と
し
て
も
、
贈
答
用
と
し
て

も
愛
さ
れ
る
商
品
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

代表取締役
奥 村 秀幸

有限会社奥村松月堂
●沿革
大正 ７年　和菓子製造販売を開始
昭和  9年　花園町に移転し西洋軒とする
昭和21年　戦後松月堂として再開
昭和30年　有限会社松月堂設立
昭和58年　店名を杉本松月堂に変更、
　　　　　 現在地に移転
平成13年　社名を有限会社奥村松月堂に変更

小樽商工会議所の
小樽・後志の食材
を使用するプロジ
ェクトとのコラボ
商品

小樽美人
潮（しお）どら焼き
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小
樽
船
用
品

          

株
式
会
社

　

当
社
は
、
金
沢
か
ら
明
治
35
年
に
小
樽
に
渡
り
、

海
運
会
社
に
勤
務
し
て
い
た
初
代
・
北
村
判
之
助

が
立
ち
上
げ
た
船
用
品
専
門
会
社
で
す
。
判
之
助

は
、
大
正
７
年
に
「
合
資
会
社
北
村
船
具
店
」
を

設
立
し
、
小
樽
港
に
入
港
す
る
汽
船
や
作
業
船
、

艀
、
筏
、
漁
船
な
ど
を
対
象
に
し
た
船
具
販
売
を

始
め
ま
し
た
。
昭
和
10
年
に
代
表
が
北
村
外
吉
に

交
代
し
ま
し
た
が
、
外
吉
の
時
代
は
多
分
に
も
れ

ず
戦
争
の
影
響
を
大
き
く
受
け
ま
し
た
。
戦
時
統

制
で
北
海
道
内
の
船
具
商
が
一
括
さ
れ
北
村
船
具

店
も
中
核
会
社
と
し
て
合
流
。
戦
時
下
は
、
物
資

の
配
分
が
太
平
洋
側
に
比
べ
て
少
な
く
、
ロ
ー
プ

や
錨
な
ど
が
入
手
困
難
だ
っ
た
と
聞
い
て
お
り
ま

す
。
外
吉
も
日
中
戦
争
、
太
平
洋
戦
争
と
出
征
し

ま
し
た
が
、
戦
後
、
復
員
す
る
こ
と
が
で
き
戦
時

統
制
時
に
分
社
さ
れ
て
い
た
「
小
樽
船
用
品
株
式

会
社
」
に
代
表
と
し
て
復
職
し
た
そ
う
で
す
。　

　　　

そ
の
後
、
代
表
の
交
代
や
昭
和
36
年
に
稚
内
営

業
所
を
開
設
し
平
成
30
年
に
閉
所
し
た
こ
と
、
平

成
９
年
に
は
小
型
船
舶
造
修
資
格
を
取
得
し
た
こ

と
、
平
成
29
年
に
運
河
通
り
か
ら
移
転
し
た
こ
と

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
で
き
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
こ

戦
争
の
世
紀
を
く
ぐ
り
抜
け
て

“

正
直
な
商
売”

を
モ
ッ
ト
ー
に

歴史に培われた豊富な
専門知識の提供を目指す 1918年

大正7年

創 業

〒048-2671
小樽市オタモイ1丁目8番地1号
【TEL】0134-64-7011
【FAX】0134-64-7018

れ
ま
で
営
業
を
続
け
て
来
ら
れ
た
の
は
、
創
業
時

か
ら“

正
直
な
商
売”

を
心
が
け
て
き
た
た
め
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
長
い
歴
史
で

培
っ
た
知
識
と
豊
富
な
商
品
情
報
を
、
お
客
様
に

提
供
し
必
要
と
さ
れ
る
店
と
し
て
続
け
て
ま
い
り

た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

代表取締役
三上 恭弘

小樽船用品株式会社
●沿革
大正 7年　合資会社北村船具店を初代・北村判之助が設立
昭和10年　代表を北村判之助から外吉に変更
昭和16年　戦時統制により北海道船用品統制販売  
               会社発足
昭和18年　分社により小樽船用品株式会社発足
昭和51年　代表を北村外吉から猪之助に変更
平成30年　代表を北村猪之助から三上恭弘に変更

正月の社員集合写真（昭和35年頃） 運河通りの社屋（昭和40年初頭）

2代目　北村外吉 3代目　北村猪之助
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医
療
法
人

     

原
田
歯
科
医
院

　

医
師
を
父
親
に
持
つ
初
代
・
原
田
文
人
は
、
東

京
歯
科
医
学
院
で
学
ん
だ
の
ち
大
正
７
年
、
花
園

町
に
「
原
田
歯
科
診
療
所
」
を
開
業
し
ま
し
た
。

大
正
12
年
、
同
じ
花
園
町
辰
巳
通
り
に
移
転
。
昭

和
10
年
に
は
、
２
代
目
正
永
が
緑
町
に
分
院
を
開

業
し
、
花
園
町
の
本
院
と
合
わ
せ
て
２
院
と
な
り

ま
し
た
。
昭
和
49
年
に
は
、
３
代
目
院
長
に
嘉
人

が
就
任
。
昭
和
63
年
、
そ
れ
ま
で
木
造
家
屋
の
一

部
を
医
院
と
し
て
い
た
場
所
か
ら
２
軒
先
、
現
在

の
場
所
に
新
た
な
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
の
医

院
を
新
築
し
ま
し
た
。
３
代
目
が
経
営
し
て
い
た

昭
和
の
こ
ろ
は
小
樽
の
歯
科
医
院
の
数
が
、
人
口

に
対
し
て
少
な
く
、
昼
休
み
返
上
で
、
夜
も
遅
く

ま
で
ひ
っ
き
り
な
し
に
訪
れ
る
患
者
さ
ん
の
診
療

に
あ
た
っ
て
い
ま
し
た
。

　　

親
子
代
々
、
小
樽
の
老
舗
歯
科
医
院
と
し
て
小

樽
商
大
の
校
医
や
小
樽
市
歯
科
医
師
会
理
事
な
ど

を
務
め
地
域
医
療
に
貢
献
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

４
代
目
院
長
雅
史
は
、
日
本
歯
科
大
学
を
卒
業

後
、
札
幌
医
科
大
学
医
学
部
付
属
病
院
の
歯
科
口

腔
外
科
な
ど
に
勤
務
経
験
が
あ
り
、（
社
）
日
本

口
腔
外
科
学
会
認
定
の
口
腔
外
科
専
門
医
で
も
あ

昭
和
63
年
現
住
所
へ
医
院
を
新
築

現
在
は
口
腔
外
科
治
療
に
も
対
応

原田歯科診療所から親子4代
緑町の老舗歯科医院 1918年

大正7年

創 業

〒047-0034
小樽市緑1丁目5番7号
【TEL】0134-22-5668
【FAX】0134-22-5668
【HP】https://harada-dentalclinic.info/

り
ま
す
。
手
稲
渓
仁
会
病
院
歯
科
口
腔
外
科
に
非

常
勤
と
し
て
も
勤
務
し
て
い
ま
す
。
現
在
は
一
般

歯
科
、
小
児
歯
科
、
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
の
ほ
か
３
D

立
体
画
像
か
ら
分
析
で
き
る
歯
科
用
C 

T
を
導
入

す
る
な
ど
最
新
の
設
備
を
そ
ろ
え
、
親
知
ら
ず
の

抜
歯
、
外
傷
（
口
の
け
が
）、
顎
関
節
症
な
ど
口

腔
外
科
治
療
に
も
対
応
。
85
歳
の
３
代
目
も
現
役

で
診
療
に
あ
た
っ
て
お
り
ま
す
。

理事長
原田 雅 史

医療法人原田歯科医院
●沿革
大正 7年　初代院長・原田文人が花園町に開業
大正12年　同じ花園町内で移転
昭和10年　2代目正永が緑町に分院を開業
昭和49年　3代目嘉人が院長に就任
昭和63年  現在の場所に医院を移転新築
平成19年　4代目雅史が院長に就任
平成27年　医療法人原田歯科医院に変更

現在の医院入口

古い原田歯科玄関前の2代目（右）と
3代目（中央）昭和47年 小樽祭り

初代　原田文人

小樽市長寿企業表彰事業記念誌小樽市長寿企業表彰事業記念誌53



株
式
会
社

　
　

  

大
川
鉄
工
所

　

初
代
・
大
川
元
蔵
は
新
潟
の
出
身
で
、
明
治
後

期
に
出
稼
ぎ
の
た
め
小
樽
に
移
住
。
手
宮
に
あ
っ

た
硝
子
屋
で
修
行
後
、大
正
８
年
に
豊
川
町
で
「
大

川
鉄
工
所
」
を
創
業
。
船
の
碇
や
生
活
の
金
物
を

制
作
す
る
鍛
冶
屋
を
営
み
ま
し
た
。
昭
和
10
年
に

2
代
目
元
一
が
代
表
に
就
任
。
そ
の
後
、
工
場
は

石
山
町
か
ら
色
内
町
へ
移
転
。
建
築
鉄
骨
の
加
工
、

溶
接
、
塗
装
か
ら
納
品
、
組
立
ま
で
を
一
貫
し
て

行
う
企
業
に
成
長
し
、
平
成
10
年
に
は
高
島
へ
再

度
移
転
。
平
成
17
年
に
小
樽
で
唯
一
、
北
海
道
で

も
数
少
な
い
H
グ
レ
ー
ド
鉄
骨
製
作
工
場
の
大
臣

認
定
を
受
け
ま
し
た
。
そ
れ
は
３
代
目
紘
司
の
念

願
で
も
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
こ
ろ
に
は
小
樽
に

５
社
あ
っ
た
鉄
骨
製
作
工
場
は
、
当
社
含
め
て
２

社
が
残
る
の
み
で
し
た
。

　

H
グ
レ
ー
ド
の
認
定
を
い
た
だ
い
た
こ
と
は
、

会
社
の
信
用
と
安
定
経
営
を
支
え
る
大
き
な
力
と

な
り
ま
し
た
。
平
成
30
年
に
創
業
1
0
0
周
年
を

迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
自
ら
が
過
去
の
概

念
に
捕
ら
わ
れ
な
い
発
想
を
継
続
し
、
社
員
・
熟

練
の
職
人
た
ち
と
と
も
に
切
磋
琢
磨
し
て
き
た
か

ら
。
現
在
の
業
務
は
重
量
鉄
骨
、
軽
量
鉄
骨
工
事

鍛
冶
屋
か
ら
工
場
規
模
を
広
げ
る

H
グ
レ
ー
ド
取
得
は
3
代
目
の
悲
願

Hグレード鉄工所を誇りに
小樽の歴史とともに歩む 1919年

大正8年

創 業

〒047-0048
小樽市高島1丁目2番1号
【TEL】0134-22-6048
【FAX】0134-29-0568
【HP】http://okawa-t.com/

初代　大川 元蔵 2代目　大川 元一 3代目　大川 紘司 改修後の高島工場内

第二製品置場 作業風景

の
設
計
施
工
、
建
築
鉄
骨
工
事
、
建
築
金
物
工
事

な
ど
、
幅
広
く
「
ま
ち
づ
く
り
」
に
関
わ
っ
て
お

り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
今
ま
で
以
上
に
製
品
・
ス

ピ
ー
ド
・
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
充
実
を
は
か
り
、
時

代
に
合
っ
た
製
品
、
会
社
づ
く
り
を
目
指
し
次
の

1
0
0
年
に
つ
な
げ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。代表取締役

大川 晃弘

●沿革
大正  8年　初代・大川元蔵が大川鉄工所を創業
昭和12年　石山町に移転
昭和46年　2代目元一が代表取締役に就任
昭和47年　色内町に移転
平成  2年　3代目紘司が代表取締役に就任
平成17年　高島町に移転。Hグレード取得
平成26年　4代目晃弘が代表取締役に就任

小樽市長寿企業表彰事業記念誌小樽市長寿企業表彰事業記念誌 54



旧店舗（平成20年） 現在の店内

ホ
ン
ダ
ド
リ
ー
ム
小
樽

 

株
式
会
社
ホ
ン
ダ
モ
ー
タ
ー

　
　

     

金
ヶ
﨑
商
会

　

当
社
は
、
大
正
８
年
に
自
転
車
の
販
売
店
か
ら

始
ま
っ
た
会
社
で
す
。
創
業
者
の
金
ヶ
﨑
元
吉
が

明
治
中
ご
ろ
に
商
売
を
立
ち
上
げ
た
と
伝
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

昭
和
に
入
る
と
オ
ー
ト
バ
イ
の
市
場
拡
大
に
応

え
る
た
め
「
本
田
技
研
工
業
」（
以
下
ホ
ン
ダ
）

の
オ
ー
ト
バ
イ
を
販
売
し
、
総
代
理
店
と
な
り

ま
し
た
。
昭
和
39
年
に
は
、
ホ
ン
ダ
が
軽
四
輪
車

を
発
売
し
た
こ
と
に
よ
り
四
輪
車
の
代
理
権
も
取

得
。
四
輪
車
需
要
の
高
ま
り
と
と
も
に
工
場
も
増

設
し
、
商
売
が
拡
大
し
て
い
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、

ホ
ン
ダ
の
方
針
に
よ
り
四
輪
部
門
は
別
会
社
に
な

り
、
当
社
に
て
二
輪
特
販
事
業
部
を
設
け
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　　

平
成
17
年
に
は
汎
用
機
（
除
雪
機
）
特
約
店
に

な
り
、
そ
の
２
年
後
に
は
「
ホ
ン
ダ
ド
リ
ー
ム
小

樽
」
と
店
舗
名
を
変
更
し
、建
て
替
え
。
夏
は
オ
ー

ト
バ
イ
の
販
売
、
修
理
、
点
検
、
車
検
な
ど
、
冬

は
除
雪
機
の
販
売
を
行
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

「
ホ
ン
ダ
ド
リ
ー
ム
小
樽
」
に
は
、
地
元
の
方
は

も
ち
ろ
ん
、
道
内
各
地
か
ら
お
客
様
が
来
店
さ
れ

て
い
ま
す
。
夏
に
は
ツ
ー
リ
ン
グ
中
の
お
客
様
の

自
転
車
店
か
ら
二
輪
車
販
売
店
へ

バ
イ
ク
の
魅
力
の
発
信
拠
点
に

バイクのおもしろさを
伝えるショップを目指して 1919年

大正8年

創 業

〒047-0021
小樽市入船1丁目6番19号
【TEL】0134-24-1375
【FAX】0134-32-1774
【HP】https://www.hondamotor.co.jp/

修
理
の
ご
相
談
に
の
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
訪
れ

る
お
客
様
に
オ
ー
ト
バ
イ
の
魅
力
を
発
信
す
る
こ

と
、
そ
し
て
ご
希
望
の
カ
ス
タ
ム
に
お
応
え
し
て
、

喜
ん
で
い
た
だ
く
の
が
私
た
ち
の
使
命
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。

代表取締役
金ヶ﨑 義弘

●沿革
大正  8年　金ヶ﨑元吉が自転車販売店を開業
昭和32年　オートバイ販売のため有限会社を設立
昭和35年　本田技研工業株式会社の代理店となる
平成11年　増資により株式会社に組織変更
平成17年　本田技研工業株式会社の汎用機特約店
               となる
平成19年　ホンダドリーム小樽を開設する

ホンダドリーム小樽
株式会社ホンダモーター金ヶ﨑商会

小樽市長寿企業表彰事業記念誌小樽市長寿企業表彰事業記念誌55



株
式
会
社
ミ
ツ
ウ
マ
　

３
頭
の
馬
の
顔
が
並
ぶ
マ
ー
ク
で
お
馴
染
み
の

ミ
ツ
ウ
マ
。
創
業
は
、
富
山
県
の
繊
維
問
屋
「
戸

出
物
産
」
の
初
代
小
樽
支
店
長
だ
っ
た
、
中
村
利

三
郎
の
思
い
つ
き
か
ら
で
し
た
。
そ
れ
は
、
店
で

扱
っ
て
い
た
地
下
足
袋
の
裏
に
、
滑
り
止
め
と
し

て
ゴ
ム
を
貼
り
付
け
て
い
る
人
が
い
る
こ
と
を
知

り
、
ゴ
ム
底
付
き
地
下
足
袋
を
考
案
。
ゴ
ム
靴
製

造
へ
と
発
展
さ
せ
、
雪
国
の
履
物
事
情
を
一
変
さ

せ
ま
し
た
。
昭
和
初
期
に
は
本
州
各
地
に
ま
で
販

路
を
拡
大
。「
強
く
て
履
き
良
い
」
ゴ
ム
長
靴
を

主
力
と
し
て
成
長
し
、
戦
中
戦
後
を
生
き
延
び
る

も
、
昭
和
58
年
以
降
は
、
韓
国
や
中
国
な
ど
か
ら

の
安
価
輸
入
品
に
押
さ
れ
ま
す
。
そ
の
後
い
く
つ

か
の
危
機
を
乗
り
越
え
な
が
ら
、
令
和
元
年
に
は

創
業
1
0
0
年
を
迎
え
る
に
至
り
ま
し
た
。

　

当
社
は
、
長
年
蓄
積
さ
れ
て
き
た
ノ
ウ
ハ
ウ
に

加
え
、
丈
夫
さ
・
軽
さ
・
柔
ら
か
さ
に
特
化
し
た

長
持
ち
す
る
製
品
を
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
。「
長
靴
は

や
っ
ぱ
り
ミ
ツ
ウ
マ
だ
ね
！
」
と
全
国
各
地
の
一

次
産
業
を
は
じ
め
一
般
ユ
ー
ザ
ー
の
方
々
に
支
持

を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販

売
も
始
め
、
ま
た
当
社
製
品
を
ず
ら
り
と
並
べ
た

初
代
が
ゴ
ム
底
付
き
地
下
足
袋
を
考
案

長
年
の
蓄
積
と
ゴ
ム
質
へ
の
こ
だ
わ
り

「強くて履き良い」伝統の長靴製品
守り続けるミツウマブランド 1919年

大正8年

創 業

〒047-0013
小樽市奥沢4丁目26番1号
【TEL】0134-22-1111
【FAX】0134-22-1110
【HP】http://www.mitsuuma.co.jp/

実
店
舗
、
小
樽
ミ
ツ
ウ
マ
専
門
店
「
な
が
ぐ
つ
屋

お
た
る
」
や
札
幌
「
長
靴
の
ミ
ツ
ウ
マ
」
も
大
き

な
話
題
と
な
り
ま
し
た
。
軽
さ
と
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

性
を
兼
ね
備
え
た
レ
イ
ン
ブ
ー
ツ
、
ア
イ
ス
バ
ー

ン
で
も
滑
り
に
く
い
長
靴
な
ど
、
さ
ら
な
る
向
上

を
目
指
し
て
こ
れ
か
ら
も
開
発
を
続
け
て
ま
い
り

ま
す
。

代表取締役社長
大 東 藤男

●沿革
大正  8年　北海道護謨工業合資会社として発足
昭和  5年　三ツ馬護謨工業合資会社と改称
昭和36年　ミツクロン化学工業株式会社を合併
昭和49年　株式会社ミツウマと改称する
平成21年　小樽工場でのゴム長靴・引布生産終了
令和元年　創業満100年
令和  2年　9代目大東藤男代表取締役社長に就任

社旗マーク

創業者・初代代表社長 中村 利三郎
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河
辺
石
油

　
　
　

  

株
式
会
社

　

当
社
は
創
業
1
0
2
年
、
北
海
道
最
古
の
「
油

屋
」
と
自
負
す
る
老
舗
企
業
で
す
。
そ
の
始
ま
り

は
、
静
岡
県
三
島
市
に
生
ま
れ
た
初
代
・
河
辺
亮

吉
に
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。
亮
吉
は
、東
京
高
商
（
現

一
橋
大
学
）
を
卒
業
し
、
明
治
40
年
に
小
樽
木
材

の
管
理
職
と
し
て
の
就
職
が
決
ま
り
、
こ
の
地
へ

と
や
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
こ
が
1
年
足

ら
ず
で
倒
産
。
職
を
失
っ
た
亮
吉
は
そ
の
経
歴
か

ら
町
の
人
々
に
請
わ
れ
、
小
樽
商
業
（
現
北
照
高

校
）
の
教
員
に
な
り
ま
す
が
、
そ
の
約
7
年
後
の

大
正
3
年
、
日
本
石
油
に
入
社
。
大
正
6
年
に
日

石
北
海
道
営
業
所
長
と
し
て
手
稲
に
赴
任
し
、
大

正
9
年
に
独
立
し「
河
辺
商
店
」を
創
業
し
ま
し
た
。

　　

創
業
当
時
は
灯
油
の
ほ
か
、
な
た
ね
油
や
ご
ま

油
を
売
っ
て
い
ま
し
た
が
、
大
正
15
年
、
ラ
イ
ジ

ン
グ
サ
ン
社（
現
シ
ェ
ル
石
油
）の
特
約
店
に
な
っ

て
以
降
は
船
舶
燃
料
を
扱
う
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
昭
和
10
年
代
に
は
、
函
館
・
小
樽
を
基
地
と

す
る
北
洋
船
が
活
況
を
呈
し
、
亮
吉
は
重
油
タ
ン

ク
2
基
を
設
置
。
の
ち
に
給
油
船
も
導
入
し
港
町

の
商
い
で
成
長
を
遂
げ
ま
し
た
。

　

現
在
は
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
流
れ
に
則
し

教
員
を
辞
め
日
石
へ
転
職
し
た
初
代

圧
力
容
器
か
ら
発
展
し
た
製
品
群

北海道の暮らしを
燃料で支え続ける老舗企業 1920年

大正9年

創 業

た
ガ
ソ
リ
ン
、
軽
油
、
車
両
販
売
、
レ
ン
タ
カ
ー

な
ど
車
関
連
事
業
も
展
開
。
ホ
ー
ム
サ
ー
ビ
ス
と

し
て
灯
油
配
送
や
灯
油
タ
ン
ク
の
設
置
や
洗
浄
、

ス
ト
ー
ブ
修
理
・
分
解
を
行
う
な
ど
、
地
域
密
着

型
企
業
と
し
て
さ
ら
な
る
永
続
の
た
め
企
業
努
力

を
続
け
て
お
り
ま
す
。

代表取締役会長
河辺 由清

〒047-0032
小樽市稲穂2丁目19番8号
【TEL】0134-24-1345
【FAX】0134-24-1344

河辺石油株式会社
●沿革
大正  9年　初代・河辺亮吉が河辺商店を創業
昭和24年　シェル石油・昭和石油と特約契約
昭和26年　河辺石油株式会社を設立
昭和30年　2代目舜一が代表取締役社長就任
昭和60年　3代目由清が代表取締役社長就任
平成31年　出光興産と特約販売店契約
令和  2年　創業100周年を迎える

昭和10年に小樽で初めてのA重油タンク（200㎘）2本を建設
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昭和9年 国鉄小樽駅時刻表（木版刷）
納品物

左 初代 與吉　　　　 右 2代目 政央

北
斗
印
刷

       

株
式
会
社

　

北
海
道
の
近
代
的
な
印
刷
は
、
明
治
８
年
、
開

拓
使
函
館
支
庁
に
道
内
初
の
活
版
印
刷
機
が
導
入

さ
れ
た
こ
と
を
起
点
と
し
、
明
治
９
年
の
札
幌
活

版
所
、
15
年
の
根
室
活
版
所
の
開
設
と
続
く
よ
う

に
、
開
拓
使
に
よ
り
広
が
り
、
北
海
道
開
拓
の
歴

史
と
と
も
に
発
展
し
て
き
ま
し
た
。
当
社
の
始
ま

り
は
明
治
35
年
。
富
山
県
よ
り
来
樽
し
た
、
現
３

代
目
吉
田
政
司
の
祖
父
、
初
代
・
吉
田
與
吉
に
さ

か
の
ぼ
り
ま
す
。
與
吉
は
「
山
藤
活
版
所
（
現
在

の
山
藤
三
陽
印
刷
）」
初
代
社
長
・
山
藤
敬
助
氏

に
誘
わ
れ
、
印
刷
所
に
勤
務
し
て
お
り
ま
し
た
。　

　　　

そ
の
後
、
小
樽
の
「
塩
野
其
水
堂
」
に
て
文
選

や
植
字
、
印
刷
工
と
し
て
勤
務
し
た
の
ち
、
大
正

９
年
、
稲
穂
町
に
北
斗
印
刷
所
を
設
立
。
昭
和
18

年
の
戦
中
に
は
、
企
業
整
備
に
よ
り
大
型
活
版
印

刷
機
２
台
を
国
へ
拠
出
。
従
業
員
に
は
退
職
し
て

も
ら
い
、
残
っ
た
小
さ
な
手
動
式
の
平
圧
印
刷
機

で
生
計
を
ま
か
な
う
た
め
ハ
ガ
キ
な
ど
細
か
な
印

刷
を
手
掛
け
て
い
ま
し
た
。
戦
後
は
文
具
や
書
画

材
料
の
販
売
も
行
い
な
が
ら
再
興
し
、
昭
和
28

年
に
は
小
樽
市
役
所
を
退
職
し
た
吉
田
政
央
が
入

社
。
株
式
会
社
に
改
組
し
ま
す
。
昭
和
57
年
に
は

開
拓
使
に
よ
り
広
が
っ
た
印
刷

戦
後
は
小
さ
な
印
刷
機
で
再
興

小樽印刷業界の老舗
北海道開拓の歴史とともに発展 1920年

大正9年

創 業

〒047-0032
小樽市稲穂4丁目6番2号
【TEL】0134-32-2222
【FAX】0134-32-2224

３
代
目
政
司
が
引
き
継
ぎ
今
に
至
り
ま
す
。
高
度

な
情
報
化
な
ど
に
よ
っ
て
、
印
刷
業
界
は
今
、
厳

し
い
競
争
に
さ
ら
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
こ

れ
か
ら
も
印
刷
物
製
造
に
と
ど
ま
ら
ず
、
新
し
い

時
代
を
見
据
え
な
が
ら
、
な
お
地
域
を
大
切
に
し
た

印
刷
屋
と
し
て
成
長
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

代表取締役
吉田 政司

北斗印刷株式会社
●沿革
大正  9年　稲穂町に北斗印刷所設立
昭和25年　戦後印刷業を再開。文具など販売も行う
昭和28年　吉田政央が入社
昭和31年　北斗印刷株式会社設立。政央が2代目となる
昭和49年　吉田政司が入社
昭和57年　3代目政司が代表取締役就任
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有
限
会
社

     

山
城
屋
生
花
店

　

当
社
は
大
正
９
年
に
創
業
し
、
１
０
０
年
以
上

に
渡
り“

ま
ち
の
花
屋”

と
し
て
営
業
を
続
け
て

き
ま
し
た
。
初
代
・
山
城
榮
作
は
20
代
半
ば
で
小

樽
へ
入
植
。
植
木
職
人
と
し
て
修
業
を
積
み
ま
し

た
が
、
冬
に
な
る
と
仕
事
が
な
く
収
入
が
途
絶
え

る
こ
と
か
ら
、
市
内
の
農
家
か
ら
仕
入
れ
た
花
を
、

花
園
公
園
通
り
で
裸
電
球
を
灯
し
た
リ
ヤ
カ
ー
の

夜
店
で
売
り
始
め
ま
し
た
。
当
時
の
花
園
地
区
は

夜
通
し
営
業
す
る
映
画
館
も
あ
り
、
不
夜
城
と
呼

ば
れ
る
ほ
ど
活
気
の
あ
る
場
所
。
冬
に
は
本
州
か

ら
菊
な
ど
を
仕
入
れ
て
、
商
売
を
軌
道
に
乗
せ
ま

し
た
。
昭
和
７
年
ご
ろ
に
は
、
同
じ
く
リ
ヤ
カ
ー

で
花
を
売
っ
て
い
た
三
浦
澄
子
と
２
代
目
繁
雄
が

結
婚
。
売
上
を
伸
ば
し
て
昭
和
28
年
に
は
会
社
を

設
立
。
花
園
４
丁
目
で
店
を
構
え
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
繁
雄
は
丁
寧
な
対
面
販
売
を
重
視
し
、

こ
の
経
営
方
針
は
今
も
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。　

　　　

３
代
目
重
信
は
、
婚
礼
需
要
に
着
目
し
地
元
資

本
の
式
場
の
仕
事
を
一
手
に
引
き
受
け
て
事
業
を

拡
大
。
市
内
で
３
店
舗
を
展
開
し
ま
し
た
。
し
か

し
、
４
代
目
栄
太
郎
の
こ
ろ
に
は
人
口
減
少
な
ど

の
影
響
で
生
花
需
要
が
減
少
。
逆
風
の
中
、
令
和

始
ま
り
は
夜
店
の
花
売
り
か
ら

地
域
密
着
で
暮
ら
し
に
花
を
届
け
る

小樽の街と人の暮らしに
寄り添う“まちの花屋” 1920年

大正9年

創 業

〒047-0024
小樽市花園4丁目4番地2号
【TEL】0134-23-1187
【FAX】0134-23-1188
【HP】https://yamashiroya.easy-myshop.jp

元
年
に
は
財
務
体
質
を
強
化
し
２
店
舗
体
制
へ
の

移
行
を
決
断
。
創
業
時
か
ら
の
地
域
密
着
の
経
営

戦
略
も
功
を
奏
し
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
最
小
限
に

食
い
止
め
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
歴
史
に
甘
ん
じ

る
こ
と
な
く
前
へ
進
ん
で
参
り
ま
す
。

代表取締役
山城 栄 太 郎

有限会社山城屋生花店
●沿革
大正 9年　初代・山城榮作が創業
昭和28年　有限会社山城屋生花店設立
昭和40年　JFTD（現花キューピット）入会
昭和52年　国道拡張により本店を新築
平成 5年　朝里ホクレン店開業
平成17年　朝里ホクレン店移転
令和  2年   本店店舗改装

昭和40年代頃の花園本店内風景

昭和30年代頃の本店外観

2代目　山城繁雄初代　山城榮作
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有
限
会
社

　
　

  

小
樽
大
正
湯

　
「
大
正
湯
」
と
い
う
名
前
の
由
来
は
、
大
正
時

代
か
ら
始
め
た
銭
湯
だ
っ
た
か
ら
と
聞
い
て
い
ま

す
。
も
と
は
、
辻
井
さ
ん
と
い
う
方
が
営
業
さ
れ

て
い
た
そ
う
で
す
。
そ
こ
へ
、
真
狩
で
農
業
を
営

ん
で
い
た
私
の
両
親
が
、
息
子
が
農
業
を
継
い
で

く
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
、
小
樽
へ
出
て
き
て

風
呂
屋
を
や
ろ
う
か
、
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
よ

う
で
す
。
そ
れ
は
、
遠
い
親
戚
た
ち
が
す
で
に
小

樽
で
銭
湯
を
営
業
し
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
た
と
思

い
ま
す
し
、
施
設
が
あ
れ
ば
特
殊
な
技
術
を
持
っ

て
い
な
く
て
も
す
ぐ
に
始
め
ら
れ
た
か
ら
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
私
が
主
人
と
家
業
を
継
い
だ

の
は
15
年
ほ
ど
前
。
今
は
息
子
も
手
伝
っ
て
お
り

ま
す
が
、
5
代
目
に
な
り
ま
す
。

　　　　

当
店
の
湯
は
、
緩
和
性
低
微
湯
泉
の
天
然
温
泉

で
、
適
応
症
は
リ
ウ
マ
チ
性
疾
患
、
神
経
症
、
神

経
麻
痺
な
ど
で
す
。
水
中
歩
行
や
泳
ぐ
こ
と
の
で

き
る
大
型
の
水
風
呂
、
ス
チ
ー
ム
サ
ウ
ナ
、
打
た

せ
湯
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
昭
和
59
年
ご
ろ
に
施
設

を
新
築
。
家
族
風
呂
を
併
設
し
、
長
く
や
っ
て
お

り
ま
し
た
が
、
平
成
29
年
に
そ
こ
を
「
ゲ
ス
ト
ハ

ウ
ス
和
の
風
」
と
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
。
1
～
4

大
正
時
代
に
始
ま
り
現
在
5
代
目

家
族
風
呂
を
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
に
改
装

小樽唯一温泉つきゲストハウス
「和の風」を併設する銭湯 1921年

大正10年

創 業

〒047-0024
小樽市花園4丁目14番15号
【TEL】0134-23-1893
【FAX】0134-61-7161

人
部
屋
が
複
数
あ
り
、
全
室 

W
i
-F
i
完
備
・

エ
ア
コ
ン
・
暖
房
器
具
・
冷
蔵
庫
を
設
置
し
て
お

り
ま
す
。
温
泉
つ
き
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
と
し
て
、
外

国
人
観
光
客
の
皆
様
か
ら
も
好
評
い
た
だ
い
て
お

り
、
観
光
客
の
他
、
出
張
・
実
習
な
ど
連
泊
さ
れ

る
お
客
様
が
多
く
利
用
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

有限会社 小樽大正湯
●沿革
大正10年　　大正湯創業
昭和47年頃　八田豊治が引き継ぐ
昭和50年頃　有限会社小樽大正湯に改組
昭和59年頃　施設新築
平成17年頃　押川愛子が引き継ぐ
平成29年　　ゲストハウス和の風オープン

創業当時の建物 ゲストハウス入口（現在）

銭湯のエントランス（現在）

代表　押川 愛子
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北
海
道
信
用
金
庫

　

小
樽
に
お
い
て
は
、
旧
小
樽
信
用
金
庫
の
前
身

で
あ
る
「
有
限
責
任
小
樽
市
街
地
信
用
組
合
」
が

大
正
11
年
に
設
立
さ
れ
て
以
来
、
１
０
０
年
を
超

え
る
業
歴
を
有
し
て
お
り
ま
す
。
平
成
30
年
に
道

央
圏
を
主
要
な
営
業
基
盤
と
す
る
三
金
庫
（
札
幌

信
用
金
庫
、
北
海
信
用
金
庫
、
小
樽
信
用
金
庫
）

が
合
併
し
「
北
海
道
信
用
金
庫
」
に
名
称
変
更
い

た
し
ま
し
た
が
、
合
併
後
も
小
樽
市
を
重
要
拠
点

の
ひ
と
つ
と
し
、
後
志
事
業
本
部
の
ほ
か
市
内
に

９
カ
店
を
構
え
、
地
域
専
門
金
融
機
関
と
し
て
、

金
融
の
円
滑
化
・
仲
介
機
能
の
発
揮
に
努
め
て
お

り
ま
す
。

　　　

当
金
庫
は
地
域
の
み
な
さ
ま
か
ら
親
し
ま
れ
、

信
頼
さ
れ
る
金
融
機
関
を
目
指
し
、
積
極
的
に
地

域
経
済
の
活
性
化
へ
貢
献
す
る
と
と
も
に
、
地
域

密
着
型
金
融
機
関
と
し
て
、
地
域
の
発
展
に
資
す

る
各
種
取
り
組
み
を
積
極
的
に
実
践
し
て
ま
い
り

ま
す
。 

ま
た
、
不
変
の
最
重
要
課
題
か
つ
喫
緊
の

最
優
先
課
題
で
あ
る
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
態
勢
の

強
化
、
顧
客
保
護
等
の
徹
底
、
リ
ス
ク
管
理
態
勢

の
構
築
・
強
化
を
進
め
「
地
域
を
守
る
」
た
め
の

取
り
組
み
に
全
力
を
注
い
で
ま
い
り
ま
す
。
そ
し

地
域
経
済
発
展
に
今
後
も
尽
力

地域住民の揺るがぬ信用
北海道最大の信用金庫 1921年

大正10年

創 業

て
「
会
員
・
お
客
様
よ
し
」「
地
域
社
会
よ
し
」「
金

庫
・
役
職
員
（
家
族
）
よ
し
」「
環
境
よ
し
」
の

経
営
を
実
践
し
「
ア
ワ
ー
ズ
し
ん
き
ん
バ
ン
ク
の

実
現
」
を
目
指
し
ま
す
。 

　

長
き
に
渡
り
当
金
庫
を
支
援
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
地
域
の
み
な
さ
ま
に
感
謝
申
し
上
げ
る
と
と

も
に
、
役
職
員
一
丸
と
な
っ
て
こ
れ
か
ら
も
業
務

に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

北海道信用金庫（小樽支店）
●沿革
大正10年　有限責任山鼻信用組合 設立
　　　　　（以下、旧小樽信用金庫のあゆみを抜粋）
大正11年　有限責任小樽市街地信用組合発足
昭和26年　小樽信用金庫に改組
昭和46年　営業地区を石狩郡石狩町に拡張
昭和50年　日本銀行との当座取引開始
昭和52年   営業地区を余市町ほか5地域に拡大
平成14年　小樽商工信用組合 事業譲受
平成30年　三金庫合併、北海道信用金庫に名称変更

〒047-0032
小樽市稲穂１丁目4番１0号
【TEL】0134-22-3121 
【FAX】0134-33-1087
【HP】http://www.shinkin.co.jp/hokkaido/

理事長
佐 藤 信明

昭和29年　旧小樽信用金庫本店（現 小樽支店）

道
央
圏
の
核
と
な
る
信
用
金
庫
へ

小樽市長寿企業表彰事業記念誌小樽市長寿企業表彰事業記念誌61



北海道中央バス株式会社

北
海
道
中
央
バ
ス      

           

株
式
会
社

　

大
正
10
年
4
月
、
後
志
地
区
最
初
の
バ
ス
会
社

で
あ
る
「
小
樽
乗
合
自
動
車
合
資
会
社
」
が
設
立

さ
れ
、
青
い
車
体
か
ら
「
青
バ
ス
」
と
呼
ば
れ
、

ま
た
、
そ
の
5
か
月
後
、
同
年
９
月
、
初
代
・
最

上
吉
蔵
が
有
志
と
共
に
創
業
の
ル
ー
ツ
と
な
る

「
小
樽
市
街
自
動
車
株
式
会
社
」
を
設
立
し
、
茶

褐
色
の
車
体
か
ら
市
民
に
「
赤
バ
ス
」
と
呼
ば
れ
、

青
バ
ス
と
赤
バ
ス
の
２
社
は
競
合
関
係
に
あ
り
ま

し
た
が
、
大
正
11
年
に
両
社
の
話
し
合
い
に
よ

り
、「
小
樽
市
街
自
動
車
株
式
会
社
」
を
存
続
会

社
と
し
て
合
併
し
ま
し
た
。
昭
和
7
年
頃
、
道
央

圏
の
石
狩
、
後
志
、
空
知
地
区
は
同
業
者
が
多
く

そ
の
数
は
40
業
者
を
数
え
、
全
道
一
の
乱
立
地
帯

で
し
た
。
そ
の
後
、
昭
和
17
年
の
戦
時
統
合
令
に

よ
り
、
空
知
地
区
を
含
む
札
樽
地
区
21
の
バ
ス
事

業
者
が
、「
小
樽
市
街
自
動
車
株
式
会
社
」
を
母

体
と
し
統
合
、
昭
和
18
年
3
月
に
「
北
海
道
中
央

乗
合
自
動
車
株
式
会
社
」
を
設
立
、
昭
和
24
年
に

社
名
を
「
北
海
道
中
央
バ
ス
株
式
会
社
」
に
改
称
、

現
在
に
繋
が
り
ま
す
。

　　

現
在
は
「
中
央
バ
ス
グ
ル
ー
プ
」
16
社
で
構
成

さ
れ
、
乗
合
バ
ス
を
中
心
と
し
た
旅
客
自
動
車
運

送
を
基
幹
と
し
、
建
設
、
清
掃
・
警
備
、
不
動
産
、

青
と
赤
の
競
合
か
ら
同
志
へ

バ
ス
を
中
心
と
し
て
地
域
密
着

道内でバスを走らせ1世紀
団結力で遂げた発展 1921年

大正10年

創 業

〒047-8601
小樽市色内1丁目8番6号
【TEL】0134-23-1111
【FAX】0134-23-1794
【HP】https://www.chuo-bus.co.jp

昭和32年 小樽市内運行のバス

大正12年頃、小樽市街自動車で使用
していた15人乗りのフォードバス

観
光
・
旅
行
、
飲
食
、
介
護
福
祉
な
ど
の
事
業
を

幅
広
く
展
開
し
て
い
ま
す
。
バ
ス
事
業
に
お
い
て

は“

輸
送
の
安
全
の
確
保
が
事
業
経
営
の
根
幹
で

あ
り”

、
ま
た
、
建
設
業
を
は
じ
め
そ
の
他
の
事

業
に
お
い
て
も“

安
全
・
安
心
な
商
品
・
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
が
基
本
で
あ
り”

、
こ
れ
ら
の
社
会
的

使
命
の
下
、
地
域
社
会
に
貢
献
す
る
企
業
集
団
と

し
て
地
域
社
会
と
共
に
歩
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
グ
ル
ー
プ
が
連
携
し
、
弛
ま
ぬ
努
力
を
重
ね
、

事
業
の
発
展
と
躍
進
を
遂
げ
て
ま
い
り
ま
す
。代表取締役社長

二階堂 恭 仁

●沿革
大正10年　 4月、小樽乗合自動車合資会社設立
　　　　　 9月、小樽市街自動車株式会社設立
大正11年　 両社合併
昭和18年　 3月北海道中央乗合自動車株式会社を設立
昭和24年　 社名を北海道中央バス株式会社に改称
昭和25年　札幌証券取引所に上場登録
平成17年　12代目平尾一彌代表取締役社長就任
　　　　　（現代表取締役会長）
平成30年　14代目二階堂恭仁代表取締役社長就任

  大正11年頃の小樽市街自動車のバスと従業員
（小樽市・日銀支店前）
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ホ
ッ
カ
ン

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

          

株
式
会
社

　

大
正
10
年
「
北
海
製
罐
倉
庫
株
式
会
社
」
が
設

立
さ
れ
、
食
品
缶
詰
用
空
缶
の
製
造
、
販
売
な
ら

び
に
倉
庫
業
を
開
始
し
ま
し
た
。
カ
ニ
や
鮭
の
缶

詰
製
造
を
皮
切
り
に
、
長
期
保
存
が
可
能
な
缶
詰

は
日
本
の
食
卓
は
も
ち
ろ
ん
欧
米
諸
国
か
ら
も
喜

ば
れ
時
代
の
花
形
産
業
と
な
り
ま
し
た
。
創
業
時

活
動
の
拠
点
が
小
樽
で
あ
っ
た
理
由
と
し
て
、
千

島
・
樺
太
へ
の
缶
詰
需
要
の
期
待
、
道
央
の
農
畜

産
缶
詰
の
空
缶
供
給
基
地
と
し
て
好
立
地
だ
っ
た

こ
と
、
汽
船
の
燃
料
代
と
し
て
安
価
な
石
炭
が
入

手
可
能
だ
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　　

昭
和
25
年
に
は「
北
海
製
罐
株
式
会
社（
現 

ホ
ッ

カ
ン
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社
）」
と
し
て

東
京
に
本
社
を
構
え
、
東
京
証
券
取
引
所
に
上
場
。

　

容
器
製
造
に
お
い
て
は
そ
の
後
も
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
、
食
品
以
外
の
分
野
を
手
掛
け
る
と
と
も
に
、

充
填
事
業
、
機
械
製
作
事
業
な
ど
に
領
域
を
拡
大
。

さ
ら
に
ア
ジ
ア
な
ど
海
外
へ
と
事
業
を
展
開
し
、

挑
戦
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

　

現
在
当
社
は
、
容
器
事
業
、
充
填
事
業
、
機
械

製
作
事
業
、
海
外
事
業
の
4
つ
の
事
業
に
お
け
る

中
核
企
業
の
本
部
機
能
を
持
ち
な
が
ら
、
グ
ル
ー

発
展
極
め
た
小
樽
で
見
出
し
た
需
要

開
拓
者
精
神
を
持
ち
次
の
１
０
０
年
へ

はじまりは食品空缶製造。
飽くなき挑戦を続け、海外へ。 1921年

大正10年

創 業

〒047-0031
小樽市色内3丁目１番１号
【TEL】0134-25-1221
【FAX】0134-25-1227
【HP】https://hokkanholdings.co.jp

プ
企
業
相
互
の
連
携
を
図
っ
て
い
ま
す
。
令
和
３

年
に
は
創
立
１
０
０
周
年
を
迎
え
、
今
後
も
伝
統

の
「
も
の
づ
く
り
力
」
を
活
か
し
つ
つ
、
開
拓
者

精
神
を
持
っ
て
求
め
ら
れ
る
ニ
ー
ズ
に
応
え
続
け

て
ま
い
り
ま
す
。

代表取締役社長
池田 孝資

ホッカンホールディングス株式会社
（北海製罐㈱小樽工場）

●沿革
大正10年　北海製罐倉庫㈱を設立
昭和25年　北海製罐㈱（現 ホッカンホールディングス㈱）を設立。
　　　　　 本社を東京に設置。東京証券取引所に株式上場
平成17年　商号をホッカンホールディングス㈱へ変更し
　　　　　 純粋持株会社へ移行
令和  3年  創立100周年を迎える。
　　　　　 経営理念体系を刷新、グループロゴ・マークを統一

日本経済新聞掲載広告（令和3年10月）
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大
ワ
大
和
水
産

　
　
　

  

株
式
会
社

　

当
社
は
大
正
10
年
、
創
業
者
・
植
田
俊
一
が
日

本
で
初
め
て
魚
肉
ウ
ィ
ン
ナ
ー
を
考
案
し
て
以

来
、
一
貫
し
て
魚
肉
練
り
製
品
を
作
り
続
け
て
い

ま
す
。
植
田
は
魚
肉
を
腸
詰
に
し
た
ウ
ィ
ン
ナ
ー

を
燻
製
に
か
け
、
昭
和
初
期
、
南
サ
ハ
リ
ン
か

ら
沖
縄
ま
で
笹
竹
カ
ゴ
に
そ
れ
を
包
み
、
国
鉄
を

使
っ
て
出
荷
し
て
い
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。
当
時

は
大
手
水
産
会
社
が
製
造
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
習
い
に

来
て
お
り
、
植
田
は
そ
れ
を
独
占
せ
ず
、
す
べ
て

教
え
て
お
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
彼
の
「
食
い
扶
持

は
自
分
で
稼
げ
」
と
い
う
教
え
で
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
経
緯
で
魚
肉
ウ
ィ
ン
ナ
ー
と
は
、
の
ち

の
魚
肉
ソ
ー
セ
ー
ジ
の
前
身
で
あ
っ
た
わ
け
で
す
。

　

現
在
当
社
は
焼
き
ち
く
わ
、
あ
げ
か
ま
ぼ
こ
を

主
体
と
し
、
風
味
か
ま
ぼ
こ
な
ど
多
種
多
様
な
商

品
を
製
造
す
る
企
業
へ
と
成
長
し
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
そ
の
願
い
や
築
い
た
功
績
に
敬
意
を

は
ら
い
な
が
ら
、
魚
肉
練
り
製
品
を
独
自
に
追
及

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
当
社
製
品
は
他
の
食
材
の

味
を
邪
魔
し
な
い
よ
う
、
薄
味
で
味
が
浸
み
込
み

や
す
い
製
法
で
作
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
美
味
し
い

だ
け
で
は
な
く
、
お
客
様
に
「
安
心
・
安
全
」
な

初
代
が
開
発
し
た
魚
肉
ウ
ィ
ン
ナ
ー

美
味
し
さ
と
安
心
安
全
を
求
め
て

創業者の想いを大切に
魚肉練り製品一筋100年 1921年

大正10年

創 業

〒048-2671
小樽市オタモイ3丁目8番2号
【TEL】0134-26-0001
【FAX】0134-26-2557
【HP】http://www.otaru-daiwa.com/

商
品
を
お
届
け
で
き
る
よ
う
、
平
成
30
年
に
は
食

品
安
全
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
規
格
「
J
F
S
-B
」
の

適
合
証
明
を
受
け
る
な
ど
、
環
境
に
配
慮
し
た
工

場
施
設
よ
り
全
国
各
地
へ
の
製
品
供
給
を
行
っ
て

い
ま
す
。
今
後
は
海
外
へ
の
販
路
拡
大
も
視
野
に

入
れ
さ
ら
に
努
力
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

代表取締役
小 松 義幸

●沿革
大正10年　初代・植田俊一が植田商店を創業
昭和36年　大ワ大和水産株式会社設立
昭和59年　3代目社長に小松幸春が就任
平成15年　4代目社長に金井俊幸が就任
平成29年　5代目社長に小松義幸が就任
平成30年　日本食品安全規格JFS-B規格の
　　　　　 システム認証を取得
令和  2年　創業100周年を迎える

ちくわ製造ライン（2本の生産ラインを完備）

揚げ物ライン

細焼き竹輪
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柳
川
湯

　

小
樽
駅
か
ら
海
側
へ
中
央
通
り
を
下
る
と
右
手

に
都
通
り
、
左
手
が
梁
川
通
り
で
す
が
、
昔
は
都

通
り
も
梁
川
通
り
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。｢

梁

川｣

と
は
小
樽
の
大
地
主
で
あ
っ
た
榎
本
武
揚
の

雅
号
が
梁
川
（
り
ょ
う
せ
ん
）
で
あ
っ
た
こ
と
に

ち
な
ん
で
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
梁
川
通
り

に
あ
る
銭
湯
が
柳
川
湯
で
す
。

　

初
代
・
田
中
作
次
郎
は
、
富
山
県
か
ら
小
樽
へ

出
て
き
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。
私
の
曽
祖
父
の
代

か
ら
、
大
正
時
代
か
ら
の
創
業
で
１
０
０
年
の
歴

史
が
あ
り
ま
す
が
、
快
適
に
入
浴
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、
改
築
も
行
い
清
掃
に
は
気
を
つ
か
っ
て

い
ま
す
。
ジ
ェ
ッ
ト
バ
ス
や
気
泡
風
呂
も
あ
り
、

日
中
は
日
差
し
が
入
り
明
る
い
浴
場
で
す
。

　　

大
正
時
代
か
ら
営
業
し
て
い
る
銭
湯
は
市
内
に

は
当
施
設
を
含
み
も
う
３
軒
ほ
ど
し
か
残
っ
て
い

ま
せ
ん
。
３
代
目
の
父
が
平
成
11
年
に
建
て
替
え

た
と
き
、
正
面
外
観
は
大
正
時
代
の
ま
ま
の
風
情

を
残
し
ま
し
た
。
長
橋
、
手
宮
方
面
に
は
銭
湯
が

な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
そ
ち
ら
の
ほ
う
か

ら
駅
前
方
面
へ
出
か
け
る
つ
い
で
に
寄
っ
て
く
れ

る
お
客
さ
ん
も
い
て
、
地
域
の
み
な
さ
ま
に
親
し

市
内
中
心
部
で
長
く
営
業

大
正
を
思
わ
せ
る
表
の
外
観

梁川通りの名物銭湯
100年の歴史を4代目が守る 1922年

大正11年

創 業

〒047-0032
小樽市稲穂3丁目16番16号
【TEL】0134-23-2271

ま
れ
て
お
り
ま
す
。

代表
田中 宏和

●沿革
大正11年　　初代・田中作次郎が稲穂町で銭湯開業
昭和47年頃　2代目武雄から3代目康弘に引き継ぐ
平成11年　　建物建て替え
平成25年頃　康弘から4代目宏和が引き継ぐ
令和  4年　　建物一部修繕。現在に至る

柳川湯

浴室 初代店主　田中作次郎

北海道では珍しいとされる富士山の
タイル絵
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有限会社神仏湯温泉

有
限
会
社

       

神
仏
湯
温
泉

　

当
温
泉
は
明
治
の
中
頃
よ
り
あ
り
、
南
小
樽
駅

か
ら
近
い
双
葉
高
校
と
生
協
南
店
の
中
間
に
位
置

し
て
い
ま
す
。
明
治
期
は
「
如
神
湯
」
と
い
う
銭

湯
で
別
の
方
が
営
業
し
て
お
り
ま
し
た
。
宮
大
工

と
し
て
石
川
県
か
ら
小
樽
へ
渡
っ
て
き
た
初
代
・

大
畑
忠
蔵
は
昭
和
初
期
、
縁
が
あ
り
そ
の
「
如
神

湯
」
を
譲
り
受
け
「
住
ノ
江
湯
」
と
し
て
営
業
を

開
始
。
小
樽
で
働
く
労
働
者
の
憩
い
の
場
を
引
き

継
ぎ
守
り
続
け
て
い
き
ま
し
た
。
ま
た
昭
和
11
年

に
は
忠
蔵
の
信
仰
心
の
厚
さ
か
ら
「
神
仏
湯
」
に

改
名
し
、
そ
の
後
２
代
目
で
法
人
化
。
昭
和
62
年

に
当
社
敷
地
内
に
て
地
下
１
３
０
０
ｍ
か
ら
当
時

小
樽
内
で
最
も
温
度
が
高
い
59
・
２
度
の
天
然
温

泉
の
掘
削
に
成
功
し
ま
し
た
。
平
成
元
年
に
、
現

在
の
鉄
骨
３
階
建
て
の
銭
湯
に
建
て
直
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
手
頃
な
公
衆
浴
場
で
１
０
０
%
か

け
流
し
の
源
泉
が
楽
し
め
る
と
、
小
樽
内
外
か
ら

の
お
客
様
に
ご
愛
顧
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。
泉
質

は
低
張
性
弱
ア
ル
カ
リ
性
低
温
泉
。
神
経
痛
、
筋

肉
痛
、
関
節
痛
な
ど
の
症
状
軽
減
が
期
待
さ
れ
る

ほ
か
、
慢
性
消
化
器
病
・
慢
性
便
秘
な
ど
に
適
応

す
る
飲
泉
も
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
乾
式
サ
ウ
ナ
、

宮
大
工
か
ら
銭
湯
経
営
へ

銭
湯
で
体
験
で
き
る
源
泉
か
け
流
し

利用者の喜びを第一に
街で愛される公衆浴場 1930年

昭和５年

創 業

〒047-0014
小樽市住ノ江1丁目5番1号
【TEL】0134-22-3893

※事業承継前後の期間を合算することにより、営業の総年数が100年以上となることから、長寿企業として認定されました。

※

昭和40年代の神仏湯(昭和11年築) 初代　大畑忠蔵

温泉掘削時の新聞記事（昭和62年）

水
風
呂
、
超
音
波
浴
槽
も
併
設
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

に
は
最
適
で
す
。
銭
湯
は
月
曜
日
休
業
で
す
が
、

家
族
風
呂
は
正
月
を
除
き
年
中
無
休
で
営
業
し
て

お
り
ま
す
。
今
後
も
日
々
来
て
く
だ
さ
る
お
客
様

の
健
康
に
貢
献
で
き
る
よ
う
、
現
在
修
行
中
の
5

代
目
へ
と
引
き
継
ぎ
守
り
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。代表取締役

大 畑 満眞

●沿革
昭和 ５年　初代・大畑忠蔵が譲り受けた如神湯を  
               住ノ江湯として営業を開始
昭和11年　神仏湯に改名。木造3階建の銭湯を新築
昭和16年　2代目周蔵家督を相続
昭和40年　3代目昌三家督を相続
昭和62年　温泉掘削成功。（有）神仏湯温泉改名
平成元年　鉄筋3階建新築。家族風呂を始める
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小
樽
が
市
制
を
施
行
し
た
翌
年
の
大
正
十
二
年
、

小
樽
運
河
が
竣
工
の
と
き
を
迎
え
ま
し
た
。

ま
さ
に
、小
樽
に
と
っ
て

新
時
代
の
幕
開
け
だ
っ
た
の
で
す
。

小樽市総合博物館 蔵
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開　

会

市
長
挨
拶

祝　

辞

表　

彰

表
彰
企
業
御
挨
拶

記
念
写
真
撮
影

開　

宴

乾　

杯

閉　

会
式 

次 

第

小
樽
市
長　

迫　

俊
哉

小
樽
市
議
会
議
長　

鈴
木　

喜
明
様

ナ
ト
リ
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長　

生
田 

考
様

小
樽
商
工
会
議
所

会　

頭　

山
本 

秀
明
様

小
樽
市
副
市
長　

小
山 

秀
昭

小樽市長寿企業表彰式
《 日時 》 令和4年10月17日（月）18時　《 於 》ニュー三幸 小樽本店

表
彰
式

記
念
祝
賀
会
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表彰式

市長挨拶　小樽市長　迫 俊哉祝辞　小樽市議会議長　鈴木 喜明様

記念品

表彰企業御挨拶　ナトリ株式会社 代表取締役社長　生田 考様

記念品

表彰式

表彰式
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メ
ル
ヘ
ン
交
差
点
に
あ
る
堺
町
郵
便

局
の
付
近
に
、
オ
タ
ル
ナ
イ
運
上
屋
跡

が
あ
り
ま
す
。
江
戸
時
代
、
こ
こ
で
は

場
所
請
負
を
し
て
い
た
岡
田
家
が
漁
場

を
管
理
し
て
お
り
、
漁
期
に
雇
の
漁
師

を
集
め
て
漁
を
行
な
い
、
ニ
シ
ン
粕
を

は
じ
め
と
す
る
水
産
製
品
を
作
っ
て
い

ま
し
た
。
ま
さ
に
小
樽
の
産
業
事
始
め

と
い
っ
て
よ
い
で
し
ょ
う
。

　

小
樽
に
和
人
が
定
住
す
る
よ
う
に

な
っ
て
、
ま
だ
１
６
０
年
ほ
ど
し
か
経
っ

て
い
ま
せ
ん
が
、
こ
の
町
で
か
つ
て
暮

ら
し
た
人
々
が
、
ど
の
よ
う
な
稼
ぎ
を

し
て
生
き
た
の
か
ち
ょ
っ
と
覗
い
て
み

ま
し
ょ
う
。

　

明
治
２
年
に
新
政
府
が
開
拓
使
を
設

け
ま
す
が
、
札
幌
に
本
庁
を
建
設
し
て

北
海
道
の
か
な
め
と
す
る
こ
と
に
決
め

た
こ
と
か
ら
、
小
樽
は
札
幌
の
外
港
と

小
樽
商
人
の
始
ま
り

序　

章 

は
じ
め
に

第
１
章 

近
代
産
業
の
あ
け
ぼ
の

《
明
治
初
年
か
ら
明
治
20
年
頃
》

し
て
将
来
の
発
展
が
約
束
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
商
船
の
取
り
締
ま
り
や
徴
税

を
行
う
役
所
で
あ
る
海
官
所
が
置
か
れ

た
こ
と
か
ら
、
小
樽
港
に
は
直
接
、
北

前
船
な
ど
の
商
船
の
寄
港
が
可
能
に
な

り
ま
し
た
。

　

小
樽
へ
の
寄
港
が
増
え
る
と
、
江
戸

時
代
ま
で
松
前
や
江
差
な
ど
道
南
を
拠

点
に
大
規
模
な
漁
業
経
営
を
し
な
が
ら

呉
服
・
※
荒
物
雑
貨
、
海
陸
産
物
な
ど
の

問
屋
を
兼
営
し
て
い
た
よ
う
な
多
く
の
裕

福
な
商
人
が
小
樽
へ
移
住
し
て
事
業
を
行

う
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

彼
ら
は
、
漁
場
や
周
辺
の
村
落
で
必

要
と
し
た
米
、
味
噌
醤
油
、
清
酒
と
い
っ

た
食
料
品
や
衣
類
な
ど
の
生
活
必
需
品
、

さ
ら
に
漁
網
な
ど
の
漁
業
資
材
を
本
州

各
地
か
ら
取
り
寄
せ
て
、
供
給
し
ま
し

た
。
本
州
各
地
で
高
く
売
れ
る
ニ
シ
ン

粕
や
身
欠
き
鰊
、
干
数
の
子
、
塩
鮭
、

塩
鱒
な
ど
漁
業
生
産
物
を
大
々
的
に
買

い
上
げ
る
こ
と
で
、
莫
大
な
利
益
を
得

て
資
産
を
蓄
積
し
、
小
樽
商
人
と
し
て

の
確
固
と
し
た
地
歩
を
固
め
て
い
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

明
治
時
代
初
期
は
、
日
本
の
国
に
と
っ

て
蒸
気
機
関
が
文
明
を
象
徴
す
る
も
の

で
し
た
。
開
拓
使
は
蒸
気
を
生
み
出
す

エ
ネ
ル
ギ
ー
源
で
あ
る
石
炭
産
業
の
育

成
を
進
め
、
幌
内
炭
鉱
を
開
発
し
ま
し

た
。
炭
鉱
か
ら
掘
り
出
さ
れ
た
石
炭
を

運
ぶ
た
め
の
鉄
道
が
明
治
15
年
、
幌
内

（
現
三
笠
市
）
と
小
樽
の
間
に
結
ば
れ
、

小
樽
港
で
船
積
み
さ
れ
本
州
へ
運
ば
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
こ
に
大
量
の

石
炭
を
船
に
積
み
込
む
た
め
の
石
炭
荷

役
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
明
治
８
年
に
、
東
京
・
函
館
・

小
樽
間
に
開
拓
使
付
属
船
に
よ
る
定
期

航
路
が
開
設
さ
れ
、
東
京
と
小
樽
の
間

に
情
報
・
人
流
・
物
流
の
チ
ャ
ン
ネ
ル

が
結
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
さ
ら

に
明
治
18
年
に
は
、
日
本
郵
船
小
樽
支

店
が
発
足
し
小
樽
で
も
支
店
営
業
を
開

始
す
る
な
ど
、
小
樽
港
が
汽
船
に
よ
る

海
運
の
拠
点
に
な
る
と
、
船
荷
の
積
み

込
み
や
積
み
下
ろ
し
の
た
め
の
艀
業
や

仲
仕
業
と
い
っ
た
港
湾
荷
役
が
台
頭
し

て
き
ま
し
た
。

　

石
炭
や
貨
物
を
か
つ
い
で
運
ぶ
石
炭
・

小樽市 産業の歩み

幌
内
鉄
道
と
日
本
郵
船

明治初年の小樽港　手宮

※
荒
物 

ほ
う
き
、
ざ
る
な
ど
の
家
庭
で
使
う
雑
貨
類
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明治30年代の小樽港　南濱町

港
湾
荷
役
は
、
機
械
化
が
進
む
以
前
は
、

多
く
の
労
働
者
を
必
要
と
し
た
産
業
で

あ
り
、
物
流
の
拠
点
だ
っ
た
小
樽
港
で

は
特
徴
的
な
も
の
で
し
た
。

　

国
が
北
海
道
へ
の
移
民
を
進
め
る
中

で
、
北
海
道
の
玄
関
口
と
な
っ
た
小
樽

に
は
、
多
く
の
移
民
が
上
陸
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
が
、
荷
役
作
業
が
盛
ん
だ
っ

た
小
樽
で
は
、
日
銭
を
稼
ぐ
こ
と
に
事

欠
か
ず
、
経
済
的
な
成
功
を
求
め
て
き

た
人
た
ち
が
当
座
の
仕
事
と
し
て
荷
役

作
業
に
従
事
す
る
こ
と
も
多
か
っ
た
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
北
の
誉
酒
造
の
創
業

者　

野
口
喜
一
郎
は
、
石
川
県
か
ら
裸

一
貫
で
来
樽
し
た
当
時
、
石
炭
を
運
ん

で
糊
口
を
凌
い
だ
こ
と
が
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

小
樽
の
人
口
は
年
々
増
加
し
、
マ
ー

ケ
ッ
ト
が
拡
大
す
る
こ
と
に
な
り
、
飲

食
、
理
美
容
、
銭
湯
と
い
っ
た
生
活
関

連
サ
ー
ビ
ス
や
、
生
活
必
需
品
を
扱
う

商
売
の
増
加
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

北
海
道
の
開
拓
が
進
み
、
鉄
道
網
が

広
が
る
と
、
小
樽
の
商
圏
は
、
内
陸
に

向
け
て
ど
ん
ど
ん
広
が
っ
て
い
き
ま

し
た
。

　

開
拓
地
で
は
、
農
機
具
は
も
ち
ろ
ん
、

住
宅
や
納
屋
な
ど
を
建
設
す
る
た
め
の

建
築
用
金
具
、
食
料
品
を
は
じ
め
と
す

る
生
活
必
需
品
な
ど
の
需
要
が
高
ま
り
、

港
と
鉄
道
の
結
節
点
だ
っ
た
小
樽
の
街

が
、
こ
れ
ら
の
供
給
元
と
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
必
需
品
は
小
樽
商
人
に

よ
っ
て
本
州
各
地
か
ら
集
め
ら
れ
た
ほ

か
、
小
樽
に
現
れ
た
鉄
工
所
や
町
工
場
な

ど
に
よ
り
、
金
属
製
品
、
ラ
ン
プ
な
ど

の
ガ
ラ
ス
製
品
等
の
製
造
、味
噌
、醤
油
、

酒
の
醸
造
、
菓
子
や
餅
な
ど
の
食
品
製

造
、
明
か
り
の
燃
料
と
し
て
の
魚
油
を

作
る
製
油
な
ど
、
製
品
は
多
岐
に
渡
り

ま
し
た
。

　

ま
た
、
小
樽
に
特
徴
的
な
産
業
と
し

て
精
米
業
が
あ
り
ま
し
た
。
米
が
育
た

な
か
っ
た
北
海
道
で
は
、
玄
米
を
本
州

か
ら
移
入
し
、
精
米
工
場
で
精
米
し
て

道
内
各
地
へ
供
給
し
て
い
ま
し
た
が
、

東
北
以
北
で
最
大
の
精
米
会
社
だ
っ
た

共
成
株
式
会
社
を
は
じ
め
、
多
く
の
精

米
会
社
が
あ
っ
た
小
樽
は
、
か
つ
て
精

米
業
が
基
幹
産
業
の
一
つ
で
し
た
。

　

さ
ら
に
、
衣
類
な
ど
の
繊
維
販
売
業

に
つ
い
て
も
全
道
の
ほ
と
ん
ど
の
シ
ェ

ア
を
占
め
、
小
樽
は
一
貫
し
て
、
昭
和

戦
後
ま
で
、
大
阪
、
名
古
屋
、
東
京
に

次
ぐ
、
全
道
一
の
実
力
を
有
す
る
繊
維

問
屋
の
街
で
し
た
。

　

一
方
、
森
林
の
宝
庫
だ
っ
た
北
海
道

で
は
、
三
井
物
産
が
早
く
か
ら
木
材
を

取
扱
い
、
盛
ん
に
造
材
を
行
な
う
な
ど

輸
出
に
主
力
を
注
い
で
お
り
、
明
治
42

年
に
は
札
幌
か
ら
小
樽
に
支
店
を
移
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
明
治
末
に
は
ゲ
ル

ト
ネ
ル
商
会
と
い
っ
た
世
界
的
な
材
木

貿
易
商
も
活
躍
す
る
な
ど
、
多
く
の
木

材
商
が
小
樽
に
店
を
開
き
、
木
材
が
集

散
し
た
小
樽
は
木
材
の
街
と
し
て
も
隆

盛
を
誇
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
明
治
40

年
に
小
樽
に
進
出
し
た
新
宮
商
行
は
、

現
在
も
広
く
木
材
製
品
な
ど
を
扱
う
小

樽
を
代
表
す
る
企
業
で
す
。

　

こ
れ
ら
小
樽
に
集
ま
っ
た
厖
大
な
物

開
拓
の
伸
展
と
道
内
需
要
の
拡
大

第
２
章 

商
圏
の
拡
大

《
明
治
20
年
代
か
ら
明
治
末
》
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小樽市 産業の歩み

大正時代　小樽運河

資
の
運
搬
は
、
主
に
馬
車
に
よ
り
行
わ

れ
、
明
治
後
半
の
小
樽
は
、
千
頭
以
上

の
馬
が
行
き
来
す
る
馬
の
街
で
も
あ
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
自
動
車
が
使
用
さ

れ
始
め
た
大
正
初
期
以
後
、
徐
々
に
数

を
減
ら
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

馬
車
は
客
運
も
担
っ
て
い
ま
し
た
が
、

大
正
10
年
に
公
共
交
通
機
関
と
し
て
小

樽
乗
合
自
動
車
が
発
足
し
バ
ス
の
時
代

を
迎
え
ま
し
た
。
こ
れ
が
現
在
、
道
内

最
大
の
バ
ス
会
社
で
あ
る
北
海
道
中
央

バ
ス
株
式
会
社
の
ル
ー
ツ
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
小
樽
に
集
ま
っ
た
物
資
を
保

管
す
る
た
め
の
倉
庫
業
も
発
展
し
て
い

き
ま
し
た
。

　

明
治
37
年
か
ら
38
年
に
か
け
て
戦
わ

れ
た
日
露
戦
争
で
辛
く
も
勝
利
し
た
日

本
は
、
北
緯
50
度
以
南
の
樺
太
（
現
サ

ハ
リ
ン
）
を
領
有
し
ま
し
た
。
地
理
的

に
優
位
に
あ
っ
た
小
樽
港
は
、
樺
太
と

の
間
に
定
期
航
路
が
結
ば
れ
、
樺
太
の

物
流
基
地
と
な
り
、
米
や
野
菜
、
防
寒

着
な
ど
の
衣
類
、
水
産
物
を
塩
蔵
す
る

た
め
の
食
塩
な
ど
が
小
樽
か
ら
樺
太
へ

送
ら
れ
ま
し
た
。
樺
太
の
発
展
に
伴
い
、

さ
ら
に
多
く
の
人
々
が
移
住
し
生
活
す

る
よ
う
に
な
る
昭
和
戦
前
ま
で
に
は
、

衣
類
を
は
じ
め
菓
子
や
ビ
ー
ル
、
和
紙
・

紙
製
品
、
金
属
製
品
、
煙
草
、
石
鹸
・

化
粧
品
な
ど
を
中
心
に
、
日
常
の
生
活

必
需
品
の
供
給
の
ほ
と
ん
ど
を
小
樽
の

業
者
の
手
を
経
て
行
っ
て
い
た
こ
と
か

ら
、
大
き
な
富
が
小
樽
の
街
に
流
れ
て

く
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

樺
太
で
生
産
さ
れ
た
木
材
は
、
小
樽

港
か
ら
積
取
船
で
集
荷
し
て
お
り
、
樺

太
材
の
基
地
と
な
っ
た
小
樽
は
、
本
州

か
ら
も
広
く
募
集
し
た
積
取
人
夫
の
供

給
地
で
し
た
。
一
航
海
が
10
日
か
ら
20
日

間
で
、
実
働
が
４
日
か
ら
５
日
間
。
５

月
か
ら
10
月
が
稼
働
の
季
節
で
、
海
が

凍
る
冬
期
は
休
業
し
ま
し
た
。
彼
ら
は

仕
事
が
無
い
時
は
、
小
樽
に
数
多
く
あ
っ

た
積
取
下
宿
に
暮
ら
し
な
が
ら
次
の
仕

事
を
待
つ
と
い
う
生
活
を
続
け
て
お
り
、

小
樽
に
特
有
の
職
業
で
し
た
。

　

北
海
道
の
開
拓
が
発
展
し
、
安
定
し

て
く
る
と
、
農
産
物
の
生
産
量
が
増
加

し
て
い
き
ま
し
た
。
中
で
も
、
数
量
の

一
番
多
い
豆
類
と
澱
粉
は
、
そ
の
80
％
以

上
を
小
樽
の
雑
穀
商
や
澱
粉
商
が
扱
っ

て
い
ま
し
た
。
品
質
の
良
い
北
海
道
産

の
大
豆
や
小
豆
は
本
州
で
人
気
が
あ
り
、

イ
ン
ゲ
ン
豆
な
ど
も
一
般
庶
民
の
食
材

と
し
て
愛
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
大
正
３
年
に
勃
発

し
た
第
一
次
世
界
大
戦
で
は
、
戦
場
と

な
っ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
、
食
料
と
し
て

の
豆
類
や
工
業
用
澱
粉
が
不
足
し
輸
出

さ
れ
ま
し
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
南
米
か

ら
、
北
海
道
産
の
豌
豆
、
鶉
豆
、
手
亡

豆
、
澱
粉
な
ど
に
対
す
る
引
き
合
い
が

急
増
し
た
こ
と
に
よ
る
、
い
わ
ゆ
る
「
雑

穀
ブ
ー
ム
」
が
に
わ
か
に
発
生
し
、
小

樽
の
雑
穀
商
や
澱
粉
商
は
莫
大
な
利
益

を
手
に
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
不
揃
い
の
豆
粒
や
砕
け
た
豆

日
露
戦
勝
利
と
樺
太
の
領
有

空
前
の
雑
穀
ブ
ー
ム

第
３
章

北
海
道
の
心
臓
と
呼
ば
れ
た
ま
ち

《
大
正
か
ら
昭
和
初
年
》
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昭和初年　銀行街

を
一
つ
一
つ
選
分
け
る
豆
選
工
場
が
、

堺
町
や
有
幌
町
を
中
心
に
数
多
く
整
備

さ
れ
、
最
盛
期
の
豆
選
女
工
の
数
は

３
６
０
０
人
に
達
し
た
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

さ
ら
に
雑
穀
ブ
ー
ム
は
、
雑
穀
を
収

納
す
る
麻
袋
な
ど
包
装
資
材
の
急
激
な

高
騰
を
引
き
起
こ
す
な
ど
、
周
辺
産
業

に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。
物
流

拠
点
だ
っ
た
小
樽
に
は
、
海
陸
産
物
な

ど
の
梱
包
材
の
専
門
業
者
が
活
躍
し
ま

し
た
が
、当
初
は
莚
（
む
し
ろ
）
や
叺
（
か

ま
す
）、
麻
袋
な
ど
に
始
ま
り
、
そ
の
後
、

段
ボ
ー
ル
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
フ
ィ
ル
ム
、

発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
な
ど
梱
包
材
の
材
質

を
変
え
な
が
ら
、
現
在
も
小
樽
の
伝
統

と
し
て
引
き
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　
「
雑
穀
ブ
ー
ム
」
で
活
況
を
呈
し
た
雑

穀
商
や
澱
粉
商
で
す
が
、
そ
の
後
、
第

一
次
世
界
大
戦
後
の
不
況
期
の
中
で
急

速
に
没
落
、
停
滞
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

北
海
道
の
金
融
は
、
最
初
、
主
に
漁

業
資
金
の
融
通
の
た
め
に
始
ま
っ
た
と

考
え
ら
れ
ま
す
が
、
日
清
戦
争
後
の
好

況
に
よ
っ
て
国
内
で
は
多
く
の
企
業
が

興
り
、
経
済
的
な
賑
わ
い
を
見
せ
て
い

た
小
樽
に
も
銀
行
な
ど
金
融
機
関
の
進

出
や
設
立
が
進
み
ま
し
た
。
特
に
、
明

治
33
年
に
設
立
さ
れ
た
北
海
道
拓
殖
銀

行
で
は
、
北
海
道
の
農
産
物
を
担
保
と

す
る
貸
付
が
行
わ
れ
た
こ
と
か
ら
、
農

産
物
を
扱
う
多
く
の
小
樽
商
人
に
利
用

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

日
露
戦
争
後
に
は
、
さ
ら
に
各
種
産

業
が
発
展
し
、
資
金
需
要
が
多
く
な
っ

た
こ
と
か
ら
、
小
樽
に
も
本
州
の
銀
行

支
店
の
進
出
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。
日
本

銀
行
も
明
治
39
年
に
小
樽
出
張
所
を
支

店
に
昇
格
さ
せ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
第
一
次
世
界
大
戦
の
影
響
に

よ
っ
て
移
出
や
輸
出
が
促
進
さ
れ
、
市

況
が
活
発
化
す
る
に
し
た
が
っ
て
、
金

融
界
も
隆
盛
を
迎
え
、
大
正
11
年
に

は
小
樽
の
銀
行
の
数
は
20
行
に
上
り
、

小
樽
は
北
海
道
の
金
融
の
中
心
に
な
り

ま
す
。

　

色
内
町
に
は
一
大
銀
行
街
が
形
成
さ

れ
、「
北
海
道
の
『
心
臓
』
と
呼
ば
れ
た

ま
ち
・
小
樽
」
の
、
ま
さ
に
心
臓
の
役

割
を
果
た
し
て
い
き
ま
す
。

　

小
樽
の
経
済
的
な
発
展
に
よ
り
、
大

正
か
ら
昭
和
期
に
か
け
て
各
種
産
業
が

近
代
化
を
進
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

な
か
で
も
食
品
加
工
業
と
金
属
・
機
械

工
業
は
、
昭
和
期
に
入
る
と
、
小
樽
の

工
業
を
代
表
す
る
二
大
業
種
と
し
て
発

展
し
ま
し
た
。

　

小
樽
に
は
明
治
初
年
か
ら
、
幌
内
鉄

道
の
手
宮
工
場
に
お
け
る
鉄
道
を
基
礎

と
し
た
技
術
な
ど
の
金
属
加
工
の
伝
統

が
あ
り
ま
し
た
。
大
正
10
年
に
設
立
さ

れ
た
北
海
製
罐
倉
庫
（
現
北
海
製
罐
株

式
会
社
）
の
存
在
は
際
立
っ
て
お
り
、

そ
の
周
辺
に
各
種
の
金
属
・
機
械
工
場

が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
金
属
・

機
械
工
場
の
多
く
は
中
小
企
業
で
は
あ

り
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
、
鉱
山
用
の
機

械
な
ど
の
主
力
製
品
を
持
ち
つ
つ
、
多

種
多
様
な
製
品
づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま

し
た
。
そ
の
技
術
力
は
時
代
の
変
化
に

も
対
応
で
き
る
も
の
で
し
た
。
現
在
で

も
、
独
自
の
技
術
に
よ
る
製
品
開
発
を

行
っ
て
い
る
企
業
が
稼
働
し
て
い
ま
す
。

　

食
品
加
工
業
で
は
、
中
小
の
製
菓
業

者
や
カ
マ
ボ
コ
製
造
を
主
と
す
る
水
産

銀
行
街
の
形
成

各
種
産
業
の
隆
盛
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小樽市 産業の歩み

加
工
業
者
が
多
数
存
在
し
て
い
ま
し
た
。

大
正
14
年
に
日
本
製
粉
小
樽
工
場
が
進

出
す
る
な
ど
、
多
様
化
も
進
み
ま
し
た
。

特
に
菓
子
製
造
は
和
洋
の
各
種
多
様
な

菓
子
類
を
生
産
し
て
「
菓
子
の
街
」
小

樽
に
ふ
さ
わ
し
い
地
位
を
有
し
、
小
樽

市
内
は
も
と
よ
り
、
道
内
、
樺
太
へ
供

給
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
戦
前
昭
和
期
に
は
、
ゴ
ム

の
加
工
業
が
伸
張
し
ま
し
た
。
小
樽
の

ゴ
ム
工
業
は
北
海
道
に
お
け
る
主
要
産

業
の
一
つ
と
な
り
、
現
在
も
創
意
工
夫

を
凝
ら
し
た
製
品
の
開
発
な
ど
、
活
躍

を
続
け
て
い
ま
す
。

　

製
紙
業
、
製
材
・
木
製
品
工
業
な
ど

も
比
較
的
重
要
な
位
置
を
占
め
る
こ
と

に
な
り
、
製
紙
業
で
は
、
生
活
必
需
品

で
あ
る
チ
リ
紙
の
製
造
で
道
内
の
大
き

な
シ
ェ
ア
を
占
め
て
い
ま
し
た
。

　

商
業
に
お
い
て
は
、
昭
和
期
に
入
る

と
、
雑
穀
商
な
ど
の
投
機
的
な
取
引
に

経
営
の
基
盤
を
お
く
商
人
層
の
多
く
が

い
な
く
な
り
、
新
た
に
三
井
、
三
菱
、

鈴
木
商
店
な
ど
の
大
商
社
と
特
約
関
係

を
持
ち
つ
つ
、
食
品
、
繊
維
製
品
、
機
械
、

雑
貨
な
ど
を
専
門
的
に
取
り
扱
う
近
代

的
な
問
屋
商
人
層
が
、
小
樽
商
人
の
代

表
と
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

昭
和
12
年
の
満
州
事
変
に
始
ま
る
、
い

わ
ゆ
る
15
年
戦
争
の
時
代
に
入
る
と
国

家
に
よ
る
統
制
経
済
が
導
入
さ
れ
、
小

樽
の
産
業
界
は
大
き
な
打
撃
を
受
け
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
統
制
に
よ
り
販

売
す
る
商
品
が
な
く
な
っ
た
小
樽
商
人

の
多
く
が
、
休
業
や
廃
業
に
追
い
込
ま

れ
、
さ
ら
に
各
種
統
制
機
関
が
札
幌
に

置
か
れ
た
こ
と
も
小
樽
商
人
の
経
済
活

動
の
低
下
に
追
打
ち
を
か
け
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
戦
後
に
つ
い
て
も
、
小
樽
に

支
店
を
構
え
、
道
内
商
業
界
を
抑
え
て

い
た
三
井
、
三
菱
と
言
っ
た
大
商
社
の

解
体
に
よ
り
、
特
約
関
係
で
つ
な
が
っ

て
い
た
小
樽
商
人
は
重
大
な
打
撃
を
受

け
ま
し
た
。

昭和30年代　築港石炭ローダー

戦
時
統
制
と
戦
後
の
経
済
活
動
の
縮
小

第
４
章 

戦
時
統
制
と
戦
後
復
興

《
昭
和
戦
前
か
ら
昭
和
30
年
代
》

　

こ
う
し
た
経
済
の
低
迷
を
打
開
す
べ

く
、
戦
後
、
貿
易
な
ど
の
自
由
取
引
が

回
復
す
る
と
、
小
樽
経
済
を
支
え
て
き

た
港
湾
物
流
の
活
性
化
を
目
指
し
て
、

港
湾
施
設
の
近
代
化
が
図
ら
れ
、
昭
和

25
年
に
第
２
号
ふ
頭
、
昭
和
29
年
に
第

３
号
ふ
頭
が
相
次
い
で
竣
工
し
ま
し
た
。

　

小
樽
に
集
散
す
る
物
資
は
、
戦
前
に

比
べ
内
容
は
変
わ
り
ま
し
た
が
、
数
量

で
は
、
昭
和
30
年
に
は
昭
和
14
、
15
年

頃
の
最
盛
期
に
匹
敵
す
る
よ
う
に
な
り
、

大
正
11
年
と
の
比
較
で
は
約
２
倍
に
達

し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
国
際
貿
易
が

再
開
さ
れ
、
イ
ン
チ
材
の
輸
出
や
米
国

な
ど
か
ら
の
食
糧
の
救
援
物
資
の
受
け

入
れ
な
ど
、
移
出
入
、
輸
出
入
の
貨
物

の
大
き
な
動
き
が
明
る
い
将
来
を
示
し

て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
小
樽
港
の
主
要
な
積
み
出
し

物
資
で
あ
る
石
炭
は
、
戦
後
も
本
州
向

け
の
移
出
が
過
去
最
高
の
量
を
記
録
し

て
い
ま
し
た
。

自
由
取
引
の
再
開
と
港
湾
整
備
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し
か
し
、
戦
後
、
日
本
の
物
流
が
太

平
洋
側
に
シ
フ
ト
し
、
世
界
初
の
堀
込

式
港
湾
と
し
て
昭
和
38
年
に
完
成
し
、

昭
和
41
年
に
国
際
貿
易
港
に
指
定
さ
れ

た
苫
小
牧
港
に
よ
っ
て
、
小
樽
港
の
役

割
の
低
下
は
決
定
的
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
小
樽
港
に
お
け
る
石
炭
移
出

量
が
、
戦
後
に
過
去
最
大
を
記
録
し
て

い
ま
し
た
が
、
国
策
と
し
て
石
炭
か
ら

石
油
へ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
転
換
が
図
ら

れ
、
さ
ら
に
昭
和
55
年
に
は
小
樽
港
に

お
け
る
石
炭
船
積
荷
役
が
終
了
を
迎
え

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
道
内
の
農
産
物
な
ど
は
、

産
地
業
者
に
よ
る
本
州
と
の
直
接
取
引

や
ホ
ク
レ
ン
な
ど
の
勢
力
拡
大
に
よ
る

流
通
シ
ス
テ
ム
の
大
き
な
変
化
に
よ
り
、

小
樽
の
経
済
を
さ
さ
え
て
き
た
卸
売
商

な
ど
小
樽
商
人
の
手
を
離
れ
、
衰
退
の

道
を
歩
ん
で
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

銀
行
に
つ
い
て
も
高
度
経
済
成
長
期

に
入
る
と
つ
ぎ
つ
ぎ
に
小
樽
か
ら
撤
退

し
、
小
樽
を
全
道
一
に
し
た
金
融
的
地

位
が
失
わ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
、
昭
和
45
年
に
地

元
経
済
界
の
支
援
に
よ
り
、
新
日
本
海

フ
ェ
リ
ー
株
式
会
社
が
発
足
し
、
日
本

初
と
な
る
長
距
離
フ
ェ
リ
ー
を
舞
鶴
港

｜
小
樽
港
間
に
就
航
さ
せ
ま
す
。
そ
れ

ま
で
冬
の
日
本
海
の
長
距
離
フ
ェ
リ
ー

運
航
は
困
難
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

当
時
、
世
界
最
大
の
カ
ー
フ
ェ
リ
ー
を

新
造
し
、
日
本
海
の
荒
波
を
克
服
す
る

こ
と
が
で
き
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

北
海
道
と
関
西
地
方
を
結
ぶ
バ
イ
パ

ス
ル
ー
ト
と
し
て
も
注
目
さ
れ
、
現
在

も
フ
ェ
リ
ー
貨
物
は
小
樽
港
の
取
扱
貨

物
量
の
大
宗
を
担
う
不
可
欠
の
存
在
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
14
年
に
は
、
神
原
汽
船

株
式
会
社
に
よ
る
中
国
と
の
定
期
コ
ン

テ
ナ
貨
物
航
路
が
、
外
貿
定
期
航
路
と

し
て
は
22
年
ぶ
り
に
就
航
し
ま
し
た
。　

　

小
樽
市
で
は
戦
後
、
経
済
振
興
策
と
し

て
企
業
誘
致
政
策
が
議
論
さ
れ
て
き
た

中
で
、
昭
和
50
年
代
か
ら
60
年
代
に
か

け
て
造
成
を
行
っ
た
銭
函
工
業
団
地
に

お
い
て
企
業
誘
致
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

現
在
、
道
内
で
も
有
数
の
工
業
集
積
地

と
な
り
、
食
料
品
・
機
械
・
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
・
流
通
な
ど
、
集
積
業
種
の
バ
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
が
豊
富
で
、
約
１
３
０
社
の
企

業
が
操
業
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
道
央
の
新
た
な
流
通
と
生
産

機
能
を
分
担
す
る
拠
点
港
と
し
て
小
樽

市
と
石
狩
市
（
当
時
は
石
狩
町
）
に
ま

た
が
っ
て
石
狩
湾
新
港
が
整
備
さ
れ
、

昭
和
57
年
に
第
一
船
が
入
港
し
ま
し
た
。

石
狩
湾
新
港
地
域
に
も
工
業
団
地
の
造

成
・
整
備
を
促
進
し
、
積
極
的
な
企
業

誘
致
を
進
め
、
現
在
で
は
、
札
幌
圏
最

大
の
工
業
流
通
団
地
と
な
っ
て
お
り
、

小
樽
市
域
の
冷
蔵
倉
庫
群
は
、
北
海
道

内
有
数
の
保
管
能
力
を
備
え
て
い
ま
す
。

斜
陽
都
市
の
始
ま
り

第
５
章

斜
陽
の
時
代
を
乗
り
越
え
て

《
昭
和
40
年
代
か
ら
現
在
》

フ
ェ
リ
ー
と
コ
ン
テ
ナ
航
路

銭
函
工
業
団
地
と
石
狩
湾
新
港
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・「
オ
タ
ル
新
地
図　

繊
維
問
屋
街
」（
北
海
道

新
聞
記
事
、
１
９
５
１
年
10
月
２
日
）

・『
小
樽
鉄
工
組
合
創
立
60
周
年
記
念
誌
「
匠
」』

（
小
樽
鉄
工
組
合
、
２
０
２
２
年
11
月
26
日
）

・『
小
樽
も
の
づ
く
り
の
原
動
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
・

ゴ
ム
関
連
」』（
小
樽
市
、
２
０
０
９
年
11
月
）

・『
共
成
製
薬
50
年
の
あ
ゆ
み
』（
共
成
製
薬
株

式
会
社
、
２
０
０
６
年
10
月
）

現在の小樽運河

　

明
治
以
来
目
覚
ま
し
く
発
展
し
た
、

か
つ
て
の
商
業
的
・
金
融
的
繁
栄
を
物

語
る
旧
銀
行
街
、
旧
問
屋
街
、
石
造
倉

庫
な
ど
の
歴
史
的
建
造
物
は
、
小
樽
が

高
度
経
済
成
長
期
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
ア
ン

ド
ビ
ル
ド
の
波
に
飲
ま
れ
な
か
っ
た
こ

と
が
幸
い
し
て
そ
の
多
く
が
残
っ
た
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
市
内
交
通
渋
滞
緩
和
の
た
め

に
、
昭
和
41
年
に
決
ま
っ
た
道
道
臨
港

線
の
整
備
に
よ
っ
て
埋
立
が
予
定
さ
れ

て
い
た
小
樽
運
河
で
す
が
、
市
民
に
よ
っ

て
行
わ
れ
た
運
河
保
存
運
動
は
、
歴
史

的
建
造
物
に
対
す
る
市
民
の
認
識
を
大

き
く
変
え
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
運
河
保
存
運
動
が
進
め
た
歴
史

的
町
並
み
保
存
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の

議
論
は
、
昭
和
58
年
の
「
小
樽
市
歴
史

的
建
造
物
及
び
景
観
地
区
保
全
条
例
」

制
定
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
現
在
、
多

く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

小
樽
で
は
、
観
光
客
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に

し
た
宿
泊
施
設
や
飲
食
、
物
販
施
設
な

ど
が
整
備
さ
れ
、
観
光
産
業
が
、
小
樽

の
主
要
産
業
の
一
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

歴
史
的
遺
産
を
活
用
し
た
観
光
産
業

　　

明
治
初
年
か
ら
増
加
が
続
い
て
い
た

小
樽
の
人
口
は
、
昭
和
39
年
に
20
万
７
千

人
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
た
後
は
、
昭
和
40
年

か
ら
現
在
ま
で
減
少
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

か
つ
て
、
開
拓
に
よ
る
道
内
経
済
の

拡
大
や
戦
争
に
よ
る
国
土
の
拡
大
そ
し

て
人
口
の
拡
大
の
中
で
、
小
樽
は
地
の

利
、
時
の
利
に
恵
ま
れ
経
済
の
繁
栄
を

享
受
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
、
人
口
が
10
万
人
に
な
り
、
小
樽

の
経
済
繁
栄
の
黄
金
期
と
も
言
え
る

１
０
０
年
前
と
社
会
情
勢
が
全
く
変

わ
っ
て
し
ま
っ
た
中
で
、
こ
の
街
で
生

き
て
い
く
た
め
、
こ
の
機
会
に
改
め
て

考
え
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

終　

章 

■
原
稿
執
筆
・
イ
ラ
ス
ト
：

　

笹
原　

馨
（
小
樽
商
工
会
議
所
）

■
協
力
：
小
樽
市
総
合
博
物
館
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年 事　　　　項

蝦夷地を北海道に改称。

開拓使は手宮、函館、幌泉（襟裳）、寿都に海官所を設置（翌年「海関所」に改称）。

開拓使、手宮の港を小樽港と改称。

函館〜室蘭〜札幌〜小樽の郵便が開業。

札幌〜小樽で電信線開通。

小樽で公衆電報の取扱い開始。

東京〜函館〜小樽に開拓使附属船の定期航路開設。

〈函館税関小樽出張所〉を色内に設置。

〈幌内鉄道〉手宮〜札幌間が開通。

〈幌内鉄道〉手宮〜幌内間が全通。幌内炭鉱からの石炭輸送始まる。

〈日本郵船〉が発足。小樽でも支店営業開始。

〈函館税関小樽出張所〉を再設置。

出港税が廃止され、国内貨物の移出入が活発化する。

小樽港が特別輸出港に指定される。

南濱町と入船町地先に船入澗が完成。

〈日本銀行小樽派出所〉稲穂町に設置。

小樽港が特別貿易港に指定される。

露領沿海州、サハリン及び朝鮮との貿易が許可される。

〈小樽電燈舎〉開業、市街で電力供給開始。

〈小樽商業会議所〉設立許可下りる。

小樽築港第一期修築工事（北防波堤）着工。　　

南濱町に移民休憩所設置。

小樽港が外国貿易港に指定される（開港）。

小樽は区制施行。小樽郡、高島郡下３８町村を統合して〈小樽区〉が誕生。

小樽区内で電話が開通（5月には小樽〜札幌間も）。

〈北海道鉄道〉函館〜小樽が全通。

〈北海道炭鉱鉄道〉の鉄道路線が国有化される。

〈日本郵船小樽支店〉で日露代表による樺太の国境画定会議開催。

〈北海道鉄道〉（函館〜小樽）が国有化される。

明治

明治

明治

明治

明治

明治

明治

明治

明治

明治

明治

明治

明治

明治

明治

明治

明治

明治

明治

明治

明治

1869

1872

1874

1875

1878

1880

1882

1885

1886

1887

1889

1892

1893

1894

1895

1897

1899

1900

1904

1906

1907

2

5

7

8

11

13

15

18

19

20

22

25

26

27

28

30

32

33

37

39

40

小樽の産業史 年表

日
清
戦
争

日
露
戦
争

〈北海道鉄道〉は〈北海道炭鉱鉄道〉（〈幌内鉄道〉改め）との連絡線を開業。
函館〜札幌方面の直通運転が可能となる。38 1905明治
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年 事　　　　項

明治

明治

大正

大正

大正

大正

大正

昭和

昭和

昭和

昭和

昭和

昭和

昭和

昭和

昭和

昭和

昭和

昭和

昭和

昭和

昭和

昭和

1908

1911

1914

1918

1921

1922

1923

1925

1926

1927

1928

1931

1932

1937

1940

1945

1949

1950

1951

1952

1954

1955

1956

41

44

3

7

10

11

12

14

元

2

3

6

7

12

15

20

24

25

26

27

29

30

31

小樽の産業史 年表

小樽築港第一期修築工事（北防波堤）の竣工。

小樽築港第二期修築工事（南防波堤、島防波堤）の着工。

〈手宮高架桟橋〉竣工。

小樽区第一期埋立て工事の着工。

上水道竣工、通水開始。

小樽港が植物防疫港に指定される。

〈小樽乗合自動車〉が区内4路線でのバス運行事業を開始。

北浜町埋立て地に〈北海製罐倉庫〉設立。

小樽区は市制施行。〈小樽市〉となる。

小樽港埋立てが完工。小樽運河が全区間完成。

〈日本製粉㈱小樽工場〉開設。

潮見台町に〈ロシア領事館〉開設。

市営第二期港湾修築工事（有幌町埋立）の着工。

小樽商業会議所は〈小樽商工会議所〉に改称。

〈小樽海港博覧会〉の開催。

満州事変。

市営第二期港湾修築工事の竣工。

鉄道省小樽臨港線（小樽築港〜浜小樽）開業。

〈北海道大博覧会〉の開会（8月25日まで）。

第1号ふ頭完成。　

高島町及び朝里村を小樽市に編入。

終戦。

色内に〈北海道貿易館〉開館（昭和45年閉館）。

第２号ふ頭完成。

小樽港が重要港湾に指定される。

サンフランシスコ平和条約締結。

朝里温泉（現朝里川温泉）で初の温泉宿泊施設〈元湯朝里温泉〉開業。

第3号ふ頭一期工事完成。

〈小樽市産業会館〉開館。

第
一
次
世
界
大
戦

15
年
戦
争

朝
鮮
戦
争

高
度

経
済
成
長
期

協力：小樽市総合博物館
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塩谷村を小樽市に編入。

〈北海道大博覧会〉開会。札幌との共催で小樽では第3号ふ頭と祝津が会場。

〈小樽市商工会館〉開館。

若竹町に木材荷さばき施設が完成。

小樽市の人口ピーク（９月207,093人）。　

小樽市が新産業都市に指定される。

小樽港が動物検疫港に指定される。　　

道道小樽臨港線整備が都市計画決定される。

第３号ふ頭延長工事完成。　　

〈新日本海フェリー〉小樽〜敦賀〜舞鶴間に長距離フェリー就航。

若竹貯木場完成。

〈札樽自動車道〉小樽インターチェンジ〜札幌西インターチェンジ間が開通。

中央ふ頭完成。

〈小樽駅前再開発事業〉が始まる（昭和51年完成）。

第1回〈ポートフェスティバル〉開催。

勝納ふ頭フェリーターミナル完成。　色内ふ頭完成。

小樽港における石炭船積荷役の終了。　　

苫小牧東港区開港。

勝納ふ頭落成。

石狩湾新港に第１船入港。

｢小樽市歴史的建造物及び景観地区保全条例」の制定。

国鉄手宮線の営業が終了、廃線になる。

道道臨港線と運河散策路の工事終了。

国鉄分割民営化で〈JR北海道〉発足。

〈小樽市観光物産プラザ〉（運河プラザ）開館。　　

〈小樽港マリーナ〉開業。

築港地区に〈マイカル小樽〉開業。　　

国道5号札幌〜小樽間、全線4車線化が完工。

旧手宮線跡地を遊歩道として整備（寿司屋通り〜中央通り）。

〈日本銀行小樽支店〉が営業終了。

市内で最後の都市銀行〈三井住友銀行小樽支店〉が営業終了。

年　 事　　　　項

昭和

昭和

昭和

昭和

昭和

昭和

昭和

昭和

昭和

昭和

昭和

昭和

昭和

昭和

昭和

昭和

昭和

昭和

平成

平成

平成

平成

平成

1958

1961

1963

1964

1966

1967

1970

1971

1972

1973

1978

1979

1980

1981

1982

1983

1985

1986

1987

1990

1999

2001

2002

33

36

38

39

41

42

45

46

 

47

48

53

54

55

56

57

58

60

61

62

2

11

13

14

高
度
経
済
成
長
期

バ
ブ
ル
景
気
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年　 

小樽〜中国定期コンテナ航路開設。

百貨店〈丸井今井小樽店〉が閉店。

新駅前第三ビル〈サンビルスクエア〉オープン。

小樽港が日本海側拠点港（外航クルーズ）に選定される。

〈旧手宮線跡散策路〉寿司屋通り〜手宮までの全区間が開通。

〈小樽芸術村〉がグランドオープン。

〈後志自動車道〉小樽ジャンクション〜余市インターチェンジ間が開通。

〈北海製罐小樽工場第3倉庫〉が市へ無償譲渡される。

小樽市、市制施行100周年記念式典を開催。

平成

平成

平成

平成

平成

平成

平成

令和

令和

令和

2002

2005

2009

2011

2016

2017

2018

2020

2021

2022

14

17

21

23

28

29

30

2

3

4

事　　　　項

新
型
コ
ロ
ナ
の

世
界
的
流
行

※令和 13（2031）年 北海道新幹線札幌延伸

協力：小樽市総合博物館

小樽の産業史 年表
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